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序

平成17年10月1日 、熊谷市、大里町 、妻沼町の一市二町 が、 さらに平成19年2

月13日 、江南 町 と合併 して、新 「熊谷市」 が誕生いた しま した。

新 「熊谷市」 は、南北約20km、 東西約14kmに わた り、面積 は159.88k㎡、人口 は

20万 人 を越 えることとなり、県北最大の都市 として生 まれ変 わ りま した。

新 市 は、関東平野 を縦横 に流 れ る荒川 と利根川 の2大 河川 が最 も近接す る流

域 に位置 し、平坦 な地形 に肥沃 な大地 と豊 かな自然が広 がってお ります。

こ うした自然環境 の もと、新市 内には先人 たちによって多 くの文化財 が営 々

と築 かれて きま した。 これ らの文化財 は、郷土 の発展 や その過程 を物語 る証 し

で あると ともに、私 たちの子孫 の繁栄 の指標 と もなる先 人の貴重 な足跡 であ り

ます。私 たちは、 こう した文化遺産 を継承 し、次 世代へ と伝 え、 さらに豊 かな

熊谷市形成 のための礎 としていかなければな らない と考 えてお ります。

さて、熊谷市 では 市民 が暮 らしやす く、生活環境 の豊 か さを実感で きる土地

利 用 を図 る ことを目的に土地 区画整理事業 を進 めてお ります。JR高 崎線籠原

駅南 口 に広 が る籠原 中央第二土地 区画整理事業 もその一 つで あ ります。事業地

内 には事前の試掘調査 に よ り、奈良 ・平安 時代 か ら近世 にか けての遺構 が確認

され ま した。遺跡 の重要性 を鑑 みて、関係部局 と保存 に向 けて協 議 を行 って ま

い りま したが、土地 区画整理事業上 やむ を得 ず計 画等の変更 がで きない街路築

造工事 に関 しては、記録保存 の措置 を講ず ることとな りま した。

本書 は、昭和63年 度及 び平成元年度 に発掘調 査 を行 った拾六間後遺跡 の うち、

平成元 年度調査分 につ いて報告す るもので あ ります。遺跡 か らは主 に奈良 ・平

安 時代 の集落跡 が発見 され 、集落跡 が小規模 なが らもほぼ絶 えるこ とな く営 ま

れてい たこ とがわか りま した。 この成果 は、近年深 谷市 で発見 され た古代の役

所跡 と推測 され る幡羅遺跡 を中心 とす る当地域 の様相 を明 らか にす る上で大変

貴重 な もの とい えます。

本書 は、新市 として初 めて刊行 す る埋 蔵 文化財 発掘 調査報 告書 とな ります。

本書 が埋蔵 文化財保護 、学術研究 の基礎資料 と して、 また埋蔵 文化財の普及 ・

啓発の資料 と して広 くご活用いただければ幸い と存 じます。

最後 にな りま したが、発掘調査及び報告書刊行 に至 るまで、文化財保護法 の

趣 旨 を尊重 され 、 ご理解 ご協力 を賜 りま した熊谷市都市整備 部都 市計画課 、土

地 区画整理西部事務所 、並びに地元関係者 には厚 くお礼申 しあげます 。

平成19年3月

熊谷市教育委員会

教育長 野原 晃



例 面

1本 書は、埼玉県熊谷市新堀新田字堂西306番 地他に所在する拾六間後遺跡(埼 玉県遺跡番号59-059)

の発掘調査報告書である。

2本 調査は、熊谷都市計画事業籠原中央第二土地区画整理事業に伴 う事前記録保存のための発掘調査

であり、熊谷市教育委員会が実施 した。

つ
0

4

匠
」

ρ
0

7

Q
Q

本事業の組織 は、第1章3の とお りで ある。

発掘調査期 間は、平成元年11月6日 か ら平成2年3月31日 までで ある。

整理 ・報告書作成 期間は、平成18年4月1日 か ら平成19年3月31日 までで ある。

発掘調査 は、熊谷市教育委員会金子正之が行 った。

本書の執筆 の内Hを 松 田哲 が行 った。他の執筆 及び編集 は、寺社下博が行 った。

発掘調査 における写真撮影 は金子 が、遺物の写真撮影 は寺社下 が行 った。

出土品の整理及び図版の作成 は、岩瀬悦子、木村のぶ 子、嶋崎恵、平山由美、福 島ひ とみ 、茂木永

子の協力を得て、寺社下が行った。

9本 書にかかる資料は、熊谷市教育委員会が保管している。

10本 書の作成にあたり、下記の方々及び機関等からご教示、ご協力を賜った。記 して感謝申し上げま

す。(敬称略、五十音順)

大里郡市町村文化財担当者会 埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課

埼玉県立埋蔵文化財センター(財)埼 玉県埋蔵文化財調査事業団



凡 例

本書 における挿図指示 は、次 の とお りで ある。

1遺 構挿図 の縮尺 は、次 の とお りであるが、 それ以外 の ものは個別 に示 した。

調査区全測図 …1/600住 居跡 ・集石土坑 ・土坑 ・ピッ ト…1/601号 集石土坑 …1/40

溝跡平面図…1/200溝 跡断面図 …1/608号 溝跡 …1/30

2遺 構挿図 中の スク リーン トー ン等 は、次の とお りで ある。

羅=地 山[霊]=焼 土[B]=骨 片 ・骨粉

3遺 構挿図 中、断面 に添 えて ある数値 は標高 を示 してい る。

4遺 物挿図 の縮尺 は、原則 と して次 の とお りで あるが、

皿
Q

ρ
0

7
ー

Q
O

∩
」

それ以外 の もの は個別 に示 した。

土師器 ・輪櫨土師器 ・須 恵器 ・灰粕陶器 ・陶磁器 ・かわ らけ ・鉄製 品…1/4古 銭 …1/1

縄文土器 …1/3土 錘…1/2石 器 ・石製品…1/8・1/6・1/4

遺物実測 図の表現方法 は、以下の とお りで ある。

土師器 ・陶磁器 ・かわ らけ ・土製 品 ・石製品 ・縄文土器 ・鉄製 品 ・石器断面:白 抜 き

須恵器断面:黒 塗 り 陶器施粕部分及び灰粕断面:麗 ≡麗羅

須恵器底部調整 回転糸切 りd

回転ヘラ削り ＼

回転ヘラナデ ＼

遺物拓影図のうち、向かって左に外面、右に内面を示 した。

遺物観察表の表現方法は、以下のとおりである。

法量の単位はcm、

技術会議事務局監修 、財団法人 日本色彩研究所色標監修、

にした。

輔轄土師器断面 ㎜㎜㎜

gで ある。()が 付 されるものは推定値、現存値 を表す。

胎土は、土器に含まれる鉱物等を以下の記号で、含有量の多い順に示 した。

A… 白色粒 子B… 黒色粒子C… 赤色粒子D… 褐色粒子E… 赤褐色粒子

F… 白色針状物質G… 長石H… 石英1… 白雲母J… 黒雲母K… 角閃石

L… 片岩M… 砂粒N… 礫

写真図版の遺物縮尺は、すべて任意である。

土層及び土器の色調は、「新版標準土色帖第14版 』(小 山正忠 ・竹原秀雄編著、農林水産省農林水産

日本色研事業株式会社発行1994)を 参考
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第16号 土坑 第40図16-1

第94号 土坑 第42図94-8

石製 品(石 皿 ・上臼)

図版16第1号 集石土坑 第21図7

第1号 集石 土坑 第21図6

第35号 土坑 第41図35-3

石製品(下 臼)

図版16第94号 土坑 第42図94-9

第100号 土坑 第42図100-1・2

銅製品(古 銭)

図版17第44図

鉄製品

図版17

鉄津

図版18

第15号 土坑

第22号 土坑

第27号 土坑

第79号 土坑

第94号 土坑

第110号 土坑

3--1・2、4-1・2、

5-1・2

3

4、5-1・2、6、7、

8-1・2、9

3-1・2

6、7

3-1・2・3・4・5

・6
、4

第1号 住居跡 第5図9

第4号 住居跡 第9図5

第5号 住居跡 第10図2

第6号 住居跡 第12図18・19

第35号 土坑 参考品

第1号 住居跡2点

第2号 住居跡4点

第7号 住居跡5点

第1号 溝跡1点

第13号 土坑1点

第53号 土坑1点

縄文 土器

図版18第6号 住居跡 第12図12～17

第5号 溝跡 第19図5-6・7

皿区遺構外 第47図 皿一1・2・3

縄文石器

図版18第5号 溝跡

第23号 土坑

1区 遺構外

皿区遺構外

第19図5-8

第40図23-2

第47図1-1

第47図 皿 一4・5



1 発掘調査の概要

1調 査 に至 る経過

熊谷市土地区画整理西部事務所長より、昭和62年9月29日 付けで籠原中央第二区画整理事業地内にお

ける平成2年 度施行予定区域の埋蔵文化財の所在及び試掘に関する依頼書が提出 された。これを受け、

熊谷市教育委員会では、昭和63年12月 中旬 に事業地内における遺跡の範囲確認調査を実施 したところ、

奈良 ・平安時代から近世にかけての集落跡が分布することが確認された。この結果を踏まえ、熊谷市教

育委員会教育長より平成允年3月29日 付けで熊谷市土地区画整理西部事務所長あてに次のように回答 し

た。

区画整理事業地内には、埋蔵文化財包蔵地(堂 西遺跡)が 所在する。当該地は開発計画予定地か ら除

外 し、現状保存することが望ましい。やむを得ず現状変更する場合には、文化財保護法第57条 の3の 規

定により事前に文化庁長官へ埋蔵文化財発掘通知を提出し、記録保存のための発掘調査を実施すること。

なお、発掘調査 を実施する場合には、事前に当教育委員会及び埼玉県教育委員会 と協議すること。

その後、保存 について協議を重ねたが工事計画の変更は不可能であると判断されたため、遺跡の詳細

な確認調査 を再度実施 し、遺構の確認された箇所の記録保存の措置を講ずることとなった。文化財保護

法第57条 の3の 規定に基づ く埋蔵文化財発掘の通知は、熊谷市長より平成元年9月22日 付け熊土西発第

277号 で文化庁長官あてに提出された。文化財保護法第98条 の2第1項 の規定に基づく発掘調査に関わ

る熊谷市教育委員会からの通知は、平成元年11月1日 付け熊教社発第795号 で提出された。そして、文

化庁か らの指示通知は、平成2年5月21日 付け元委保記第5-5647号 であった。

2発 掘調査 ・報告書作成の経過

(1)発 掘調査

発掘調査は、平成元年11月6日 から平成2年3月31日 まで行われた。調査面積は4,000㎡である。

まず、11月 上旬から重機による表土除去及び作業員による遺構確認作業を行った。そして、12月 上旬

から翌年3月 中旬にかけて遺構の発掘及び土層断面図の作成、遺物の取 り上げ、写真撮影などの作業 を

順次行 っていった。12月 下旬か らは遺構平面図を作成 し、3月 下旬には調査区の航空写真撮影を行い、

現場におけるすべての作業を終了した。

(2)整 理 ・報告書作成

整 理 ・報告書 作成作業 は、平成18年4月 か ら平成19年3月 まで実施 した。第1四 半期 は、遺物 の洗

浄 ・注記 ・接合 ・復元作業等 を行い、併行 して遺構 の図面整理 を行 った。第2四 半期 は、遺物の実測 ・

トレース、遺構 の トレースを開始 し、第3四 半期 には遺構 ・遺物 の版 組 を作成 した。第4四 半期 に入 る

と、遺物 の写真 撮影 を行 い、終 了 した ものか ら順次写真 図版の割付 け ・編 集作業 、原 稿執筆 を行 った。

そ して、印刷業者選定 の後、報告書の印刷 に入 り、校正 を行い 、3月 末 日に報 告書 を刊行 した。
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3発 掘調査、整理 ・報告書刊行の組織
主体者 熊谷市教育委員会

(1)発 掘調査

平成元年度

教育長 関 根 幸 夫

教育次長 島 田和 男

社会教育課長 高 田普 通

社会教育課長補佐 岡 田伸 洋

社会教育課文化財保護係長 金 子 正 之

主事 権 田宣 行

主事 吉 野 健

(2)整 理 ・報告書作成事業

平成18年度

教育長 野 原 晃

教育次長 増 田 和 己

社会教育課長 長 島 泰 久

社会教育課担当副参事 今 井 宏

社会教育課副課長 出 縄 康 行

社会教育課副課長 新 井 端

社会教育課文化財保護係主幹兼係長 金 子 正 之

主査 寺社下 博

主査 吉 野 健

主任 松 田 哲

主事 松 村 聡
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皿 遺跡の立地 と環境

熊谷市は埼玉県北部に位置する県北最大の市である。平成17年10月1日 には、北側に位置する妻沼町、

南東に位置する大里町と、さらに平成19年2月13日 には南西に位置する江南町とも合併 し、新 「熊谷市」

として発足 したところである。熊谷市は北側で群馬県との境 を利根川が、南側では旧熊谷市と旧大里

町 ・旧江南町との境 を荒川がそれぞれ西から南東方向に向って流れており、両河川が最 も近接する地域

である。地形的には、市の西側に櫛引台地、荒川を挟んで南側には江南台地、北側及び東側には妻沼低

地が広 がっているが、市の大半は妻沼低地上にある(第1図)。

櫛引台地は、洪積世に形成 された荒川扇状地の左岸 一帯の総称で、寄居町の波久礼付近を扇頂 として

東は熊谷市西部の三ヶ尻付近まで、北東方向へはJR高 崎線籠原駅から北へ約2kmの 距離にある西別府

付近にまで延びている。標高は約36～54mで 、妻沼低地に向って緩やかに下っていく。また、三ヶ尻や

西別府地区では、台地裾にかつて湧水地が多数あったという。

櫛引台地の東側には、沖積世に荒川の乱流により新たに形成 された新荒川扇状地が広がっている。新

荒川扇状地は、熊谷市の南西に位置する旧川本町(現 在、深谷市)の 菅沼付近を扇頂 として妻沼低地へ

と広がっており、自然堤防や後背湿地が発達 している。また、三 ヶ尻地区の荒川 に面 した櫛引台地南東

端には、丘陵地である観音山(標 高81m、 第3紀 層の残丘)が あり、台地上からの比高差は約25m、 沖

積地からの比高差は約35mを 測 る。

今回報告する拾六間後遺跡は、標高約40mの 櫛引台地東端縁辺部に立地 している。熊谷市西部の新堀

新田地区に所在 し、すぐ西側には深谷市が隣接す る。遺跡はJR高 崎線籠原駅南口から約1.2kmの 距離

にあるが、この辺 り一帯は関東造盆地運動による地盤の沈降及び河川の氾濫等の影響を受け、ローム層

までは厚い表土層に覆われてお り、現地表面から関東 ローム層までは深い所で約1.5mを 測 る。そのた

め、遺跡の保存状態は比較的良好であった。
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次に拾六間後遺跡周辺の歴 史的環境について概観する。

旧石器時代は、本遺跡の北約1kmに 所在する籠原裏遺跡(16)か ら出土 した黒耀石の尖頭器が唯一の

事例である。その他には、荒川右岸の江南台地上に立地する江南町西原遺跡(116)以 外にみられない。

縄文時代は早期段階まで潮 る。荒川右岸では多数遺跡がみられるが、本遺跡周辺では櫛引台地北端に

位置する深谷市東方城跡(89)に おいて早期の尖頭器が検出されているのみである。前期になると遺跡

数 も次第に増 えはじめる。台地上では三ヶ尻遺跡(6)、 低地上では寺東遺跡(36)な どで集落跡が確

認 されている。中期は遺跡数が非常に多 くなり、特に中期後半、加曽利E式 期のものが多い。前期同様、

台地及び低地上か らも集落跡が確認 されているが、特に櫛引台地北東端及び台地下の妻沼低地自然堤防

上に集中する。隣接する深谷市でも集落跡が多数確認 されているが、自然堤防上にあるものが多い。後

期になると遺跡数は減少するが、中期同様、櫛引台地北東端及び台地下の自然堤防上に立地する。深谷

市内においても台地縁辺部及び台地下の自然堤防上から遺跡が確認 されている。晩期はさらに遺跡数が

減少する。地図中には示せなかったが、市内では近年、市東部の低地上に立地する諏訪木遺跡で集落跡

が確認 されたが、その他にはみられない。深谷市では低地上にいくつかの遺跡が認められる。上敷免遺

跡(63)で は、晩期でも終末の浮線文土器片が多数検出 されている。遺構からの検出ではなかったが、

次代へのつながりがみてとれる資料である。

弥生時代については、東 日本初期弥生土器を語 る上で非常に重要な資料が出土している。遺跡は、縄

文時代中期以降集落が営まれている櫛引台地北東端部及び台地下の自然堤防上に集中している。

特筆すべき事項としては、自然堤防上に位置する横間栗遺跡(49)か ら前期末～中期前半の再葬墓が

13基確認されたことが挙げられる。再葬墓一括資料は、1999年3月 に埼玉県指定になっている。横間栗

遺跡の南東に位置する関下遺跡(48)で は、弥生時代中期中頃の竪穴住居跡が確認 され、南側に隣接す

る石田遺跡(45)か らも同時期の遺構と遺物が検出されており、集落跡が広がっているのかもしれない。

また地図中には示せなかったが、市東部では東 日本でも最古段階の環壕集落である池上遺跡やその墓域

とされる行田市小敷田遺跡などがある。深谷市では自然堤防上にいくつか遺跡がみられ、上敷免遺跡で

は横間栗遺跡 と同時期の再葬墓が確認されている。また包含層からではあるが、県内では初の遠賀川式

土器の壷の胴部片も出土 している。

中期後半以降は、市東部では北島遺跡、前中西遺跡などがみられるが、西部では確認例が少なく、深

谷市では明戸東遺跡(59)な ど後期の遺跡が自然堤防上においていくつか点在するだけである。

古墳時代になると、自然堤防上への進出がより活発化する。前期は本遺跡周辺では確認例 がやや少な

いが、一本木前遺跡(34)で は、90数軒 という膨大な数の住居跡の他に、4基 の方形周溝墓等も確認さ

れている。特筆すべ き事項 としては、2号 方形周溝墓の主体部からヒスイ製の勾玉や緑色凝灰岩製の管

玉、人歯等が検出されたことが挙げられる。なお、住居跡群と周溝墓群には若干の時期華が存在 し、集

落跡が古 く、周溝墓群が新 しいことが判明している。深谷市では、東川端遺跡(58)を はじめとして自

然堤防上の集落跡、方形周溝墓等が確認 されている。中期は、本遺跡周辺では5世 紀末の古墳として市

の指定史跡になっている横塚山古墳(J:奈 良古墳群)が あるのみである。B種 横刷毛の埴輪を持つ帆

立貝式前方後円墳であるが、後円部は一部欠損 している。市北東部では、北島遺跡、常光院東遺跡、中

条古墳群周辺などで確認例がみられる。後期になると遺跡数が爆発的に増加する。集落跡は大規模にな

り、自然堤防上にも多数営まれるようになる。そして、これらの集落跡は奈良 ・平安時代へと継続 して
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第1表 周辺遺跡一覧表

iNα[遺 跡 名i時 代Nα1遺 跡 名1時 代1
1旧¶而尼…

熊 谷 市63
　

ヒ敷免遺跡 縄 文 中 、弥 生 中 ・後 、古 墳 後 、奈 良 ・平 安
11

拾六 間後遺跡 古墳後 、奈良 ・平安 、中・近世64 Nα142遺 跡 古墳後 、奈良 平安
2 樋 ノ上遺跡 縄 文前 ・中、古 墳後 、奈 良 ・平 安 、中 ・近世165 皿沼西遺跡 占墳前、平安

3 東遺跡1 平安 、中世 「66 NQ145遺 跡 古墳後、奈良 ・平安

4黒 沢館跡 中世 67 皿沼城跡 中世
51若 松遺跡 中 ・近 世

1_帯 ㎜圃

681NQ180遺 跡1弥 生 中 、古 墳 後 、奈 良 ・平 安

6巨 ヶ尻遺跡 縄 文 前 ～後 、弥 生 申 、古墳 後 、奈 良 ・平 安 、中 世
1

69'深 谷 城跡 占墳 前 、平 安 、中 ・近 世

7 庚申塚遺跡 近世 70 城西遺跡
1奈良

・平安

8 松原遺跡 中近世 71 八 日市遺跡
…

縄 文 晩 、占墳 後 、奈 良 ・平安 、中 ・近 世

9 社裏北遺跡 中世 72 伝幡羅館跡 中世
10 社裏遺跡 中世 73 Nα194遺 跡 古墳後
11 社裏南遺跡 中世 ,74 NQ195遺 跡 古墳後
12 森遺跡 古墳後 75 NQ250遺 跡 奈良・平安

13 万吉西浦遺跡 縄文 中、古墳 、平安、近世 76 宮ヶ谷戸遺跡 縄 文 中、弥生 中 ・後 、古墳後 、奈良 ・平安 、中 ・近 世

14 不ニ ノ腰遺 跡 、奈良 ・平安 77 根岸遺跡　 縄 文 中 ・後 、古 墳 後 、奈 良 ・平 安 、中 ・近 世

15 高根遺跡 縄 文前、古墳後 、平安、中・近世 78 常磐町東遺跡1縄 文 前・中、古墳後

ほ6 籠原裏遺跡 旧石器、縄文前 中、古墳後、平安、中・近世 7giNQ199遺 跡 縄 文 中、占墳 後 、奈 良 ・平 安

17別 府三丁 目遺跡 奈良 ・平 安 801N〔1198遺 跡 平 安

鳳8二在家遺跡 古墳後、奈良・平安 81 庁鼻和城跡 中世
119五 反畑遺跡 中世 82 Nα200遺 跡 古墳後

1

20i玉 井陣屋跡 平安末～中世 83 晦249遺 跡
一 　 聞…

奈良 ・平安
21 稲荷木上遺跡 古墳後 84 Nα189遺 跡 奈良 ・平安
22 水押下遺跡 古墳後185 NG190遺 跡

　 一一

古墳後、奈 良・平安

23 下河原中遺跡 奈良 ・平安 憾6 城下遺跡 縄 文 中 ・後 、古 墳 後 、平安 、中 ・近世

24 下河原上遺跡 近世
「87

杉町遺跡 縄文中、占墳後、奈良・平安
25 本代遺跡 古墳後、近世 88 NQ202遺 跡 縄文中、古墳後、奈良・平安
26 新ヶ谷戸遺跡 古墳後、奈良 平安 89 東方城跡 、縄 文 早 ・後 、中 世

27 稲荷東遺跡 1古墳後、奈良 平安 90 NQ203遺 跡 奈 良 ・平安 、中世

281 奈良氏館跡1平 安末～中世 911幡 羅遺跡 古墳後、奈良 ・平安

1291土 用 ヶ谷 戸 遺 跡1古 墳 後 、奈 良 ・平 安 92Nα204遺 跡 縄 文 中 ・後 、古 墳後 、奈 良 ・平 安

301東 通遺跡1古 墳後 93 1N、205遺 跡 古墳前[
31西 通遺跡 古墳後 94 Nα88遺 跡 古墳後、奈良・平安1
321横 塚遺跡 古墳前、平安 95 NQ87遺 跡 縄文後1
33:中 耕地遺跡 縄 文 中 、古 墳 前 ・後 、奈 良 ・平 安 96 桜ヶ丘組石遺跡 縄文後

還
35

一本木前遺跡
古 墳 前 ・後 、奈 良 ・平 安 、中 世、近 世 !97 NQ208遺 跡 縄文中、古墳前 後 、平安

天神下遺跡 古墳前 ・後、奈良・平安98 Na93遺 跡 縄 文r臣 後 、古 墳後 、奈 良 ・平 安

36 寺東遺跡 縄文前 ～後 「99 Nα94遺 跡 縄 文 中 ・後

37 別府氏館跡 平安末 一中世 100 Nα207遺 跡 縄文中
38 別府城跡

耐醒旧

平安、中世 101 NQ206遺 跡 1縄文中
39 埋鳥遺跡 縄文中、奈良 平安 102 大門遺跡1奈 良 ・平安

40 大竹遺跡 古墳後 、奈良 ・平安 103鹿 島平方裏遺跡 古墳 後、奈良 ・平安

41・西別府館跡1平 安宋～中 世 104山 之越遺跡 縄 文後
1…

、421西 別 府 廃 寺 沽 墳 後 、奈 良 ・平 安 、中 ・近 世 1051舟 山 遺跡1縄 文 早 ～後 、中世

14剖 西方遺跡[奈 良・平安、中 ・近 世 106
1竹ノ花遺跡 縄文早 ・前、奈良 ・平安

44西 別府祭祀 遺跡 噛 墳後、奈良 ・平安、中 ・近世 107 荷鞍ヶ谷戸遺跡 縄文後
45石 田遺跡 閥 文 中・後、弥生 中、古墳前 108 諦光寺廃寺 奈 良・平安

46 別府条里遺跡 奈良・平安 旧 江 南 町
47 深町遺跡 縄 文 中 ・後 、古 墳 前 ・後 、奈 良 ・平 安 109 新田裏遺跡 占墳後 、奈良 平安

48 関下遺跡 縄文 中、弥生 中、古墳後 旨110 堀 ノ内遺跡 古 墳 後 、奈 良 ・平 安 、中 ・近世

49 横間栗遺跡 縄 文後 、弥生前 ・中 、古墳前 ・中、奈良 ・平安 、近世1111 新屋敷遺跡 古 墳 後 、奈 良 ・平安 、中 ・近世

50 根絡遺跡 縄 文 中、古墳 前 ・後 、奈 良 ・平 安 旨112 大林遺跡 古墳後、奈良 ・平安
51 入川遺跡 縄文後、古墳前 後 113 冨士 山遺 跡1 1縄文早 ～後、弥生後、古墳前、奈良1

52 弥藤吾新田遺跡 古墳前 中 11型 姥 ヶ沢遺跡 縄文 早～後、弥生後、古墳前 ・後

53叛 塚北遺跡 弥生 中、古墳後、奈良 ・平安
i

115汐 老ケシミ圭直率命窯歪亦1古 圭貞そ麦

路4薇 塚遺跡 弥生 中、古墳後、奈良 ・平安 11研 西原遺跡1旧 石器、縄文前 ～後、奈 良・平安 「

深 谷 市 117北方遺跡 雌蛭1
55旨前遺跡 古墳前、奈 良・平安、中世 118権 現坂埴輪窯跡1古 墳後

56 清水上遺跡 縄 文 晩 、弥生 中、古墳 前 ・後 、奈 良 ・平 安 11g権 現坂遺跡 縄文前 中、古墳 ヰト後
57 原遺跡 縄文後 娩 、古墳後 120 中屋敷遺跡

門1w断一

古 墳 後 、奈 良 ・平 安 、中 ・近 世

58 東川端遺跡 古墳前 ・後 、奈良 平安 121 宮下遺跡 縄 文 早 、占墳 後 、奈 良 ・平 安 、中 ・近世

59 明戸東遺跡 縄 文 中 ・後 、弥 生 後 、古 墳 後 、奈良 ・平 安 122 東原遺跡 縄 文早～中、中世
60 新田裏遺跡 古 墳 中、弥 生 後 、奈 良 ・平 安 、中世 123 上前原遺跡 縄文早～後
61 新屋敷東遺跡 縄文中、古墳後、奈良・平安 124 宮前遺跡 古墳 後 、奈良 ・平 安 、中 ・近 世

162 1本郷前東遺跡 縄文後、古墳後、奈良・平安 125 宿遺跡
踊11

古 墳 後 、奈良 ・平安 、中 ・近 世
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第2表 周辺古墳群一覧表

NQI遺 跡 名1時 代No遺 跡 名1時 代

熊 谷 市 1

　…

別府古墳群 古墳後

A 三 ヶ尻古墳群 古墳後 J 奈良占墳群 占墳中期後～末

B 広瀬古墳群 古墳末 K 上江袋古墳群 古墳後

c后 原古墳群 古墳後 深 谷 市

D村 岡古墳群 古墳後 L 木の本古墳群 古墳後
IDE

F11

籠原裏古墳群 古墳末 M 長在家古墳群1占 墳末
F 玉井古墳群 古墳後 N 鹿島古墳群1古 墳後～末1

G 原島古墳群 古墳後 0、 清水山古墳群 沽 填後

H 在家古墳群1古 墳末lpl上 大塚古墳群[古 墳後 {

営まれるものが多い。古墳は群として形成 され、多数の古墳群が台地及び自然堤防上に築造 されている。

荒川左岸の櫛引台地上には、三ヶ尻古墳群(A)、 籠原裏古墳群(E)、 在家古墳群(H)、 別府古墳群

(1)、 深谷市(旧 川本町)長 在家古墳群(M)、 自然堤防上には、広瀬古墳群(B)、 石原古墳群(C)、

玉井古墳群(F)、 原島古墳群(G)、(旧 妻沼町)上 江袋 占墳群(K)、 深谷市木の本古墳群(L)な ど

があり、荒川右岸の台地上でも埼玉県指定史跡である深谷市(旧 川本町)鹿 島古墳群(N)を はじめと

して多数の古墳群が築造されている。また、古墳群の他にも江南町蛯 ヶ沢埴輪窯跡(115)、 権現坂埴輪

窯跡(118)な ど埴輪の窯跡 もみ られるようになる。古墳群は、概ね6世 紀から7世 紀ないし8世 紀初

頭にかけて築造 されたが、埴輪 をまったく持たない末期の古墳群 としては、籠原裏古墳群、在家古墳群、

玉井古墳群、広瀬古墳群などがある。

市内の古墳群で特筆すべ きことは、籠原裏古墳群では墳形が八角形を呈する古墳時代末期の八角墳が

検出されたことや、地図中には示せなかったが、市中央部にある肥塚古墳群では埋葬施設に荒川水系の

石材である河原石を使用 した古墳と利根川水系の角閃石安山岩 を使用 した古墳が混在すること、また、

広瀬古墳群中の宮塚古墳は、上円下方墳 という特異な形態をしていること(昭 和38年 に国指定史跡)な

どが挙げられる。特に籠原裏古墳群は、後述す る深谷市幡羅遺跡(91)や 熊谷市西別府廃寺(42)、 西

別府祭祀遺跡(44)な どといった郡衙及び郡衙 と関連があると思われる遺跡 と時期的 ・地理的に近い関

係にあり、注 目に値する古墳群といえる。

律令体制の始 まる奈良 ・平安時代は、本遺跡周辺一帯は武蔵国幡羅郡に属する。幡羅郡 は上秦、下秦、

広沢、荏原、幡羅、那珂、霜見、余部の八郷からなる中郡であり、熊谷市北部から西部にかけてと深谷

市東部を含む一帯が該当す ると考えられている。深谷市幡羅遺跡では、平成13年 に郡衙の正倉と推定さ

れる大型建物群が確認 され、幡羅郡衙推定地として確認調査が開始されている。その結果、これまでに

20数棟の大型正倉建物群や区画大溝などが確認されている。郡庁や館、厨などの施設は未確認であるが、

熊谷市西別府廃寺や西別府祭祀遺跡 も含めてこの地域一帯は、当時の中心地だったことが徐々に明 らか

になってきている。

集落跡は前述のとおり、古墳時代後期以降引き続 き営まれる遺跡が多 く、かつ規模の大きいものが多

い。また本遺跡周辺の集落跡から出土する須恵器は、武蔵国四大窯跡の1つ である寄居町末野窯跡産の

ものを多く含む傾向にあり、鳩山町南比企窯跡産を主体 とする市内東部の遺跡とは様相が異なっている。

集落跡以外で注 目すべき遺跡 としては、前述の西別府廃寺 と西別府祭祀遺跡がある。両遺跡は、櫛引

台地北東端の市内北西部西別府地区に所在する。西別府廃寺は、8世 紀初頭に創建 された県内でも古い

寺院跡であり、平成2・4年 に行われた発掘調査では、瓦溜 り状遺構、基壇跡、溝跡等が検出されてい
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る。出土 した瓦には9世 紀後半まで下るものもみられ、寺院は平安時代まで存続 していたと考えられて

いる。西別府祭祀遺跡は、西別府廃寺の北西部の台地縁辺部に位置 し、湯殿神社裏の湧水堀にある。神

社裏の湧水部分からは、土師器、須恵器の他に馬形、櫛形、勾玉形、剣形、有線円板等の滑石製模造品

が多数検出され、これらの遺物は水辺での祭祀に用いられたと考えられている。平成4年 度におこなわ

れた発掘調査では、古墳時代末から平安時代で も末期に位置づけられる土器群が多数検出されており、

平安時代の終わり頃まで祭祀遺跡として存続 していたものと思われる。

西別府廃寺及び西別府祭祀遺跡と深谷市幡羅遺跡は、時間的 ・空間的に密接な関係にあったことは明

自であり、今後実施 される確認調査によって詳細がさらに判明 してくるものと思われる。

平安時代末から中世にかけては、武蔵七党やその他在地武士団の館跡がみられるようになるが、その

実態は不明なものが多い。東別府地区にある別府城跡(38)は 、別府氏の居館で現在も土塁と空堀が一

部残っている。また、本遺跡の南に位置する三 ヶ尻地区では、中世の遺跡や遺構が比較的多く確認され

ている。中でも黒沢館跡(4)は 、発掘調査の結果、出隅を持ち全周する堀 と土塁、虎口跡等が検出さ

れ、渡辺畢山が記 した文献 「訪 録(ほ うへいろく)』所収の 「黒沢屋敷」と発掘調査成果が一致する

という大変貴重な例である。また、本遺跡の南東に所在する樋ノ上遺跡(2)や 、さらにその南側に位

置する若松遺跡(5)、 社裏北遺跡(9)、 社裏遺跡(10)、 社裏南遺跡(11)で は、埋葬跡が多数検出

されている。深谷市では、皿沼城跡(67)、 深谷城跡(69)、 庁鼻和城跡(81)、 東方城跡など城跡が多

数確認 されている。

近世については、今回報告する拾六間後遺跡の他にも櫛引台地北東縁辺部に立地する西方遺跡(43)

において墓地群が確認 されている。近世については、拾六間後遺跡及び西方遺跡をはじめとしていくつ

か例がみ られ るが、中世同様、不明な点が多いというのが実状である。
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皿 遺跡の概要

1調 査の方法

今 回報告す るの は、遺跡南東 部 にあたるB区 につ いてで あ る(第3図)。 当初 、「拾六 間後遺跡」 は、

前 回報告(平 成15年 度)し た昭和63年 度調査 区(A区)の みでその遺跡名 が付 されてお り、今 回報告す

るB区 は、かつ て 「堂西遺跡」 と呼ばれ区別 されていた。

「堂 西遺 跡」(B区)は 、平成元年度 に調査 が実施 されたが、「拾六間後遺跡 」(A区)と 同 じく区画

整理 に伴 う事前調査 として発掘調査が行 われた もので ある。両遺跡 を別 々の遺跡 と していた理 由につ い

ては、事前 に行 った試掘調査で両遺跡 のほぼ中央 を南北 に走 る道路部分 か ら遺構の検 出がみ られなかっ

た ことに因る。 しか し平成16年 度に市内全域 の遺跡地図の見直 しを行 った際 、両遺跡の内容 につ いて検

討 した結果 、二 つの遺跡 が同一の もので あると判断 された ことか ら、「堂西遺跡」(B区)を 含 める形で

新たに 「拾六 間後遺跡」 として周知化 され ることになった もので ある。

発掘 調査 は、調査 区が3分 割 されたため、それぞれ を1・H・ 皿の各調査区 に区分 して進行 した。 ま

ず遺構確認面 まで重機 で掘削 し、 その後人力による手掘 り作業 を行っていった。 そ して各調査 区内に国

家座標 に載せ た一辺5mの グ リッ ドを設定 した。グ リッ ド名 はA区 か らの連続名(A区 北西隅がA-1

で、東 にA-2・A-3・A-4… 、南 にB-1・C-1・D-1…)を 用 いたため、今回調査 のB区

は、AC-33～AY-59の 範囲 とな った。ちなみに、ALラ イ ンがX=-18500、37ラ インがY=45300で あ

る(第4図)。

遺構 の手掘 り作業の途 中、必要 に応 じて土層堆積 図を作成 し、手掘 り作業終 了後 は、遺構 ごとの実測 、

遺物 の取 り上 げ、写真撮影等の作業 を順次 行っていった。 なお、遺構 の実測 を行 うにあたっては、グ リ

ッ ドポ イン トに設定 した木杭 を基準 に、水糸に よる1mメ ッシュを張 る、簡 易遣 り方 による方法 を用い

た。

2検 出された遺構と遺物
B区 で検 出 された遺構 総数は、住 居跡8軒 、溝跡11条 、集石土坑2基 、土坑118基 、 ピッ ト66基 であ

る。各遺構は、1・H・ 皿の各調査 区で特徴的 な分布状況 を示 してい る。

この うち1区 で は、住居跡及び溝跡 は無 く、集 石土坑2基 、土坑26基 、 ピッ ト42基 が東西2箇 所 に分

離 して、 それぞれ集 中す る様相 を呈 して いる。東側 の集 中地域(第1土 坑 ・ピッ ト群)で は、41基 の ピ

ッ ト(第1号 ～第41号)と 土坑15基(第1号 ～第15号)が 集 中 してい る。 ピッ ト群 は、列 を成す ものは

み られず、全て単独で ある。西側 の集 中地域(第2土 坑群)で は、集石土坑2基(第1号 ～第2号)及

び土坑11基(第16号 ～第26号)が 集 中してい る。 ピ ッ トはP42た だ1基 がみ られ るのみで ある。 また集

石土坑 は、本調査 区のみ に分布 す る特徴的 な遺構 で ある。

H区 で は、住 居跡4軒 、溝跡2条 、土坑6基 、 ピッ ト1基 が検 出 されてい る。住居跡(第1号 ～第4

号)は 、調査区 の東半部分 にそれぞれ単独で分布 してい る。溝跡(第7号 ・8号)は 、いず れ も北東か

ら南西行 し、住居跡 と同一範囲に分布 している。 この うち第8号 溝跡 は、覆土 中に礫 が充填 され ている。

土坑 は東端 に5基(第27号 ～第31号)が 集 中 し、1区 第2土 坑群 との連続性 をうかがわせ てい る。大型

土坑 の第32号 は、本 区内土坑 の西端 に位置 し、単独で ある。第4号 住居跡 よ り西の本 区西半 部分 には、
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遺構 は全 く検出 されていない。

皿区 では、住居跡4軒 、溝跡9条 、土坑86基 、 ピ ッ ト23基 が検 出 されてい る。住 居跡(第5号 ～第8

号)は 、中央北東半部分 にそれぞれ単独で分布 してい る。内1軒(第8号)がH区 検 出住居跡4軒 同様、

主軸 を長軸方向 に とるの に対 し、他 の3軒(第5号 ・6号 ・7号)は 主軸 を短 軸方向 にとっているなど、

差 がみ られ る。溝跡 は本区の全域 にわた り、北東か ら南 西行 す る例(第1号 ・第9号)と 、北西 か ら南

東行す る例(第2号 ～第6号 及び第10号 ・第11号)の2種 類 がみ られる。後者の内第5号 は、北西端で

南西方 向に直角 に屈 曲 し、全体で方形 に囲続す る形態 を有 す るもの と思 われ る。土坑 は、全域 にみ られ

るものの、大部分 は北東隅か ら南東隅 部にかけて、3群 を成 して群在 している。東南隅の第3土 坑群 は

第33号 ～第50号 の18基 、第4土 坑群 は第51号 ～第73号 の23基 、第5土 坑群 は第74号 ～第113号 の40基 で

構成 され、各土坑群 内で重複 が激 しい。 こうした状況 に あって第118号 は、本区内土坑の西端 に位置 し、

単独で あるな ど、特徴 的で ある。 ピッ トは、調査区東半 に限定 され、土坑群及び溝跡内 に数基 ずつ集 中

してみ られ る。

住 居跡か らの出土遺物の うち最 も特徴 的な もの は、器形及び調整技法等 、須恵器の高台椀 と同一 であ

る もの の、焼成 が還元焔 で な く、酸化焔 に因 って いる一群 の輻輔土師器 と称 す る高台椀(圷)で ある。

第1号 ・2号 ・3号 ・4号 ・6号 ・7号 の6軒 の住居跡か ら検出 されてい る。伴 出す る土師器甕 は、既

にコの字状 口縁 はな く、器 肉は厚 く調整 も雑 になっている。いずれ も本集落跡終 えん期の10世 紀前半 台

の土器群で ある。 また、第1号 ・3号 の2軒 か らは、羽釜 も検出 され、羽釜 出現前後の時期 に現れ る輪

櫨土師器 と称 すべ き土器群 の様相 が垣間見 える。 さらには、第1号 ・3号 ・7号 の3軒 の住居跡か らは

灰粕高台椀(圷)も 出土 している。本遺跡内での灰粕の出現期 が輔輪土師器 の出現 と羽釜出現前後 の時

期 と重 な り、複 雑 な様相 を呈 している。灰粕 は、AF-41区 、AG-43区 、AV-50区(た だ し耕作土

か らの出土)の 遺構外か らも出土 してい るが、いずれ も住居跡群 に近接 す る地 であ り、これ が集落 に伴

う遺物で あることを物 語っている。

第8号 住居跡 か ら出土 した土器群 は、本集落跡 の初源期 を示 してい る。土 器群 は、須恵器圷 ・土師器

圷 ・須恵器甕 ・土師器甕か ら成 り、 この うち須恵器 圷の底部 は、糸切 りの後 周辺部 に回転のヘ ラ削 りを

加 えている もので、8世 紀 中頃の所産 であるとい える。

第6号 住居跡 か らは、同一個体 であろ うと思われ る縄文土器 ・深鉢形土器 片が出土 している。前期 ・

諸磯C期 に属す る もので、ほ とん ど摩滅 がな く、吸炭 してい るもので、流れ込んだ可 能性 は低 い。おそ

らく動機の遺構 の一部 を同住 居跡 が破壊 したための混 入 と思われる。同 じく第5号 溝跡覆土 内(AT-

47区)か ら中期 ・深鉢形土器片、遺構外(AT-47区)か ら前期 ・黒浜期、 中期 ・加曾利E皿 期 の深鉢

形土器片 が、いずれ も狭い範囲の 中か ら出土 してお り、 この範 囲に縄文時代の集落の存在 した可能性 を

高 めている。

溝跡 か らの 出土遺物 は、第1号 ・8号 溝跡 か ら焙烙、常滑焼 な どが出土 してい るほかはほ とん ど出土

していない。大半 の溝跡 が近世 に掘削 された もので ある。その中で、第5号 溝跡か ら最 も新 しい時期 に

属 す る遺物 として輔轄土師器 ・高台椀 が検 出 され、注 目され る。

土坑 か らの出土遺物の主体 は、陶磁器類 、焙烙、 かわ らけ、古銭 、臼、五輪塔 ・板碑等の石 造物 な ど

の 中近世の遺物群 であるが、第32号 土坑 、第118号 土坑 な ど、住居跡 を中心 と した集落跡 と同一 時期 の

遺物群 を有す る大形土坑 も存在 してい る。
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W遺 構 と遺物

1住 居跡
住居跡 は、H区4軒 、 皿区4軒 、計8軒 が検 出 されてい る。住居跡 の全容 が検出 されたのは第3号 住

居跡 、第6号 ～8号 住居跡の4軒 で あり、半数 に当 たる4軒(第1号 ・2号 ・4号 ・5号)は 、その一

部及 び大半 が調査 区域外 に及んでい るため未調査で ある。

遺構分布範 囲の西側 、調査区(B区)全 体の 中央やや西 よ りに分布 している。西端 にあた る第4号 及

び第8号 の西側 は、住居跡 は無 く、A区 東端 に位置 す るA区 第1号 及び第2号 との間 には約110m以 上

の住 居跡空 白区 を作 り出 してい る。

住 居跡全体 の分布 は さほど蜜で はな く、A区 同様2・3軒 が近接 す る程度で 、住居跡同士の重複 関係

はみ られない。

第1号 住 居跡(第5図)

H区AJ・AK-48・49グ リッ ドに位置す る。住居跡 の北 東隅側 が調査区外 にある。住居跡の埋没 中に

第31号 土坑(SK-31)及 び第43号 ピッ ト(P43)が 掘 り込 まれてい る。

北東隅側 が調査区外 にあるため全体の規模 は知 れないが、検 出 され た3隅 を基点 にす ると長辺3.10m、

短辺2.80mを 測 る。 中央 部はわず かに脹 らみ を もち、長軸3.36m、 短 軸3.00mを 測 る。 ほぼ矩形 で ある

が、わず かに長短 をもつ ため長 方形 を呈 す るとい える。主軸 を長辺側 に もち、方位 は、N-62°-Eを

示す。

床面 は、ほぼ平坦面 を成す が、 カマ ド前 と思われ る竪穴北東 中央部は凹凸が激 しい。竪穴南西 中央部

及び北隅 にはそれぞれ掘 り込み がみ られ る。南 西中央部例 は、長 円形 を呈 し、長軸78cm、 短軸63cm、 深

さ南西部壁側 で20cm、 中央部寄 りで15cm前 後 を測 る。北隅例 は、北側が調 査区外 にあ るため全体 は知れ

ないが、竪穴 と同一方向に長短 をもつ長方形 を呈 す ると思 われ る。短軸 は65cmを 測 る。底面 は凹凸 がみ

られ、深 さは24～32c皿 を測 る。

壁 は、ほぼ垂直 を成 し、深 さは30cmを 測 る。周溝等 はみ られない。

覆土 は、床面上 に堆積す る多量 の焼土粒及び炭化物粒 を含 む暗褐色粘土層(第12層)及 び、その上面

に堆積す る暗褐色粘土粒 ・暗灰褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物粒 ・土器片 ・礫 を含む暗黄褐色粘土層(第

4層)の2層 を基本 と してい る。壁際 には、暗褐色粘土 ブ ロック ・焼土粒 を含む暗黄褐色粘土層(第5

層)、 少量の焼土粒 ・炭 化物粒 を含 む暗褐色粘土層(第6・7層)、 暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 ・暗

茶褐色 粘土粒 ・焼 土粒 ・炭化 物粒 を含 む暗褐色 粘土層(第8層)、 暗黄褐 色粘土 粒 ・焼土 粒 ・炭 化物

粒 ・土器片 を含 む暗褐色粘土層(第13層)、 多量の暗黄褐色粘土粒 及び焼土 粒 ・炭化物粒 ・土器片 を含

む暗褐色粘土層(第16層)等 が堆積 している部分 もみ られ る。

第1次 埋没土 の第12層 は、竪穴北隅 にみ られ た掘 り込 み内には堆積せず 、床面 と同 レベルで掘 り込み

の上面 に堆積 した。逆 に南西中央 部の掘 り込み内 には堆積 していた。 このことか ら、当初 北隅の掘 り込

みが利用 され た ものの、竪穴廃棄 時には既 に埋 め立て られ、代 わ りに南西 中央部の掘 り込みが利 用 され

ていた こ とが うか がえる。共 にその利 用 目的は、貯蔵穴 であ ると思われ る。北隅の掘 り込 み内覆土 は、

下位 が暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘 土粒 ・暗茶褐色粘土粒及び少量 の焼土粒 ・炭化物粒 を含む褐 色粘 土層
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第1雛 居謬助～響第31号 土坑 ・P43

土層説明(A-A気 脇'>

1灰 褐色粘±≧火山灰を含む.(耕作:と)

2灰 褐色粘土。火山灰 ・多量の酸化鉄を含む、(耕作土下面)

3暗 辛賂 枯土。火山灰 ・焼土粒 ・土器片を含み、硬く締まる。

4暗 餅贈 占土。暗褐色粘土粒 ・i暗灰褐色粘土粒 焼:髄 ・炭化物粒 ・土器片礫 を含む。

5暗 黄褐色粘土。暗褐色粘土ブロック。焼土粒を含む。

6暗 褐・色粘二し 少量の焼士粒 ・炭化物粒を含む。

7暗 褐色湘i土,少量の焼士粒 ・炭化物粒を含む。第6層 より明るく、硬く締まる。

8暗 褐色粘土。暗黄褐色粘土粒・黒褐轡 占土粒 ・暗茶褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物粒を含む。

9暗 褐蝕粘土、多量の暗茶褐色粘:と粒及び、暗黄褐色枯土粒 ・黒褐色粘二と粒 ・焼士粒 ・炭化物粒を含む。

10褐 色粘島 暗黄褐色粘土粒・黒褐色粘二蹴ひ 暗茶褐色粘土粒及び、少量の焼土粒・炭化物粒を含む,

1⊥暗褐色粘土。焼土粒 ・炭化物粒を含む。

12暗 褐色粘土,多 量の焼士粒 ・炭化物粒を含むゐ

13暗 褐色粘島 暗黄褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物随・土器片を含む。

14暗 褐色粘二し 多量の賠黄褐色粘土粒 ・焼土粒・炭化物粒を含み、硬く締まる。

15暗 褐色枯土、硬く締まる。

i6辮 轡 占島 多量の曙黄褐色粘ニヒ粒及び、焼赫立・炭に物粒 ・土器片を含む。

1男灘 色粘二乙 少量の暗黄褐色粘士粒及び、焼土瀧 ・炭化物粒 ・礫を含む。

1勝晒 色粘二島 少量の暗黄褐色粘二と粒及び、焼七泣・炭佳物粒 ・±舞片を含む。
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第3表 第1号 住居跡出土遺物観察表(第5図)

No器 種[[コ 径 器 高 底 径3胎 土 焼碇 色 調 残存率[備 考

1薫1 灰粕 ・高台圷 (13..2) 29 7.OIM・A A灰 白色1/2
　 一… 一一

露 盈^
須恵器 杯 (12.1) 4.2 (7.5)L・D・1・J・A・B B[黄 灰11/3 作 りが雑で、底面 が円形を成 さない。

31競 輔土師器 杯 (14.0)「 一
一B・M・KA・G c:淡 赤劃 ヒ伽/4 焼 き斑有 り。表面剥離 した部分多い。

4陣 麟 土師器 杯 (13.5)一
一IB・A・E・1・J・H・M C浅 黄機1上 位1/8 全面表面剥離。

151土 師器 甕 (21.3)一
1

-M・B・N・J・A・E
I

Bi鈍 い機1上 位1/5 作りが雑で、内面に輪積痕、指圧痕を残す。内外面に煤付着。

β 土師器 甕 (22.4)一
一BAMKJDHGN B,鈍 い褐 上位1/4 内外面に煤付着 。

171土 師 器 甕 (19.6)・ 一
一1・KD B髄 い潮 上位1/釧 内緬 に鮒 着.

鱗 須恵賢 羽釜 (21.4)[一
一lM・B・ 田 ・A B鈍 噴1⊥ 位1/71

祠 鉄製 角釘
駄 則 顕 編 ・.3、重 さ・a5,叶 完形1

懸 蓼}講礁 砥石
最大長7。、最大　聯 、最大恥8、 重 さ1。391完 形1軽 礫r面 使用.

1鋼 スラ ッグ(2点) 1重さ①6.59②5.3gI

(第10層)、 上位 が多量の暗茶褐色粘土粒及 び暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物粒 を含 む

暗褐色粘土層(第9層)で ある。

また竪穴北東 中央部付近 には、第1次 埋没土の第12層 上に多量の焼土粒 ・炭化物粒 を含む暗褐色粘土

層(第11・13層)が 堆積 し、本体 は検 出 されていない ものの、竪穴北東壁 中央付近 にカマ ドが存在 した

可能性 を高 めて い る。

遺物(第5図 、第3表)は 、全 て竪穴 内全域の覆土 中か らの出土 であ る。 中で も竪穴東隅部分 では集

中がみ られた。 いずれ も破片状で あ り、灰粕高台 杯(1・ 内面 のみ施粕)、 須恵器圷(2・ 作 りが雑 で

底 面 が円 を成 さず、胎土 中 に片岩 が多 く含 まれ る)、 鞭輔土 師器杯(3・4・ いずれ も焼 きがあ ま く、

表面 が剥離 してい る)、 土師器 甕(5～7い ずれ も作 りが雑)、 須恵質羽釜(8)等 の器種 がみ られ る。

土器類 以外 では、鉄製角釘(9)、 軽石(10・ 平坦面 の一面 を砥 石 と して使用)の 他、 ス ラッグが2点

検 出 されて いる。

第2号 住居跡(第6図)

n区AJ-48グ リッ ドに位置す る。住 居跡の南西側一 部のみの調査 であ り、北東側大半 が調 査区外 に

あ る。第7号 溝跡(SD-7)を 切断 してい る。

北東側大半 が調査 区外 にあるため全体の規模 は知れ ないが、検 出 された南西辺の北隅が北東方 向へ屈

曲す る様相 をみせてい ることか ら、南西辺 を短辺 とす るもの と思われ る。現状 で2.50mを 測 る。東南辺

も全容 は知 れないが、南西辺 とはほぼ直角 を成 し、現状で1.43mを 測 る。形態 も不 明 といわ ざるを得 な

いが、南西辺 を短辺 とす ることが許 され るな らば第1号 住 居跡 同様 、長方形 を呈す るとい える。主軸 を

長辺側 に もち、方位 は、N-58°-Eを 示す 。

床面 は、 ほぼ平坦面 を成すが、竪穴南西 中央部がわずかに掘 り込 まれている。壁 は、ほぼ垂直 を成 し、

深 さは28～35cmを 測 る。竪穴南西 中央部 は38cm前 後の深 さをもつ 。東南壁直下 に一部周溝状 の窪みがみ

られ るが、連続す る ものではない。カマ ド等 は検出 されていない。

覆土 は、暗黄褐色粘 土粒 ・暗褐色粘土粒 ・焼土粒 ・土器片 を含む暗褐色粘土層(第9層)を 主体 とし

ている。上位 には部分的 に、多量 の暗褐色粘土 ブロ ック(焼 土粒 ・炭化物粒 ・土器片 を含む)及 び暗褐

色粘土粒 ・焼土 粒 ・炭化物粒 を含み 固 く締 まる暗黄褐色粘土層(第7層)、 あるい は多量の暗褐色粘土

粒及び暗灰褐色粘土粒 ・焼土粒 ・土器片 ・礫 を含む黄褐色粘土層(第10層)が 堆積 し、第9層 中には淡
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7

B

・

撫

第2号 住居跡

土層説明(A-A'、B-B'〉

⊥灰褐曲枯土。火山灰を含む。(耕作土)

2灰 褐色粘鵡 火山灰 ・多量の酸化鉄を含軌(耕 作土下薗)

3暗 灰褐色枯上、火山灰 ・酸化欽を含む。(下拉耕作ニヒ)

4暗 褐色粘上 火山灰 ・焼士粒・士器月を含み、硬く締まる。

5暗 黄楊色粘土。暗褐色粘土*立・暗灰裡絶融土粒 ・焼二誹立・ニヒ器片・礫及び、少量の火山灰を含む.

6暗 褐働枇 暗黄褐色粘:ヒ粒を含む,

7暗 黄褐色粘ニヒ,多量の暗褐色粘ニヒブロック(焼 土粒 ・炭化物粒,土 器片を含む)及 び、暗褐色粘ニヒ粒 ・焼土粒
・炭化物粒を含み、硬く締まる。

8淡 灰褐色ンルト。

9暗 齪 淋 二し 暗黄褐誹 占上1位・暗褐餅 占土粒 焼 廿立北 器片を含み、硬く締まる。

10黄 褐色粘上、多量の暗褐餅 占土粒及び、暗灰褐継占一b泣・焼土粒 ・土器片・礫を含む。

11褐 色粘土。暗黄褐色粘ニヒ粒 ・焼土粒 ・炭化物粒を含む。

12暗 掲色粘士。暗黄褐色粘ニヒブロック・焼土粒・炭化物位を含島

13褐 色粘島 暗黄褐猷占士ブロックを含1医.

マ ワr
～ ～

4

＼剥 ノ1

▽ 畑 郎2

〔= 1
3

5

7
010cm

ヒ======土==:===こi・4

第6図 第2号 住居跡 ・遺物出土状況 ・出土遺物、第7号 溝跡

第4表 第2号 住居跡出土遺物観察表(第6図)

Nα 器 種1口 径1器 高i底 径1胎 土 焼成1色 調 残存率 備 考

1須 恵器 杯 (12.6) 3.7(5.6)B・M・K・A・D・H C 褐灰 1/4 内面及び 口唇部炭化物付着。一部土師質。

2輔 輔土師器・高台椀 一 旨一1-M・B・H・1・K・E・C C 榿 底 部1/2 表面磨滅。二次加熱。

3,須 恵器 壷 (5.0) 一 一A・B・N B 黄灰 口縁 部1/5 内面澤付着。

4 須恵器 壷 (13.2) 一 一B・A・1・D B 灰 上位1/6

5 土師器 甕 (18.2) 一 一 、E・B・A・M・N・K
I B 榿 上位1/6 内外面輪積痕。!

6 土師器 甕 (19.0) 一 一M・D・A・1・N・K B 鈍い黄榿 上位1/6 外面煤付着。

7 土師器 甕 一 一
1 (6.5)「DM・N・A・H・K B 榿 底 部1/2

8 土師器 甕 一 一(5
.8)IM・A・1・C・K B 榿 底 部1/6 二次 加熱。

参 ス ラ ッグ(4点) 重 さ①30.09②27.59③23.39④12.49
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灰褐色 シル トがブ ロック状 に堆積 してい る(第12層)。 壁際 には、暗黄褐色粘土 ブ ロック ・焼土粒 ・炭

化物 粒 を含む褐色粘土層(第11層)、 暗黄褐色 粘土粒 を含む暗褐色粘土層(第6層)が 堆積 してい る部

分 もみ られ る。いずれ も投入土の様相 を呈 してい る。

遺物(第6図 、第4表)は 、全て竪穴内全域 の覆土 中か らの出土で あり遺物 の集 中はみ られ ない。い

ずれ も破 片状で あ り、須恵器 杯(1・ 焼 きが あまく、一部土師質 となる)、 韓輪土師器高 台椀(2・ 焼

きがあ まく、表 面が剥離、摩滅 している)、 須恵器壼(3・4)、 土師器甕(5～8.い ずれ も作 りが雑)

等の器種 がみ られ る。土器類以外では、ス ラッグが4点 検出 されてい る。

第3号 住居跡(第7図)

H区AH・Ai-44・45グ リッ ドに位置 す る。住居跡 の西側 では第32号 土坑(SK-31)を 切断 してい

る。

全体の規 模 は、長軸2.88撮 、短 軸2.60mを 測 る。北 西辺の北東端部 は さらに33c搬程延伸 し、北東辺 の

北端が幅56cm程 、方形 の張 り出 しとな る。わず かに長短 を もつため長方形 を呈す るとい える。主軸 を長

軸側 に もち、方位 は、N-59°-Eを 示 す。

床面 は、凹凸 がみ られ るが、固 く締 まってい る。北側張 り出 し部分 は、床 面 とほぼ 同 レベルで あ り、

特別 な掘 り込み はみ られ ない。壁 は、部 分的にやや緩傾斜 となる部分 もみ られ るが、全体ではほぼ垂直

を成 し、深 さは約20cm前 後 を測 る。

カマ ドは、北東辺 中央やや北寄 りに設置 されてい る。燃焼部は、奥行 き92cmの 内54cm部 分は竪穴外 に

張 り出す。幅 は竪穴壁際で70c盤 を測 る。燃焼部側壁 は、奥 に向けて徐 々に狭 ま り、奥壁の手前15c欝の と

ころに至 って狭 ま りが急 にな り奥壁 中央 か ら延伸す る煙道部 へ と連続す る。接続 部の幅 は17cmを 測 る。

底面 は、わず かな傾斜 で立 ち上が り、奥壁 の手前32cmの ところでいったん窪み 、やや強い傾斜 で奥壁 に

至 る。奥壁 は、垂直 に近い傾斜 で13cm立 ち上 がって いる。煙 道は、長 さ75cmを 測 り、底面は曲線状 に凹

凸 を成 し、全体 で緩 やかに立 ち上が る。袖 は残存 してい ない。

覆土 は、床面上 か ら、暗茶褐色粘土粒 ・ブロ ック ・暗黄褐色 粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物粒 を含む黒褐色

粘土層(第5層)、 黒褐色粘 土粒 ・焼土粒 ・炭化物粒 を含む暗黄褐色粘土層(第3層)、 黒褐色粘土粒 ・

焼土粒 ・炭化物粒 ・土器片 ・礫 を含む暗褐色粘土層(第1層)を 主体 としている。壁際 には、黒褐色粘

土粒 ・ブロック ・暗茶褐色粘土粒 ・ブ ロック ・焼土粒 ・炭 化物粒 を含む暗褐色粘土層(第4層)、 黒褐

色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物粒 を含む暗黄褐色粘土層(第2層)が 堆 積 している部分 もみ られ る。カマ ド

燃焼 部底 面 には、黒褐色粘土粒及び 多量 の焼土粒 ・炭化物粒 を含む暗茶褐色粘土層(第7層)、 多量 の

焼土粒 ・炭化物粒 を含 む暗褐色粘土層(第17層)が 堆積 し、 この上面 に土器類 が検出 されてい る。 また

カマ ド前及び脇 に穿 たれ たピッ トには、暗茶褐色粘土粒 ・ブロック ・暗黄褐色粘土粒 ・土器片及び多量

の焼土粒 ・炭化物粒 を含む黒褐色粘土層(第8層)が 堆積 してお り、カマ ドとの関連性 を窺わせ ている。

遺物(第8図 、第5表)は 、大部分 がカマ ド燃焼部か らの出土 であ る。灰粕 高台椀(1・ 内外面施粕 、

ほぼ完形)、 須 恵器圷(2・3・ 焼 きがあま く、一部土師質 とな る)、 須 恵器圷(4・ 南比企産)、 韓轄

土 師器杯(椀)・ 高台圷(椀)(5～12、 この うち特 に6・7・11・12は 焼 きがあ まく、表面 が剥離 、

摩滅 している)、 土師器甕(13～19.い ず れ も作 りが雑)、 羽釜(20・21)等 の器種 がみ られ る。 この う

ち、カマ ド以外 か らの出 士は輕韓土師器高台圷(椀)(10・ カマ ド右脇 、11・12・ 竪穴 中央部)及 び羽
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第3号 住居跡

土層説明(A-A'-A"、 田'、G一α>

1噺 肥 枯島 黒褐色粘ニヒ粒 ・焼士粒 ・炭化物粒 ・士器片・礫を含む。

2暗 黄褐色粘土,黒 そ轡 占土粒・焼土*立・炭化物粒を含む。

3暗 黄褐色粘土。黒掲色粘:ヒ粒・焼土粒 ・炭化物粒を含む。傷2層 と同一か)

4暗 褐色粕動 黒働色継土粒 ・ブロック、暗茶褐色粘士粒 ・ブロック、焼上粒 ・炭化物粒を含む。

5黒 褐色鈷ニレ 暗茶階色粘士粒・ブロック、畦黄褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物粒を含む。

6黒 褐色粘土。暗茶褐色粘土粒及び、多星の焼士粒 ・炭化物粒を含む。

7暗 茶褐色粘島 黒褐色粘士粒及び、多暴の焼:ヒ粒・炭化物粒を含む。

8耕 暑色粘島 暗茶褐色粘土粒 ・プロッ久 暗黄褐色粘土粒 ・:ヒ器片及び、多量の焼土粒 ・炭化物粒を含む。

9暗 褐色粘上、暗黄褐色粘土粒・駈 ヒ粒 ・炭化物粒 ・小礫を含む。

10暗 褐琶粘土。暗黄褐色粘土粒及び、多鼠の焼土粒 ・炭化物粒を含む。

11

⊥2

13

14

1δ

16

⊥7

18

19

20

黒褐色粘上、多量の焼ニヒ粒 ・炭化物粒及び、小礫を含む。

暗黄褐色粘土。黒褐色粘土粒 ・焼土粒を含む。

暗掲色粘土。焼士粒 ・炭化物粒・土器片を含む。

暗褐色粘上)多 量の焼ニヒ粒を含む。

暗褐色粘土。暗黄褐猷 占幻誼焼 士ゴ位を含む。

暗禍色枯上、多量の焼土粒 ・炭化物粒及び、土器片を含む。

暗褐色粘ニヒ。多墨の焼ニヒ粒 ・炭化物粒を含む。

暗茶褐色粘土ブロック。

焼土。

暗黄褐色粘土ブロック。

4

第7図 第3号 住居跡 ・遺物出土状況
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第5表 第3号 住居跡出土遺物観察表(第8図)

Nα[器 種1口 径{器 高1底 径1胎 土[焼 成 色 調1残 存率1備 考 「

1藁1 灰粕 ・高台椀 16.45.2 7.5 A・B[A 灰臼
　下 … …… … 　一　 一

ほぼ完形

2 須恵器 杯
1(13

.0) … 一
A・B・M・N・L・IlC 灰黄 底部欠2/5

13 須恵器 杯 … 一 7.0 D・A・B・N・H・L}C 灰黄 底部3/5 内面土師質。 旨

4 須恵器 ・杯 一 　 (9.0) M・A・F・DB! 灰黄 底部1/4

5 輔輔土師器 ・杯 (13.0)3,2 (6.6) A・B・1・J・G・E・M;B鈍 い 褐 1/8 内外面吸炭。[

6 輪轍土師器 杯 (15.8)!一
一 B・KA・M・Hlci燈 上位1/8 外面及び口唇部煤付着。1

7 輪轍土師器 杯 (13.7)ニ ー
一 M・B・D・1・KlC1鈍 い 黄 榿 上位1/8

一
外面煤付着。i

鵜 獅 器痢 ⑳5)E37 5.0 M.B。K.飽B燈 1/3 やや硬 く締 まる。1

1δ 輔 轄 土 師器 ・杯1-1-1 (6.5) D・A・E・1・N

I
B鈍 い赤褐 底部1/2 外底面以外磨滅。 ヨ

110
1

辮阯 師器高台杯 (14.2)3.8 (7.4) B・K・A・D・G・M B鈍 い劃 登 底部欠1/3 内外面吸炭。 …

口1 軸轄土師器 高台杯 　 … (6.7) B・J・G・A C 燈 底部のみ 表面磨滅 。

i12 韓韓土師器 高台杯 一 一 一
N・B・M・E・A C 機 底部1/2

13 土師器 甕 (21.8) 一 一
M・B・A・N・E・H B 榿 口縁部1/4 内面剥離 した部分多。

14 土師器 甕 (19.6) 一 一
M・B・E・1・K・N B 鈍い黄榿 口縁部1/4

15 土師器 ・甕 (18.2) 一 一
B・A・GI・M・J B 鈍 い燈 口縁部1/4

16土 師 器 甕1(17.7)一 一
A・B・1・G・KM B鈍 い黄禮 口縁部1/7

　

、17 土 自蒲器 ・甕1(19.8)1一
一 B・K・A・N Bl明 赤褐 上位1/7 吸炭、二次加熱。

{18 土 師 器 甕`(22.0) 1-1一 K・1・B・A Bl鈍 い褐 口縁部1/4 吸 炭 。
く 、

土師器 甕{ 一 一 μ5
A・B・N・D・1・M Bl赤 褐 底部1/2 二次加熱 。

土師器 ・羽 釜 (19.4) 一:-
1 B・M・E・K・1 B嘘 屯い黄燈 上位1/8

21 土師器 ・羽 釜 (22.2) 一 一
B・A・1・M・E

I
B鈍 い榿 に1縁一 部 1

釜(21・ 北部張 り出 し内)の みである。 また竪穴東 隅か らは人頭大礫3個 及び焼土 、炭化物 が集 中 して

出土 してい る。

第4号 住 居跡(第9図)

H区AH-43・44グ リッ ドに位 置す る。住居跡 の北東半のみの調査 であ り、南西半 は調査 区外 にある。

北東側 大半 が調査区外 に あるため全体の規 模は知 れないが、北西辺の北東端部が33cm程 延長す るため、

北東辺北端部 が南東方向に幅56cm程 、方形 に張 り出す形 とな り、第3号 住居跡 と同様 の形態 を示す もの

と思われ る。主軸 を長辺側 に もち、方位 は、N-59°-Eを 示す。

床面 は、凹凸が激 しい く、あ まり固 く締 まっていない。特 にカマ ド右脇部分は、11cm程 の窪み となっ

て いる。張 り出 し部分に特別 の掘 り込み はみ られ ない。周溝等 は、確認 されていない。壁 は、部分的 に

やや緩傾斜 となる部分 もみ られ るが、全体で はほぼ垂直 を成 し、深 さは22～32cm前 後 を測 る。

カマ ドは、北東辺 中央に設置 されてい ると思われ る。燃焼部 は、やや角 をもつ長 円形 を呈 し、奥行 き

88cmの 内52cm部 分 は竪穴外 に張 り出す。幅 は竪穴壁 際で73cmを 測 る。燃焼部側 壁は、奥 に向けて徐 々に

広 が り、奥壁 の手前10cmの ところに至 って狭 ま りが急にな り奥壁 中央か ら延伸 す る煙道部へ と連続す る。

接続部の幅は18cmを 測 る。底面 は、凹凸 を繰 り返 しなが ら徐 々に立 ち上が り、奥壁 の手前31cmの ところ

でい ったん窪 み、 ほぼ水平面 を成 して奥壁 に至 る。奥壁 は、ほぼ垂直 に10cm立 ち上 がって いる。煙道 は、

長 さ97cmを 測 り、底 面は小 さな起伏 を もちなが ら緩 やかに深 さを増 し、奥壁 は曲線状 に、全体で緩やか

に立 ち上が る。袖 は残存 していない。

覆土 は、多量の暗黄褐色 粘土粒及び土器片 ・焼土粒 ・炭化物粒 ・小礫 を含 む暗褐色粘土 層(第3層)

を主体 と してい るが、場所 によって含有量が異な り、別層(第7・8・9・10層)に 区分 され る場合 も

ある。床 面上 には、暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 ・焼土粒 を含む暗褐色 粘土層(第6層)が 堆積 して

い る。 カマ ド右脇部分 には、多量 の焼土粒 ・炭 化物粒 を含 む暗褐色粘土層(第4・5層 、第5層 には少
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B

・
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第4号 住居跡

土層説明(A-A'、C-C'-G")

1暗 灰褐色粘 島 火山灰 ・礫を含む。(耕 作土)

2暗 褐色粘土。火 μLl灰1焼ニヒ粒 ・礫を含む。

3暗 褐色粘 士。 多壷の暗黄褐 色黒i士粒及び、土器片 ・焼ニヒ粒 。炭化物粒 ・

て、第7・8・9・LO層 のように分層される部分 がある)

轡暑色粘土。多盈の焼ニヒ粒 ・炭化物粒を含観4

暗褐色粘土,少 量の曙黄褐色粘上粒及び、焼:ヒ粒 ・炭化物粒を含む。5

啓階色粘:ヒ。暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 ・焼±滋.を含む。6

暗褐色粘土。多餓の暗黄褐「色粘土粒 ・焼上粒及眠 炭化物粒を含む。7
8暗 褐色粘島 多量の暗黄褐色粘ニヒ粒及び、焼±:粒・炭化物粒を含観

卜礫を含む。(第3層 は、含有物の多少によっ

9暗 褐色粘上,少 量の暗黄褐色粘土粒及び、やや多墨の焼ま:粒・炭化物粒を含む㌔

10暗 褐色粘上 少量の暗黄褐色粘土粒及び、多墨の焼鎌 ・炭化物粒を含島

11暗 褐色粘土。焼土粒 ・炭化物粒を含軌

12暗 褐色粘土,多 量の焼土粒及び、炭化物粒を會風

13暗 髄 粘島 多量の焼土粒及び、少量の炭化物粒を含む。

14噺 轡 占±為暗黄褐色肇占二団立及1炭 化物粒を含む。

15黒 轡 占島 炭イヒ物粒を含軌

16褐 色粘島 焼ニヒ粒 ・炭化物粒を含む。

C

・
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」第9図 第4号 住居跡 ・遺物出土状況 ・出土遺物

第6表 第4号 住居跡出土遺物観察表(第9図)

NQI器 種1口 径1器 高[底 径 胎 土 暁成1色 調1残 存率 備 考

1 輪 轄 土 師 器 杯1(154)囁 一1
一

B・A・J・D C

h而　 … 酊… 　　　

鈍い黄褐 口縁部1/8

2 縮 土師器杯陛 一 (5.4) B・M・N・1・A C 榿 底部1/8

3 韓轄土師器高台椀1一 … (7.0) B・A・D・1 C 鈍い黄榿 底部2/5 二次加熱。1

4 土師器 甕1一 一 (5.0) B・D・1・KN B 機 底部1/8 甑か。1

:鉄 製 ・刀 子1最 大 幅0.8、 最大 厚0.35、 重 さ(5,9)g 1/2

量の暗黄褐色粘土粒 も含まれる)が 堆積 している。

遺物(第9図 、第6表)は 、いずれ も第3層 下面 か らで あ るが、 カマ ド燃焼 部か ら輔輔土 師器 ・圷

(1、2は 竪穴内覆土中)及 び土師器甕(4)、 張 り出し部付近か ら輔櫨土師器高台椀(3)及 び刀子

(5)が 検 出 され たのみで ある。韓輔土師器 は、いずれ も焼 きがあま く、3は 二次加熱 を受けてい る。
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第5号 住居跡(第10図)

皿区AQ・AR-46グ リッ ドに位置 す る。住 居跡 の南 西側 一部のみの調査 で あり、北東側 大半 が調査

区外 に ある。

北東部の大半 が調査区外 にあるため全体 の規模 は知れ ないが、検 出 された南 西辺 が現状 で4.00mを

測 るも北東方 向へ屈 曲す る様相 をみせない ことか ら、南西辺 を長辺 とす るもの と思 われ る。東南辺 も全

容は知 れないが、南西辺 とはほぼ直 角 を成 し、現状 でL50mを 測 る。形 態 も不明 といわ ざるを得 ないが、

南西辺 を長辺 とす ることが許 され るな らば第6号 住居跡 同様、長方形 を呈 す るといえる。主軸 を短辺側

に もち、方位 は、N-53°-Eを 示す。

床面 は、凹凸がみ られ るが、固 く締 まっている。南西壁直下 には、幅8～12cm、 深 さ6cm前 後の周 溝

が、一部 で切 断す るものの、 ほぼ断続 して掘 り込 まれて いる。壁は、部分 的にやや緩傾斜 となる部分 も

み られ るが、全体で はほぼ垂 直 を成 し、深 さは10～18cm前 後 を測 る。床 面 を掘 り込 んでい るピ ッ トは、

竪穴埋没後 の所産 である。

カマ ド等 は検 出 されていない。

覆土 は、暗 褐色粘土粒 ・ブロ ック及び炭 化物 粒 を含 む暗黄褐 色粘土層(第4層)を 主体 と している。

壁 際に は、暗黄褐色粘土層粒 を含 む暗褐色粘土層(シ ル ト質 ・第10層)、 黒褐色粘土粒 を含 む暗黄褐色

粘土層(第11・12層)が 堆積 してい る部分 もみ られ る。全体 に投入土 の様相 を呈 して いる。

遺物(第10図 、第7表)は 、いずれ も床面上か らで あるが、東隅 か ら須恵器甕(口 縁の一部のみ ・1)

及び、北側 か ら鉄斧(2)が 検出 されたのみである。

＼

L=39,400mo10cm

ヒ=====一====:」 后 ヒ=====一 ユ:4

第5号 住居跡

土層説明(A-A')

1暗 灰褐色粘上、火山灰 ・酸化鉄を含観(耕 憺 ヒ)8暗 褐色粘上,多 盤の炭化物粒及び、暗黄褐色粘土

2暗 褐色粘土。火山灰 ・焼士粒 ・礫を含む。 粒 ・土器片・焼土粒を含む。

3暗 褐色粘ニヒ。多量の暗黄掲餅 占土粒を含む。9暗 褐色粘土。暗黄褐色粘土粒を含む。

4暗 黄褐色粘島 暗褐色粘士粒・ブロック及び、炭化物粒を含む。1G暗 褐色粘土(シ ルト質)。暗黄褐色粘:ヒ粒を含む。

5暗 褐色粘±る暗黄褐色粘土粒 ・ブロック及び、黒褐色粘土粒を含む。 昼 培餅艶 粘:ヒ。黒褐色粘土粒を含む。

6暗 褐色粘士6少 量の黙懸 占土粒を含む。12暗 灘雛 粘土。黒褐色枯士粒を含む。(第11層 よ

7暗 罎懲 占鵡 り少量〉

第10図 第5号 住居跡 ・出土遺物

第7表 第5号 住居跡出土遺物観察表(第10図)

誇 一}}一}r

一一一一、

〆

2

Nα 器 種 口 径1器 高1底 径1胎 土 焼成i色 調1残 存率 1備 考

1 須恵器 甕 一1-1-!A・B・LAI灰 頸部片 内外面澤付着。

1墾 鉄斧 長 さ(10,1)、 最 大幅5.6、 最 大厚(2.8)、 重 さ260g 2/3
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第6号 住居跡(第11図)

皿 区AQ・AR-43・44グ リ ッ ドに 位 置 す る 。

全 体 の 規 模 は 、 北 東 辺4.31m、 南 東 辺3.10m、 南 西 辺4.35m、 北 西 辺3.02mを 測 る 。 南 西 辺 が や や 脹 ら

み をもつ ため短 軸の最長 部は3.52mを 測 る部分 もある。 また、各隅に丸 味 をもつ ため全体 では隅 円長方

形 を呈す る とい える。主軸 を短軸側 に もち、方位 は、N-6プ ーEを 示 す。

床面 は、凹 凸がみ られ 、固 く締 まっているが、南東部 が一段低 くなり、全体 出二段構成 となってい る。

また床面 上 には、大小14の 掘 り込み がみ られ る。 この うちP2、3、4が 竪穴埋没 中 もしくは埋没後 の

所産 で あ る他 は、本住居跡 に付随 す るもので ある。ちなみ にP1は 長 円形 を呈 し、123×83cm、 深 さ33

cm、P5は 円 形 を 呈 し、19×20cm、 深 さ10cm、P6は 長 円 形 を呈 し 、40×22cm、 深 さ9cm、P7は 不 整 形

を呈 し 、40×20cm、 深 さ35cm、P8は や や 不 整 な 長 方 形 を 呈 し、72×37cm、 深 さ4cm、P9は 長 円 形 を

呈 し、55×35cm、 深 さ16cm、P10は 長 円 形 を 呈 し 、65×41c狙 、 深 さ7c田 、P11は 円 形 を 呈 し 、15×15c搬 、

4

C

・

C

・

鍮瘍 oL=39、300m2m
L=一==ヨL、6・

第6号 住居跡

ニヒ層説明(A-A'、B-B'等C-Cア)

1暗 褐色粘ニヒ(シル ト質〉。暗黄褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物粒を含覗

2暗 黄褐色粘土(シ ル ト質)。暗褐色粘:h粒・ブロック,黒 褐色粘ニヒ粒 ・焼土粒 ・炭化物粒を含む。

3黒 褐色粘±二。暗茶褐色粘士粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・ブロック・焼ニヒ粒 ・炭化物粒を含む。

4黒 褐色粘ニヒ。暗茶褐色粘ニヒ粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・炭化物粒及び、多量の焼士粒を含む。

5暗 褐色粘土(シ ル ト質)。多量の暗茶褐色粘士粒を含む。

6暗 黄褐色粘土(シ ル ト質)。暗褐色粘士粒 ・ブロック・焼土粒 ・炭化物粒を含む。

7暗 茶褐色粘土。少量の暗黄褐色粘土粒を含む。

8黒 褐色粘ニヒ。暗黄褐色粘ニヒ粒及び、暗褐色粘土粒 ・ブロックを含む。

9黒 禍色粘ニヒ。多量の暗黄褐色粘土粒を含む。

10暗 黄褐色粘±二(シル ト質〉。暗褐色粘士粒を含む.

U暗 褐色粘士。暗黄褐色粘±粒 ・焼土粒を含む。

圭2黒褐色粘二と。土器片 ・焼土粒 ・炭化物粒を含む。

13暗 黄褐鰹 占土(シ ル ト質)。黒褐色粘土粒 ・焼土粒を含む,

圭4暗黄褐色粘士(シ ル ト質)。多量の黒褐色粘ニヒ粒及び、焼土粒を含む。

16黒 褐色粘ニヒ。多量の暗黄褐色粘:ヒ粒 ・ブロック及び、焼土粒 ・炭化物粒を含む。

16暗 褐色粘土(シ ルト質)。暗黄褐色粘土粒 焼 土粒 ・炭化物粒を含む。(第1層 と同一か)

17黒 褐色粘土。多量の暗黄褐色粘士粒 ・焼土粒及び、・炭化物粒 ・暗褐色粘土粒を含む。

⊥8黒褐色粘士。多貴の暗黄褐色粘土粒及び、・炭化物粒 ・焼土粒を含む。

19黒 褐色粘こヒ。多量の焼土粒 ・炭化物粒を含む。

20黒 褐色粘ニヒ。多量の焼土粒 ・炭化物粒及び暗褐色粘土粒を含む。

2⊥暗褐色粘:ヒ。暗黄褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物粒を含む。

22暗 褐色粘ニヒ。多量の焼土粒 ・炭化物粒を含む。

23黒 褐色粘ニヒ。暗黄褐色粘ニヒ粒 ・暗茶褐色粘土粒 ・暗褐色粘ニヒ粒 ・土器片 ・炭化物粒 ・焼ニヒ粒を含む。

24暗 褐色粘土ブロック、

第鎖図 第6号 住居跡 ・遺物出土状況
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第12図 第6号 住居跡出土遺物

深 さ6cm、P12は 円形 を呈 し、25×24cm、 深 さ22cm、P13は 円形 を呈 し、29×27cm、 深 さ35cmで あ る。

P14は やや不整 な長 円形 を呈 し、二段 を成 す。全体で98×73cm、 深 さは北側 が浅 く24cm、 南側 が45cmを

測 る。壁 は、部分的にやや緩傾斜 となる部分 もみ られ るが、全体で はほぼ垂直 を成 し、深 さは北西部で

約20cm前 後 、南東部で30cm前 後 を測 る。

北東辺直下 、中央 よ りやや北寄 りの余 暇面上 に、長軸側105cm、 短 軸側90cmの 長 円形範 囲内に焼土 が

層 を成 し、カマ ドが設 置 されていた可能性 が高 い。 しか し、壁 に掘 り込 みや焼土化 した部分 もな く、灰

層 もほ とん ど検 出 されなかったことか ら、本跡 がカマ ドで あった可能性 は高 いが、断言 はで きない。

覆土 は、下位 を中心 に堆積す る暗茶褐色粘土粒 ・暗黄褐色 粘土粒 ・ブロ ック ・焼土粒 ・炭化物粒 を含

む黒褐色粘土 層(第3層)を 主体 と し、含有物 の多少 によって区分 された黒褐 色粘土層(第4・9・

12・15・17～20・23層)ま た上位 には、暗黄褐色粘土層 を主体 と した土層(第2・6・13・14層)や 、
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第8表 第6号 住居跡出土遺物観察表(第12図)

NQ器 種1口 径1器 高i底 径 胎 土1焼 成1色 調1残 存率1備 考

1須 恵 器 ・杯 一 = 6.8 KB・A・M・H・E・N c1 灰臼 底部1/2 大部分表 面剥離。
旨2鞭纏土師器 高台椀

(14.4) 4.5 (6.5) A・D・K・M・N C 榿 1/3

3 軸轄土師器・高台椀 (11.9) 4.6 (5.95) B・J・A・N C 機 1/4

耳 鞭輔土師器 高台椀 (13.0)1 4.1 (7.0) B・D・A・1・K cl 榿1・/6 二次加熱。

5 鵜 土師器高台椀 一 一 (7.0) N・B・1 C1榿 底部1/3 二次加熱。礫 多。1

6 較櫨土師器 高台槻 一
㎝

、(5.9)

IB
・E・A・K旨Bi黄 榿

、高 台 部1/5
1

71

Ωり

土師器 甕16) .一

土師器 甕2)

1_ B5す 燈 口 、位・μ 表面磨滅 した部分多い。二次加熱。
;

:・_
B・K・A・E・M・H・J・NB 鈍 い燈 口縁部1/8 内外面吸炭。}

9 土師器 甕 一 一 匝2
B・D・A・1・K}B 燈 底部2/3

10 土師 器 ・甕(24.0) 　 1一 B・A・E・D・1・K・M・NIB 鈍い黄榿 上位1/3

11 土 師器 ・甕 一 ㎜
(2.1) N・D・A・J・1・B B 榿 下位1/4

癖 縄文土器 深鉢 一 一 一
N・C・M B 鈍い黄 口縁部一部

NQ12～17は 同 一一個 体 。

縄 文 前斯 諸磯C期 。

全 片 内外 面 共 吸炭 。

1舞 縄文土器 深鉢 一 … 一
N・C・M B 鈍 い黄 口縁部一都

購, 縄文土器 深鉢 一 一 一 N・C・M B 鈍い黄 胴部一部

纏翻 縄文土器 ・深鉢 一
… 一

N・C・M B 鈍 い黄 胴部 一部

嚢 縄文土器 深鉢 一 一 一
N・C・M B 鈍 い黄 胴部一部

麟 縄文土器 深鉢 一 一 一 N・C・M Bl鈍 い黄 胴部一部

懇 鉄 製 ・鉋1長 さ(6.8)、 最 大 幅1.55、 最 大 厚0。45、 重 さ(21.8)g
…部欠

1

譲 鉄製 刀子 鰍 幟&最 大厚舷 重さ21、 一 一11

暗褐色 粘土層 を主体 とした土層(第1・5・16・21・22層)が 堆積 してい る。全体 に投入土の様相 を呈

してい る。

遺物(第12図 、第8表)は 、いずれ も床面上か らで あ り、須恵器杯(1・ 焼 き悪 く、表面剥離)、 轄

韓土師器高台椀(2～6・ 内2～5は 焼 きが あまい)、 土師器甕(7～11)が 検 出 されてい る。いずれ

もP5・6中 も しくは両 ピッ ト上の焼土層上 、及 びそ こか らP8中 にかけての部分 に集 中 してい る。覆

土 中か ら鉄製 品の鉋(18)及 び刀子(19)も 出土 してい る。 さらにP14内 か らは、縄 文時代 前期 ・諸磯

C期 に属す る深 鉢形土器(恐 らく一個体 を成す)が 検 出 されて いる。

第7号 住居跡(第13図)

皿区AO・AP-40・41グ リッ ドに位置す る。上面 に第8号 溝跡 が位置す る。

全体 の規模 は、長軸3.86m、 短軸3.08mを 測 り、長方形 を呈 す る。北西辺 の北東端部 はさらに40cm程

延伸 し、北東辺 の北端が幅83cm、 円形 の張 り出 しとな る。同様 に北東辺の南端 は、幅80c盤、奥行15c搬の

規模 で方形 に張 り出 してい る。主軸 を短軸側 にもち、方位 は、N-58°-Eを 示す。

床面 は、凹凸 が激 しいが、固 く締 まった部分 も多い。床 面上 には、カマ ド内を除いて大小5箇 所 に掘

り込 みがみ られ る。全て本住 居跡 に付随す る もので ある。北端例 は、北東辺の北の張 り出 し部か ら竪穴

内に半 々の割合 で位置 し、円形 を呈 す る。86×83cm、 深 さ25cmを 測 り、断面形 は円弧 を描いてい る。東

端例 は、北東辺 の南の張 り出 し部か ら大部分 が竪穴内 に位 置 し、やや不整形 であるが略長方形 を呈 す る。

123×75～85c盤 、深 さ10cm前 後 を測 り、断面形 は略逆 台形 を描 くが、凹凸 が激 しい。 カマ ド右脇例 は南

端で東端例 と接 す る。円形 を呈 し、50×45cm、 深 さ15cmを 測 る。断面形 は揺鉢状 を呈 す る。竪穴 中央

(北西寄 り)例 は、方 円形 を呈 し、95×90cm、 深 さ北側 が15cm、 南側が26cmを 測 る。断面形 は南北 で二

段 を成 し、それぞれで円弧 を描いてい る。西端例 は円形 を呈 し、30×26cm、 深 さ22cmを 測 り、断面形は

逆台形 を描 いてい る。壁 は、部分的 にやや緩傾斜 となる部分 もみ られ るが、全体 ではほぼ垂直 を成す部

分が多 く、深 さは16cm前 後 ～22cm前 後 を測 る。周溝等 は、検出 されていない。
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第7号 住居跡

土層説明(A-A'、B-B'、C-C"、[}-D1、E-E'、F-F')

1暗 褐色粘土。暗黄褐飽粘ニヒ粒 ・礫及び、少量の焼士粒を含翫

2暗 褐色粘土。多童の焼:ヒ粒暗及び、少量の炭化物粒を含砿

3暗 褐色粘上,少 量の暗黄褐色枯土粒を含む,

4暗 褐色粘土。暗黄褐色粘土粒 ・黒働色粘土粒 ・焼士粒 ・炭化物粒を含み、硬く締まる。

5暗 褐猷比 暗黄褐色粘土粒 焼 土粒 ・炭化物粒を含む。

6暗 褐色粘二し 黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・焼±粒 ・炭化物粒を含1瓜

7暗 褐色粘ニヒ,焼土粒・炭化物粒を含軌

8暗 褐色粘上。暗黄褐色粘土粒・焼土粒 ・炭化物粒を含「傷

9暗 褐色粘土。多量の焼土粒 ・炭化物粒を含属

10暗 階色粘ニヒ。多量の焼ニヒ粒及び、炭化物粒を含甑

11暗 褐色粘土。暗黄褐色粘ニヒ粒を含む。

12暗 陽色粘混 焼土粒 ・炭化物粒を含1観

13断 轡 占士。多量の焼土粒を含軌

ユ4暗 褐色粘土,黒 褐色粘土粒・階黄褐色粘土粒を含観

ユ5暗 褐色粘土。焼土粒 ・炭化物粒 ・暗黄褐色粘土粒を含観

16管 褐色粘七 暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘上粒 ・焼土粒 ・炭化物粒を含属

17暗 働色粘島 暗黄褐色粘士粒 ・焼土粒 ・炭化物粒を含む。

18暗 褐色粘上 暗黄褐色粘土粒及び、多量の焼土粒 ・炭化物粒を含観

19暗 褐色粘ニヒ,多量の焼士粒,炭 化物粒及び、暗黄褐色粘土粒 ・土暑鼻片を含属

20暗 褐色粘島 多量の暗黄褐色粘土粒及び、焼土粒 ・炭化物粒を含む。

21暗 褐色粘土,多 量の暗黄褐色粘土粒 ・焼ニヒ粒 ・炭化吻粒を含観

22麿 褐色粘±£ 多量の焼土粒及び、炭化物粒を含む㌔

23啓 褐色粘土。少量の暗黄褐色粘土粒 ・焼ニヒ粒を含む。

24暗 褐色粘士。少量の暗黄褐色粘ニヒ粒及び、多量の焼ニヒ粒 ・炭化物粒を含島

25暗 褐色粘島 焼土粒 ・炭化物粒を含鶴

26暗 褐色粘鵡 少量の焼上位・炭化物粒を含む。

2711音褐色茅占島(7醗 解憂土:)

第13図 第7号 住居跡 ・遺物出土状況

カマ ドは、北東辺 中央やや北 寄 りに設置 されてい る。燃焼 部は、奥行 き75cmに わ たって竪 穴外 に張 り

出す 。張 り出 しは三角形 を呈 し、竪穴壁際の幅 は92cmを 測 る。燃焼部 は、竪穴 内にも40cm伸 び、全体 で

115cmを 測 る。竪穴 内の幅 は壁際の幅 を維持 している。底面 は、凹凸が激 しく、 ピ ッ ト状 を呈す る部分

が多い。全体 では、わず かな傾斜 で立 ち上 が り、奥壁 部で は段 を成 す こ とな く、 自然 に消滅 してい る。

煙道及び袖 は、残存 していない。

覆土は、暗黄褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物粒を含む暗褐色粘土層(第5層)を 主体とし、含有物の多

少(一 部含有物の違い)に よって区分 された暗褐色粘土層が堆積 している。壁際には、ほぼ全面に暗黄

褐色粘土粒 ・礫及び少量の焼土粒を含む暗褐色粘土層(第1層)が 堆積 している。床面の窪地には、暗
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第9表 第7号 住居跡出土遺物観察表(第14図)

ぬ 器 種 口 径1器 高 底 径 ト 胎 土 暁成1色 調 丁 残存率1備 考

灰粕 高台側(15.0) 5.4 (7.5) A A

罰 四凋……

灰白 1/6 自然紬のみ。

21騰 離 椀 陰 一 9.0 B・M A 鈍い黄榿 底部のみ

3「 輔 輔土 師 器 ・杯 「(13.1) 一1一 B・A・1・D・M・NlB 明赤褐 上位1/3 外 面輪積痕。

4i醜 土師器 杯[
…尼尼皿

(13.2)
i1-

「-1A・B・N・J・1・Dlc 黄榿 1/7

5 1轍癒土師器 杯 !「

(146L　 -rB'A'MeKIB嚇 褐 口縁部1/6 二次加熱。

6 鞭韓土師器 杯 (12.4)!一
一

IID ・B・A・K・M・N C,榿 「1縁部1/4

7 韓轍土師器 杯 (12.5)1一 (6.9) ]M・B・D・K C{浅 劃 登 1/3
1表 面磨 滅

。

8 土師器 杯 (15.2)15,0 (7.2) 1・J・B・A・D・E B
1機

11/4 口唇部炭化物付着。!

9 轍盧土師器 高台杯 (10.1)4。5 (4,2) N・D・A・B・1・J C 鈍い黄商1/6 表 面剥離。

輪輔土師器 高台椀 12,115.35 5.0 A・B・E・1・N C 榿
§1/2

1吸炭 、 二次 加 熱 。

11 輪輔土師器 高台椀 (16.6) 5.8 (9.5) M・B・1・KA・E C 榿 1/6{内 面 剥 離 。

12 轍 盧土師器 高台椀
一 一 7.0 KB・E・A・1・M C 明黄褐 高台部のみ

1

塾麟 土師器 甕 (21.4) ㎝ 一
B・K・E・H・M・N B 鈍 い榿 上位2/3 二次加熱。

藝馨 土師器 甕 (21.0) 26.9 (4.2) A・B・1・J・N・D B 赤褐 1/4 二次加熱。
115

土師器 ・甕 (19.2) ㎜ 一
B・D・M・A・K B 燈 1/6

㎝

内外輪積痕。

ほ6 土師器 甕i(2鋤
III

-
1-A・B・E・IJ・NB 榿 上位1/3 内外面輪積痕。二次加熱。

117 土 師 器 甕1(22.4)

1
--B・K・A・ εBl鐙 口縁部1/4 口縁外面輪積痕。

118[
㎜闘

土 師 器 ・甕 ～
1

-1(7
.8);M・B・D・ABl燈 底部のみ 羽 釜 か 。

1参1ス ラ ッグ(5点)[重 さ①279g②7.Og③5.4g④33g⑤2.1g 」

黄褐色粘土粒 ・黒褐 色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物粒 を含 む固 く締 まった暗褐色粘 土層(第4層)が 堆積 し

た部分 が多 く、床の凹凸 を補正 した もの と思われ る状況 を呈 してい る。

遺物(第14図 、第9表)は 、いずれ も床 面上か らであ るが、特定の場所 に集 中す るこ とな く、同一個

体 が竪穴 内に散 った状況 で検 出 された ものが多い。灰粕高台椀(1・2・1は 自然粕 のみ)、 韓轍土師

器圷(3～7・ 特 に4・6・7は 焼 き悪 く、7は 表面剥離)、 土師器杯(8・ 外面 に輪積痕 を残 すが丁

寧 なナデで調 整)、 轍 嘘土 師器高台椀(9～12・ 全 て焼 きが あま く、内9・11は 表面剥離)、 土師器甕

(13～18・ 作 りは比較的丁寧 で ある。 また18は 、下位のみの検 出で あるが、胎土 ・焼成等 か ら、羽釜 で

ある可能性 が高い)が 検 出 されてい る。 その他 、ス ラッグも5点 出土 してい る。

第8号 住居跡(第15図)

皿区AN・AO-39・40グ リッ ドに位置す る。

全体の規 模 は、長軸3.37m、 短軸2.65醗 を測 り、長方形 を呈す る。北西辺の 申央 か ら北東辺の北端 に

及ぶ、L字 形 の張 り出 しがみ られ る。規模 は、北東端部 にか けて は、北 西側 に幅15cm、 長 さ150cm、 北

東辺の北端部 では、幅29cm、 長 さ89cmに 及 んでいる。同様 に、南東辺 の中央 か ら北東辺の南 端に も、L

字形の張 り出 しがみ られ る。規模 は、南東端部 にかけては、南東側 に幅14～24cm、 長 さ150cm、 北東辺

の南端部 では、幅20cm、 長 さ45cmに 及んでい る。両張 り出 しは北東辺 に設置 され たカマ ドの両側 に配 さ

れてい る格好 とな る。 しか しカマ ドは、北東辺の 中央で はな く南寄 りのため、北東辺の余白の広 い北端

部には大 きな張 り出 しが、逆 に余白の狭 い北東辺の南端部には、小 さな張 り出 しが設置 された もの と思

われ る。張 り出 し部の旅面 は、北例 では12cm、 東例では17cm、 それぞれ竪穴の床面か ら上段 で ある。竪

穴 の主軸 は長軸側 に もち、方位 は、N-54LEを 示す。

床面 は、凹 凸がみ られ るものの安定 し、固 く締 まった部分 も多い。床面上 には、円形 の掘 り込 みが3

箇所 にみ られ る。全 て本住居跡 に付随す るもので ある。西端例 は、86×72cm、 深 さ10cm前 後 を測 り、断

面形 は円弧 を描 いて いる。 中央 やや北寄 り例 は、82×72cm、 深 さ18cmを 測 り、断面形 は略逆 台形 を描 く。
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第8号 住居跡

土層説明(A-A'-A"、B-B'、C-C"、D-D')

生 暗褐色粘士、少量の暗黄賜色粘上粒 ・焼ニヒ粒及び、火由灰を含む。

2暗 褐色粘土。多量の暗榿褐色粘土粒及び、焼:ヒ粒 ・礫・火匡灰を含む。

3暗 褐色粘±。少董の暗黄褐色粘ニヒ粒及び、焼土粒 ・小礫 ・火匡恢 を含む。

4暗 褐色粘土。多量の黒褐色粘土ブロック及び、焼土粒 ・ノ1礫・火山灰 ・暗櫨褐色粘土粒を含む。

5暗 褐色粘:ヒ。少量の暗澄褐色粘」徽 を含む。

6暗 褐色粘土.暗 榿褐色粘土ブロックを含む。

7階 褐色粘土、多量の黒褐色粘士ブロック及び、焼土粒 ・小礫・火山灰 ・炭化物粒を含む。

8暗 褐色粘土。暗榿褐色粘土粒 ・炭化物粒 ・小礫 ・火山灰を含む.

9暗 褐色粘士。少彙の炭化物粒 ・焼士粒及び、火山灰を含む。

10暗褐色粘土。暗櫨褐色粘土粒 ・炭化物粒 焼 土粒 ・火山灰を含む。

11暗褐色粘土。多董の黒褐色粘土ブロック及び、焼ニヒ粒 ・炭化物粒 ・火比灰を含む。

12暗 褐色粘±≧少量の暗桂醐 色粘土粒 ・ブロック及び、焼:ヒ粒 ・炭化物粒 ・小礫 ・火由灰を含む。

13暗 褐色粘土。多載の焼土粒及び、炭化物粒 ・暗燈褐色粘士紋を含む。

i4暗 褐色粘二と。多量の焼土粒、やや多い暗禮褐色粘土粒及び、炭化物粒を含む.

15暗 褐色粘島 多量の焼±:粒を含む、

16暗 働色粘土,少 量の焼士粒 ・火口灰 ・炭化物粒を含む。

17暗 褐色粘:ヒ。少壷の焼土粒 ・炭化物粒及び、火μ灰を含む。

⊥8暗褐色粘士。多量の暗檀褐色粘土粒 ・焼 ヒ粒を含む自

19暗 褐色粘ニヒ。多量の暗概褐色粘ニヒ粒を含む。

20暗 褐色粘ニヒ。多鼠の焼土粒 ・炭化物粒及び、暗燈褐色粘土粒を含む。

2正暗褐色粘ニヒ。焼こヒ粒 ・炭化物粒 ・小礫 ・火山灰を含む。

22暗 褐色粘土。暗燈褐色粘土粒 ・焼土粒 ・小礫・火山灰を含む。

1}』
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第15図 第8号 住居跡 ・出土遺物
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第10表 第8号 住居跡出土遺物観察表(第15図)

Nα 器 種 口 径 器 高1底 径1胎 土 焼成1色 調1残 存率1備 考1

1 須恵器 杯 … 一 (8.6) L・A・D・B

一"…

AI灰 黄

… 一 一

底部1/4
…㎝

2 須恵器 ・杯 　 一 (7.0) A・F A旨 灰 白 底 部1/4

土師器 杯 12.4 2.9 9.6 B・A・EMK・J・G州 B機 完形

4 土師器 杯 12.3 2.75 8.0 B・A・ND・J・1

I
B鈍 い燈 1/2

5 須恵器 甕 一 　 一
LA・D・1 BI灰 破片

6 須恵器 甕1一
一 一

L・A・D B I灰 破片
7 須恵器 甕1一 … 一

LA・D・1 B灰 破片

8 土師器 甕i一 一 一
M・B・A・1・N Bコ 燈 胴 部 ・部1吸 炭 、二次 加 熱 。

9 土師器 ・甕1一 … 一
B・A・1・K Bl赤 胴部一部1吸 炭、二次加熱。

カマ ド前例 は、82×72cm、 深 さは中央寄 りか ら徐 々 に深 さを増 し、最深部で10cmを 測 る。壁 は、部分的

にやや緩傾斜 とな る部分 もみ られ るが、全体 ではほぼ垂直 を成 す部分が多 く、深 さは30cm前 後 を測 る。

周溝等 は、検 出 されていない。

カマ ドは、北東辺の中央 か ら南寄 りに設置 されてい る。燃焼部 は、奥行 き70c搬に及ぶが、内50c醗部分

が竪穴外 に張 り出す。張 り出 しは矩形 を呈 し、幅は、竪穴 壁際 ・奥壁部共 に70～73c雛 を測 る。燃焼部 は、

竪穴内 にも20cm伸 び、前面は円弧 を描 く。底面 は、奥 壁 に向けて直線的 に深 くなり、奥壁 は15cmの 高 さ

で、上位がやや緩斜 面 を成 す もののほぼ直立す る。横 断面 は緩 い円弧 を描 く。奥壁か ら幅30cm前 後の煙

道部へ移 行す る。煙 道部幅 は徐 々に狭 ま り、 口か ら30cmの ところで15cmと な り、煙 出 しまで持続 す る。

底面 は、小 さな凹凸 を繰 り返 しなが ら、全体で徐 々に立 ち上 が り、直立す る奥壁へ と移行す る。煙道部

の全長は、102cmを 測 る。

覆土 は、 ブロ ック状 に小範 囲に堆積す る土層以外 の大半 に火 山灰 が含 まれ ることを大 きな特徴 と して

いる。基本的 には、全て暗褐色粘土層で あ り、含有物 の有無 や量の多少 によ り区分 され ている もので あ

る。 その中で北部 を中心 に堆積す る、少量の暗黄褐色 粘土粒 ・焼土粒 及び火 山灰 を含む暗褐色粘土層

(第1層)、 多量の暗燈褐 色粘 土粒及び焼土粒 ・礫 ・火 山灰 を含 む暗褐色粘土層(第2層)、 少量 の暗黄

褐色粘土粒及 び焼土 粒 ・小礫 ・火山灰 を含む暗褐色粘土層(第3層)、 焼土粒 ・小礫 ・火山灰 を含む暗

褐色粘土層(第21層)等 にはブ ロック化 した粘土分 はみ られず 、 自然堆積の状況 を呈 して いる。逆 に、

南部 を中心に堆積す る、多量 の黒褐色粘土 ブロック及 び、焼土粒 ・炭化物粒 ・小 礫 ・火 山灰 を含 む暗褐

色 粘土層(第4層)、 暗禮褐色粘土 ブロ ックを含む暗褐色粘土層(第6層)、 多量 の黒褐色粘土 ブロ ック

及び、焼土粒 ・小礫 ・火山灰 ・炭 化物粒 を含む暗褐色粘土層(第7層)、 多量 の黒褐色粘土 ブロ ック及

び、焼土粒 ・炭化物 粒 ・火山灰 を含む暗褐 色粘土層(第11層)、 少量の暗燈褐色粘 土粒 ・ブ ロック及び、

焼土粒 ・炭 化物粒 ・小礫 ・火 山灰 を含む暗褐色粘土層(第12層)等 にはブロック化 した粘土分 が多量 に

含 まれ、投 入 による人為 的な堆積状況 を示 してい る。なお、両張 り出 し部の覆土 に第1層 ・第4層 共 に

堆積 していな いため、当初 は土坑 との重 複 も考 え られた が、下位堆積 土で ある日剖登褐色 粘土粒 ・焼土

粒 ・小礫 ・火山灰 を含む暗褐色粘土層(第22層)が 竪穴 内に位置す る第4層 下に も連続 して堆積 してい

ることが確認 されたため、両張 り出 しと して、本遺構 に帰属 させ たもので ある。

遺物(第15図 、第10表)は 、カマ ド左前面 の袖斜面上 か ら土師器圷(3)が 検 出 され た以外 は、カマ

ド内外の覆土 中か ら須 恵器圷(1・2・ いずれ も焼 きが良 く、周辺部 ヘ ラ削 り)、 須恵器 甕(5・6)、

土師器甕(8・9)、 竪穴南部床面 よ り5c皿 前後上位 か ら土師器圷(4)、 須恵器甕(7)が 検 出 されて

い る。

一32一



2溝 跡

溝 跡は、1区 で は検 出 されてお らず、 且区及び 皿区n集 中 して計11条 が検出 されてい る。

H区 で は、調 査区の東半部分 に2条 の溝跡(第7号 ・第8号)が 検 出 されてい る。いず れ も北東か ら

南西行 し、第8号 溝跡 は、覆土 中に礫 が充填 されてお り、異彩 を放 ってい る。

皿区で は、調査区の全域 にわたって9条 の溝跡が検 出 されてい る。H区 同様、北東 か ら南西行す る例

(第1号 ・第9号)と 、北西か ら南東行す る例(第2号 ～第6号 及 び第10号 ・第11号)の2種 類 がみ ら

れ る。 しか し後者 に含 まれた第5号 溝跡 は、北西端で南西方 向に直角 に屈曲 し、南東側 が調査 区外 に及

ぶ ため不明で ある ものの、全体 で方形 に囲続す る形態 を有 す るもの と思われ る。

第1号 溝跡(第16図)

皿区東南端のAW・AX-52・51グ リッ ドに位置 し、北東部及び南西部 は調査区外 に及 んでいる。 その

ため全体規模 は知れ ないが、現 長10.8m、 幅80～100cmで 推移 す る。深 さは70～80cm前 後 を測 る。断面

形 はV字 形 を呈 す る。溝 は曲折 し、調査 区内、北 か ら1/3ま で がN-36LE、 南西部 はN-29°-E

の方向 を示す。第35号 ・48号 ・49号土坑 を切断 してい るが、第50号 土坑 、第2号 ・5号 溝跡 には切断 さ

れ ている。覆土 は、上位が暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 ・炭化物粒 ・礫片 を含む暗褐色粘土層(第6

層)、 下位 が黒褐 色粘土粒 ・暗榿褐色 粘土粒 ・暗灰褐色 粘土粒 ・焼土粒 ・土器片 を含 む暗褐 色粘土層

(第7層)で ある。

遺物(第19図 ・第11表)は 、焙烙鍋(1～7)が 集 中 してい る他 、ス ラッグも出土 してい る。

第2号 溝跡(第16・17図)

皿区の北 西側 部分 を除 い て、 中央 か ら東南端 まで及 ぶ。 グ リッ ドは、AP-40～AX-51に 当 た る。

AP-40グ リッ ドか らN-129°-Eの 方 向で南 東行(長 さ16.48m、 幅100～130cm、 深 さ10～15cm)し 、

AR-43グ リッ ドに至 ってN-97°-Eの 方向 に屈 曲(長 さ5.50m、 幅60～70c皿 、深 さ25cm前 後)す る。

そ してAR-44グ リッ ド内でN-125°-Eの 方 向 に転 じ、AS-46グ リッ ド内で一旦終結(長 さ13.30m、

幅、深 さ同 じ)す る(北 西溝)。 しか し10cm程 の間隔で、やや北東側 に脹 らみ をもつ もののN-132°-

Eの 方 向で南東行 し、AX-51グ リッ ド内第1号 溝跡 と接す る位置 で終結 してい る(南 東溝 ・長 さ30.80

m、 幅40～70cm、 深 さ25cm前 後)。 断面形 は円弧 を描 く部分 が多 い。北西溝 は、AR-43グ リッ ド内の屈

曲点で、幅 ・深 さや等 に差 をみせてい る。 また幅広 の北西側の覆土は、暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒

及び、少量 の焼土粒 ・炭化物粒 ・火山灰 を含 む暗褐色粘土で あるの に対 し、幅 の狭 くなった南東側 では、

一部 で暗茶(燈)褐 色粘土粒 ・黒褐色粘 土粒 を含 む暗褐色粘土 を覆土 とし
、火 山灰の含 まれ ない部分 も

み られた。南東溝 の覆土 は、暗黄褐色粘 土粒 ・黒褐色粘土粒 ・炭化物粒及 び、少量の火 山灰 を含む暗褐

色粘土 であ る。

遺物(第19図 ・第11表)は 、須恵器甕 の同部(1)片 以外大部分が小 片であ り図示で きない。

第3号 溝跡(第16図)

皿区東 南部のAU-47～AV-48グ リッ ドに位置 して いる。北西側 は終結点が確 認 されていない。第2

号溝(南 東溝)の 中央北西寄 り部分 に南接 してい るため、同一方 向のN-132LEの 方向で南東行す る。
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第2号 ・第3号 ・第5号 溝跡

土層説明(A-A'、 昏B'、G-C'

1

2

3

4

5

6

7

8

9

節

L=39,600m2m

==-i、6D

、[トD')

暗灰褐色粘土,酸 化鉄 ・火艮灰を含む。(耕作ニヒ)

暗褐色粘士篤暗黄褐色粘土粒・黒褐色粘土粒 ・炭イビ吻及び、少量の火山灰を含む。(第2号溝跡覆ニヒ〉

暗褐色粘土,黒 喝色粘土粒及び、少量の暗黄掲飽貼ニヒ粒を含む。(第3号溝跡覆ニヒ)

暗褐色粘ぬ,少 量の暗黄褐色粘上粒 ・黒鱗色メ占七粒 ・焼士粒 ・ンk則灰を含む。(第5号溝跡覆土)

暗掲色楯±≧暗灰褐色粘上粒・酸化鉄を含む。(第5号溝跡蟹ニヒ)

暗辛継 占:島暗黄褐癬占土粒・ブロック・黒褐色粘土粒 ・ブロックを含む.(第5号 溝跡覆土)

暗褐色粘上。多量の暗茶(燈)褐 色粘土粒及び、黒褐色粘ニヒ粒を含む。(第5号溝跡覆ニヒ)

暗勧色粘鵡 暗黄褐轡 占士粒 ・黒褐色粘ニヒ粒を含む。(第5号溝跡覆土二)

暗褐色粘上,多 量の暗黄褐色粘ニヒ粒 ・ブロック及び、暗灰褐色粘ニヒ粒 ・酸化鉄を含む。(第5暑 溝跡覆土)

暗褐色粘上。暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘士粒 ・暗茶(燈)褐 色粘土粒 ・焼土粒 ・火山灰を含む。(第5号溝跡覆土)

第1号 溝跡 ・第50号 土坑

土層説明(E-E'、F-F')

1

2

3

4

5

6

7

8

9

担

暗灰褐色粘土。礫 ・焼土粒 ・火山灰を言む。(耕作:ヒ)

暗灰褐色粘土。火山灰を含む。(耕作:k)

暗褐色粘土。暗黄褐色粘:ヒ粒 ・黒褐色粘ニヒ粒を含む。

暗褐色粘土.暗 黄褐色粘ニヒ粒 ・炭化物粒 ・礫を含む。

暗褐色粘土.多 量の暗灰褐色粘坐粒 ・酸化鉄粒を含む。

暗褐色粘土。暗黄融 占土粒 ・黒褐猷占土粒 ・炭化物粒 ・礫を含む。

暗褐色粘ニヒ。黒褐色粘土粒 ・暗榿掲色粘土粒 ・階灰褐色粘土粒 ・焼士粒 ・土器片を含む。

階黄褐色粘ニヒ(シル ト質),

暗褐色粕土。暗黄褐色粘土粒 ・焼ニヒ粒を含む。(第50号 土坑覆ニヒ)

暗褐色粘土。多量の暗黄褐・色粘ニヒ粒を含む。

り5蝋
一1,2。 。

第16図 溝 跡(1)第1号 ～3号 ・5号 溝 跡
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長 さ現行で7.00m、 幅40cm前 後、深 さ25～30cmを 測 る。断面形 は、南西側 に段 をもつ部分 もみ られ るが、

略V字 形 を呈す る。覆土は、黒褐色粘土粒及び、少量 の暗黄褐色粘土粒 を含む暗褐色粘土で ある。遺物

は、検出 されてい ない。

第4号 溝跡(第17図)

盟区中央部 のAR-44～AS-45グ リッ ドに位置 している。第2号 溝(北 西溝)の 屈 曲部 か ら中央 まで

南接 してい るため、同一方向のN-125°-Eの 方 向で南東行 す る。長 さ7.75m、 幅40cm前 後 、深 さ40cm

前後 を測 る。断面形 は、略U字 形 を呈す る。覆土は、多量 の黒褐色粘土粒 ・暗茶(榿)褐 色粘土粒 を含

む暗褐色粘土層(第2層)及 び、暗茶(榿)褐 色粘土粒 を含 む暗褐色粘土層(第3層)で ある。遺物 は、

検 出 され ていない。

第5号 溝跡(第16図)

皿区東南半部 のAT-43～AR-44及 びAR-44～AX-51グ リッ ドに位 置 し、南東部及 び南 西部は調査

区外 に及んで い る。AT-43グ リッ ドか らN-61°-Eの 方 向で北 東行す る溝(長 さ現 行 で9.58m)は 、

AR-44グ リッ ドで曲折 して、やや北東側 に脹 らみ をもつ もののN-61°-Eの 方向で南東行 し、AX-51

グ リッ ドに及 んで(長 さ現行で45.00m)い る。上端幅 は、1.60m、 深 さは西側で50cm前 後 、東側 で70cm

以上 を測 る。断面形 は全体で は、上位 がV字 形 、下位が矩形 を呈 す るといえる。 しか し相違 点 もみ られ、

西側 で は、上位 が曲線 を成す場合が多 く、下位の矩形部分が浅いのに対 して東側で は、上位 が直線 的で

あり、下位 の矩形 部分 も深 くなるので ある。覆土 は、少量の暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 ・焼土粒 ・

火山灰 を含む暗褐色粘土層(第4層)を 主体 として 、暗灰褐色粘土粒 ・酸化鉄 を含む暗褐色粘土層(第

5層)、 暗黄褐色粘土粒 ・ブロ ック ・黒褐色粘土粒 ・ブロ ックを含む暗褐色粘 土層(第6層)、 多量 の暗

茶(榿)褐 色粘 土粒 ・黒褐色粘土粒 を含 む暗褐色粘 土層(第7層)、 暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 を

含む暗褐色粘土 層(第8層)、 多量の暗黄褐色 粘土粒 ・ブロ ック及び 、暗灰褐色粘土粒 ・酸化鉄 を含 む

暗褐色粘土層(第9層)、 暗黄褐色粘 土粒 ・黒 褐色 粘土粒 ・暗茶(榿)褐 色粘土粒 ・焼土粒 ・火 山灰 を

含む暗褐色粘土層(第10層)が 、部分的 に組 み合 わ さり、第4層 下位に堆積 している。溝の配 され方等

か ら、第2号 溝 跡 との関連性 が うかがわれ る。

遺物(第19図 ・第11表)は 、須恵器蓋(1)、 須恵器圷(2)、 須恵器高台椀(3)、 輔輪土師器高 台

椀(4)、 須恵器 甕(5)の 他 、縄文時代 中期深鉢(6・7)、 打製石斧(8)が 出土 している

第6号 溝跡(第17図)

皿区中央 か ら西部のAP-40～AR-43グ リッ ドに位置 してい る。N-122㌧Eの 方 向で南東行 し、北

西端 は、第9号 溝跡 と接 す る位置 で終 結 してい る。長 さ21.50mを 測 る。幅は両端 が狭 く、北西側 が50

cm前 後 、南東側 が60cm前 後、 中央部 は100cm前 後 を測 る。深 さ20～25cm前 後 を測 る。断面 形 は、幅広部

分で南西側 に段 を成す部分 もあるが、略 円弧 を描 く。覆土 は、少量 の暗黄褐色 粘土粒 ・火山灰 を含 む暗

褐色粘土層(第3層)及 び、多量 の暗灰褐色粘土粒 ・酸化鉄粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 を含 む

暗褐色粘土層(第4層)を 主体 と してい る。遺物 は、検 出 されていない。
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第10号 ・第11号 溝跡

土層説明(A-A'、B-B'

1

2

3

4

[D

E・

r

95P

・E'

P58

髪

第2号 ・第4号 ・第5号 溝跡

土層説明(E-E')

1

2

3

4

rD

ρ0

7

8

Q
り

oL=39,400m2rn

臨 ニ ー 一 一一 一1、。〔}

暗褐色粘:ヒ。暗茶(榿)褐 色粘土粒 ・黒褐色粘二h粒を含む。(第2号 溝跡覆士)

暗褐色粘ま:。多量の黒褐色粘土粒 ・暗茶 醗)褐 色辛占土粒を含む。(第4号 溝跡覆土)

暗褐色粘ニヒ。暗茶(燈)褐 色粘ニヒ粒を含む。(第4号 溝跡覆:ヒ)

暗褐色粘土。少量の暗黄褐色粘ニヒ粒・黒褐色粘土粒・酸化鉄・焼土粒 ・火山灰を含む。(第5号 溝跡覆

土・前図第4層 〉

暗褐色粘土,暗 黄褐色粘土粒 ・暗茶(燈)褐 色枯土粒を含む。(第5号 溝跡覆土)

暗褐色粘土。多墨の暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒を含む。(第5号 溝跡覆土〉

暗褐色粘士。暗黄褐色粘ニヒ粒 ・暗茶(櫨)辛易色粘ニヒ粒 ・黒褐色粘土粒及び、ニヒ器片を含む。(第5号溝

跡覆土)

暗褐色粘ニヒ。暗灰褐色粘土粒 ・酸化鉄を含む。(第5号 溝跡覆土 ・前図第5層)

暗褐色粘土。暗黄掲色粘土粒 ・黒褐色半占土粒 ・暗茶 催 〉褐色粘土粒 焼 士粒 ・火山灰を含む,(第5

号溝跡覆ニヒ・前図第⊥0層)

第2号 ・第6号 溝跡

土層説明(C一 α 、D-D')

1

2

3

4

門
D

暗褐色粘土。暗黄褐色粘±粒 ・黒褐色粘土粒及び、少量の焼土粒 ・炭化物・火山灰を含む。(第2号溝跡覆土)

暗褐色粘土,暗 黄褐色粘ニヒ粒 ・黒褐色粘土粒 ・焼±粒を含む。(第2号満跡覆二と〉

暗褐色粘土、少量の暗黄褐色粘土粒 ・火江灰を含む。(第6号溝跡覆土)

暗褐色粘蕊 多量の暗灰褐色粘土 ・酸化鉄 ・黄掲色粘土粒 ・黒褐色粘土粒を含む。(第6号溝跡覆土)

暗褐色粘土。暗灰辛贈 占土・酸化鉄 ・黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 弼旨土粒を含む。(第6号 溝跡覆ヒ)

第9号 溝跡

土層説明(A-A'

ユ

2

3

4

5

6

、[トB')

暗灰褐色粘土。酸化鉄 ・火山灰を含む。C耕作土)

酬 ヒ鉄。暗灰褐色粘土を含む。

暗褐色粘土。焼士粒 ・炭化物 ・火匡灰 ・暗黄髄 粘土粒 り縢 を含む,

暗褐色粘±乙多量の暗黄褐色粘±二粒及び、焼土粒 ・炭化物を含む。

暗褐色粘土、暗黄褐色粘ニヒ粒を含む。

暗褐色粘:h黒 褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・焼二b粒・炭化物及び、少量の火山灰を含む。

、C一α)

暗灰褐色粘±≧酸化鉄 ・火山灰を含む。(耕作士)

酸化鉄,暗 灰褐色粘:ヒを含む。

暗褐色粘島

暗褐色粘土。暗黄掲㊥粘士粒を含む。(第10号 溝跡覆ニヒ)

暗褐色粘土、暗黄褐色粘土粒及賦 少量の炭化物 ・火山灰を含む。(第11号 溝跡覆土)
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第19図 溝 跡 出 土 遺 物(第1号 ・2号 ・5号 ・8号)

第7号 溝跡(第6図)

H区 東部 のAJ-47・48グ リッ ドに位置 してい る。N-61°-Eの 方向で北東行す るが、北東部 は第2

号住居跡 に切 断 され、南 西端 は、AJ-47グ リッ ド内で不 明瞭 とな り、終結点 は両端共 が確認 されて い

ない。長 さ現行 で1.66m、 幅 は35cm～45cm、 深 さは6cm前 後 を測 る。断面形 は、矩形 を呈す る。覆土 は、

暗黄褐色粘土 ブロ ックを含む暗褐色粘土層(第13層)で ある。遺物 は、検 出 されていない。

一38一



第斜表 溝跡出土遺物観察表(第19図)

NQ「 器 種 「口 径1器 高1底 径1胎 土 焼 成[色 調i残 存率1備 考

1-1

π一 　

焙烙 (25.4) 一 一
N・A・1・J・E

二

B 鈍い燈 口縁一部 外面煤付着 。

1-2 焙烙 (29。8)
一 一

A・B・M・N・J・D・K C 褐灰 口縁 一部 内外面吸炭 。

1-3 焙烙 (3qo)じ 一 M・A・D・1・NIB 灰黄褐 1/16 外面煤付着。

1-4 焙烙 (27。5)1一
一

≡
N・1・A・JB 鈍い褐 口縁一部

1-5 焙烙 一1一 (25.O) A・K・N・J・B・Elc 鈍い赤褐 下位1刀6 内外面吸炭 。外面煤付着。

1-6 焙烙 _-

1 (21.5)ト M・N・AlB 鈍い機 底部一部 内外面吸炭 。外面煤付着。

1-7 焙烙 一 一i(17
.O) :M・1・N・AL旦 鈍い褐 底部…部 外 面煤付着 。

!欝鍵 ス ラ ッグ 重 さ250g

2-1
互

須恵器 ・甕 一 一1-A・1 B 灰臼 破片

5-1し 須恵器蓋 一 一
E

-IA・L・B・D・1 B 緑灰 一

i5-2 須恵器 杯 一 一 (6.0) A・K・N・J・B・E B 褐灰 底部1/2

5-3 須恵器 高台椀 (13,6) 一 一
A・L・M・B・J B 灰 11/41

5-4瞬 輔土師器・高台椀:一 一 (6.2) B・M・KJ・D・A B 浅黄禮一 底部1/31表 面磨滅。 一

5-5 、 須 恵 器 ・甕1(18.8)
… 一

A・M・N A 灰 口縁部1/8
二

縄 文土器 深鉢 一 一 一
A・BMJ・K・D・N;B 禮 胴 部 一 部 縄 文 中期 。Nα7と 同 一 。1

縄文土器 深鉢 一 一 　
A・B・M・J・K・D・NIB1燈 胴部一部 縄 文 中期 。NQ6と 同 一。

弩 茸 寸,駒

打製石斧 最大 長13.8、 最 大 幅6.5、 最 大 厚2.7、 重 さ270g 完形

8-1 輔輔土師器 杯 一 一 (6.4) E・A・B・N・1・H B機 底部1/2

8-2 常滑 甕 一 一 一 A・B・N B鈍 い明褐 下位一部 内側 に粕。

第8号 溝跡(第18図)

H区 中央部のAG-44～AH-44グ リッ ドに位 置 し、北東部及び南西部 は調査区外 に及んでい る。41cm

の 中断 がある ものの、全体でN-25°-Eの 方 向で北東行す る。 また、北東 部の一部 は、現代 の撹乱 を

受けてい る。南 東側 に2箇 所、溝の収束す る部分 がみ られ るが、全域 に礫が充填 されている。暦間 に堆

積す る覆土 は、やや シル ト質の暗褐色粘土 で ある(第29図 参照)。 長 さは現行で5.96m範 囲、幅 は68cm

～76cmを 測 る。底面 は凹凸 が激 しく、深 さは12～40cm前 後 を測 る。断面形 も安定 しないが、略矩形 を呈

す る。

遺物(第19図 ・第11表)は 、鞭轄土師器圷底部(1)、 常滑焼大甕 口縁部(2)が 出土 している

第9号 溝跡(第17図)

皿区西部のAO--40～AR-39グ リッ ドに位置 し、南西部は調査 区外 に及 んでいる。N-19°-Eの 方 向

で北東行 し、北東端 は、第7号 中居跡 と接す る位置 で不 明瞭 とな り、終結点が確認 されていない。長 さ

現行 で13.40m、 幅 は安定せず 、30c醗～65c搬前後 を測 る。深 さは15～25c斑 前後 を測 る。断面形 も安定せ

ず、矩形 ・V字 形 ・を成 す部分 や略 円弧 を描 く部分 もあ る。覆土 は、黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘 土粒 ・

焼土粒 ・炭化物 粒及び、少量 の火 山灰 を含む暗褐色粘土層(第6層)を 主体 と し、一部に焼土粒 ・炭化

物粒 ・火 山灰 ・暗黄褐色粘土粒 ・小礫 を含む暗褐色粘土層(第3層)の 堆積 した部分 もみ られ る。遺物

は、検 出 されて いない。

第10号 溝跡(第17図)

皿区西端 のAN-33～AP-38グ リッ ドに位置 し、北西部 は調査 区外 に及 んでい る。やや南西側 に脹 ら

み を もつ もの の 、N-115°-Eの 方 向で南東 行 し、南北 東端 は、AP-38グ リッ ド内で不 明瞭 とな り、

終結 点が確認 されていない。長 さ現行で31.20m、 幅 は32cm～60c狙 前後 を測 るが45～50c欝 で ほぼ安 定す

る。深 さは10cm前 後 を測 る。断面形 は略円弧 を描 くが、矩形 に近い部分 もあ る。覆土 は、暗黄褐色粘土
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粒 ・焼 土粒 ・炭 化物粒及 び、少量の火山灰 を含む暗褐色粘土層(第4層)で ある。遺物 は、検 出 され て

いない。

第11号 溝 跡(第17図)

皿区西部のAP-37～AQ-38グ リッ ドに位置 してい る。N-105°-Eの 方 向で南 東行 し、南 北東端 は、

AP-38グ リッ ド内で不 明瞭 とな り、終結点 が確認 され ていない。長 さ現行 で4.65m、 幅 は北西端 部で

40cm前 後 、南東 部で80cm前 後 となる。深 さは10cm前 後 を測 る。断面形 は略円弧 を描 く。覆土 は、黒褐色

粘 土粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭 化物粒及 び、少量の火 山灰 を含む暗褐色粘土層(第5層)で ある。

遺物 は、検 出 されていない。

3集 石土坑
集石土坑は、断面漏斗形を呈する大型土坑の上位面に小礫を中心に充填させた土坑を、他の土坑と区

別 したもので、1区 西端に集中した状況で、計2基 が検出 されている。

第1号 集石土坑(第20図)

1区 西端 のAM・AN-54グ リッ ドに位置 してい る。土坑 上端 は、円形 を呈 し、径3.64×3.47mを 測 る。

壁 は、上端 部 か ら深 さ50c欝前後直立 し、以下 が斜面 を成 す。そ して、全体の深 さ130c醗前後 に及んだ地

点(こ れ よ り上位 を上土坑、下位 を下土坑 とよぶ)か ら再び直立 し、底面 に向か う。下土坑 は、全体の

中央 部に あ り、円形 を呈 して径1.33×1。25mを 測 る。全体の深 さは、3.70mま で検 出で きた ものの、壁

の崩落 によ り、それ以下 は確 認で きていない。 下土坑 は、暗褐色 シル ト層(第9層)の 堆積 によ り埋没

し、上土坑の み(下 土坑の上端 部 を含む)に な った時点 か ら、集石土坑 として利用 された もの であ る。

よって、集石土坑 と しての断面形 は、上端 が直立 し…旦斜面 となった ものが、再び直立 して底面 に至 る

とい う、浅 い漏斗形 とで もい うべ き形態で ある。深 さは、1.80～1.90mを 測 る。

下土坑 が、上端 を残 して第9層 に よ り埋没 した後 、黒褐色 粘土粒 を含む暗茶 褐色粘土 層(第4層)、

暗茶褐色粘土層(第7層)、 黒褐色粘土 ブロ ックを含む暗茶褐色粘土層(第8層)、 酸化鉄 を含む暗灰褐

色粘土層(第11層)、 暗褐色粘土層(第12層)等 の各土層 で下土 坑の上端部 を埋 めて、わず かに窪み を

もつ底面 を作 り出 し、暗褐色粘土粒 ・火 山灰 ・礫 を含 む暗茶褐色粘 土層(第2層)、 火 山灰 ・暗茶褐色

粘土粒 を含む暗褐色粘土層(第3層)、 礫 ・焼土粒 ・土器 片 を含 む暗褐色粘土層(第5層)、 暗黄褐色粘

土粒 ・黒褐色 粘土粒 を含む暗褐 色粘土層(第6層)、 暗灰褐色粘 土粒 ・酸 化鉄 を含 む暗褐色粘土層(第

10層)、 火 山灰 を含む暗褐色粘土層(第13層)、 礫 を含 む暗褐色粘 土層(第14層)、 黒褐色粘土粒 ・暗黄

褐色粘土粒 を含む暗褐 色粘土層(第15層)、 多量の暗灰褐色粘土粒 及び、黒褐色粘土粒 ・礫 を含 む暗褐

色粘土層(第16層)等 の各土層で斜面 を作 り出 してい る。なお、西側部分 は、第2・3・4・5・6層

によって、斜 面 が厚 く作 り出 され ている。 こ うして作 り出 された浅 い漏斗形の空間 に、西側部分では当

然薄い ものの、暗褐色粘土粒 を含 む礫層(第1層)が 充填 されているの である。

本来、井 戸 と して使用 された ものが、下位の円筒部分の埋没(人 為的 に埋 めた痕跡 はみ られない)後

に形が整 う中で、集石 土坑 としての機能 をもたせた ものであ る。 この よ うなあ り方 こそが、集石土坑 の

本質 を物 語 ってい るもの と思 われ る。
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ヒ ニ=====±=_ご1,6。

第1号 集石土坑

土層説明(A-A'、 卜B')

1礫 層。暗褐色粘士を含む

2暗 茶褐鱗比 暗褐蝕占士粒 吠 山灰 ・礫を含む。

3

4

5

6

7

8

9

0

工

2

暗褐轡 占瓦 火江灰 ・暗猫 鍵貼 土粒を含む。

音茶褐色粘二b黒 褐色粘二h粒を含払

暗陽色粘上。礫 ・焼土粒 ・土器片を含む。
}lf褐色粘ニヒ。暗黄褐色粘二b粒・黒喝色粘土粒を含甑

着茶褐色粘±ゐ

暗茶褐色粘ニヒ。黒褐色枯ニヒブロックを含観

暗褐色シル トひ

啓褐色粘±ら暗灰褐色粘士粒 ・酸化鉄を含む,

暗灰褐色粘島 酸化鉄を含む。

暗褐色粘島

13暗 馳1比 廻 灰を含臨

14暗 褐餅 占鵡 礫を含む。

15暗 褐色粘士。黒働色粘七粒・}暗黄働猷占土粒を含む。

16暗 褐色粘上 多量の暗灰褐色粘土粒及び黒褐色粘土粒 ・礫を含軌

第20図 第1号 集石土坑 ・遺物出土状況
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第21図 第1号 集石土坑出土遺物

遺物(第21図 ・第13表)は 、土坑内 中の底面(礫 の下面)に 集 中 して検 出 されてい る。北端 に骨片、

その南側(中 央か ら北東部 にかけて、かわ らけ圷(1)、 焙烙(3～5)、 石臼(6・ 上 臼)、 石皿(7)、

不明石製品(8・ 半球状 の角閃石安 山岩製の礫 であ る。平坦 面の 中央 が窪 め られてお り、球面 には煤 が

付着 してい る。他の加 工石 と組 み合わ さって石造物 を成 す と思 われ る)の 他、板状 の青石(板 石塔婆の

厚 さが維持 されて板状 となっているが、表面が剥離 し、板石塔婆 とは決 し難い)が 一塊 となって検出 さ

れてい る。 また斜 面第5層 中よ り韓輔土師器圷(2)も 検 出 されてい る。

第2号 集石土 坑(第22図)

1区 西端のAM-53グ リッ ドに位置 し、北東部 は調査区外 に及 んでい る。第19号 ・20号 ・23号 の各土

坑 のそれぞれ…部 を切断 してい る。

一部 が調 査区域外のため明確 ではないが、土坑一L端は、円形 を呈 し、径3.70磁 を測 ると思われ る。全

体 の断 面形 は、浅 い播鉢状 を呈す る(深 さ33～54cm)⊥ 端 から、一部では斜面 を成す ものの 、ほぼ直立

して底 面に向か う。また底面付 近では、大部分 が袋状 を成 してい る。Fの 円筒部 は、全体の 中央部に あ

り、円形 を呈 して径2.00×1.90mを 測 る。全体の深 さは、2.70mま で検 出で きた ものの、壁の崩落 に よ

り、それ以下 は確認で きていない。下 の円筒部 は、黒褐 色粘 土粒 ・礫 を含む暗褐色粘土層(第4層)の

堆積 によ り埋没 し、上土坑のみ(下 の円筒部 のk端 部 を含む)に なった時点 か ら、集石土坑 と して利 用

された もので ある。 よって、集石土坑 としての断面形 は、 ヒ端が浅 い播鉢状 を呈 し、下位が直立 して底

面 に至 るとい う、浅い漏 斗形 とで もい うべ き形態で ある。深 さは、最深 部で85Cmを 測 る。
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B B

第2号 集石土坑

土層説明(A-A'、 臣B')

1暗 褐斡ド占土。礫・火山灰 ・炭化物及び少量の黒働色粘土粒 ・暗黄褐色枯一ヒ粒を含む

2暗 褐色酷土。礫を含な。

3暗 褐色粘一島 焼ニヒ粒 ・黒褐色来占土粒 ・礫を倉む。

4暗 褐色粘土。黒褐色粘土粒 ・礫を含む。

OL=39200m2m
-、6。

丑罵 ノ
ヒ:======ゴ=.一_=」14

第22図 第2号 集石土坑 ・出土遺物

下の円筒部 が上端 を残 して第4層 に より埋没 した後 、焼土粒 ・黒褐色粘土粒 ・礫 を含む暗褐色粘土層

(第3層)、 礫 を含 む暗褐色粘土層(第2層)、 礫 ・火山灰 ・炭化物粒及び、黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘

土粒 を含 む暗褐 色粘土層(第1層)が 充填 され 、集石土坑 を作 りだ してい る。 なお、第1～ 第3層 は、

明 らか に人為 的 な投 入土 の様相 を呈 してい るが、下 の円筒部 に堆積 してい る第4層 も、含 まれてい る礫

の あ り方等か ら人為的な投入土 の可能性 が高い とい える。

遺物(第22図 ・第13表)は 、第1層 中よ り、焙烙(1)、 天 目茶碗(2)が 出土 してい る。

本遺構 につい て は、礫の密集 の仕 方、土坑 の形状 、遺物の 出土状況 等 、第1号 集石 土坑 と異 な るが、

井戸状の旧遺構 を利用 してい る点、礫 が上位土坑 にある程度集 中す る点等か ら、集石土坑 として取 り扱

うこ とに したもので ある。
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4土 坑
土坑 は、1区26基(第1号 ～第26号 土坑)、H区6基(第27号 ～第32号 土坑)、 皿区86基(第33号 ～第

118号 土坑)、 計118基 が検出 されて いる。1区 では、東西2箇 所 に分離 して、それぞれ集 中す る様相 を

呈 してい る。東側の集 中地域(第1土 坑 ・ピッ ト群)で は、15基(第1号 ～第15号 土坑)が41基 の ピッ

ト群 と共 に集 中をみせてい る。西側の集 中地域(第2土 坑群)で は、11基(第16号 ～第26号 土坑)が2

基の集石土坑 と共に集 中をみせてい る。H区 では、東端 に5基(第27号 ～第31号 土坑)が やや疎 らとな

りなが らも集 中をみせ 、1区 第2土 坑群 との関連性 を うかがわせてい る。大型土坑で ある第32号 土坑 は、

本調査 区中央 ・本 区内土坑の西端 に位置 し、単独 である。皿区では、全域 にみ られ るものの、北西側 で

は疎 らとな り、大部分 は東半部で3群 に分離 して群在 してい る。南東 隅の群在地域(第3土 坑群)で は、

18基(第33号 ～第50号 土坑)が 、西接 す る第4土 坑群で は、23基(第51号 ～第73号 土坑)が 、 さらに第

4土 坑群 に西接 す る第5土 坑群 で は、土 坑群 の中で も最大 の40基(第74号 ～第113号 土坑)が 所在 し、

各土坑群 内で重複 が激 しい。第114号 ～第118号 土坑 は単独で あるが、中で も1基 のみ本調査 区北端 に位

置す る第118号 土坑 は、位 置 ・出土遺物の量等、他の土 坑 と大 きく異 な り、特徴的で ある。

以下、土器類 も しくは土器以外 の特殊遺物が検 出 された土坑 を中心 に述べてみ る。

第1土 坑群 内土坑(第23・ 第24図 ・第25図 ・第12表)

1区 南東 端 に第1号 ～第15号 土坑の15基 が集中す るが疎 らであ り、第12号 ～第14号 土坑が一部で重複

す る他 は単 独で ある。

第2号 土坑(第24図 ・第12表)

大部分 が調 査区域外 に位置 し、一部分のみの調査で あるが、円系の形態 を示す と思われ る。底面 も凹

凸が激 しく、断面形 も不定で ある。深 さは0.44mの 規 模 を有 し、やや浅い土坑 で ある。最下層 に暗褐色

シル ト層(第3層)、 中位 に暗黄褐色粘土粒 を含 む暗褐色粘 土層(第2層)が 堆積 し、上位 には、焼土

粒 を含 む暗褐色粘土層(第1層)が 炭化物の付着 した礫 と共 に堆積 している。

遺物(第40図 ・第13表)は 、礫 の間か ら砥石(1)が 検出 されてい る。

第12号 土坑(第24図 ・第12表)

平面形 ・断面形共 に、大小 の円が一体 化 した形 状 を呈す る。1.20×0.80×0.23mの 規模 を有 す る、や

や大型 で あ る ものの浅 い土坑 で あ る。大 円の底 面及び 中位の土層 に焼土粒 が含 まれ(第6・ 第4層) 、

上層 には多量 の炭化物 が含 まれ る(第5層)。 小 円側の覆土 に も炭化物 が含 まれ る(第1～ 第3層)が 、

大 円側 に比 して少量で ある。

遺物(第40図 ・第13表)は 、大 円側の第4層 中か ら全面 に吸炭 した輔櫨 土師器高 台椀(1)の 他、骨

片及び鉄片 が検出 されてい る。

第13号 土坑(第25図 ・第12表)

平面長 方形 、断面 ほぼ矩形 を呈 す る。1.80×1.66×0.61mの 規 模 を有 す る、大型 で深 い土坑 で ある。

南部 で第14号 土坑 の一部 を切断 してい る。覆土 は、大部分 に暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 ・焼土粒 ・

炭化物 を含 む暗褐色粘土層(第2～ 第4層)が 堆積 して いるが、西 ・南側約半分の最上層 には、礫 ・焼

土粒 ・炭化物 ・骨片 を含 む暗褐色粘 土層(第1層)が み られ る。

遺物(第40図 ・第13表)は 、 この第1層 中か ら全 面 に吸炭 し、内面 に煤 の付 着 した土 師質 圷(1)、
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SK1

4 4

A

SK3

本

4

SK4

4

SK2

β げ

第1号 土坑

土層説明(A-A')

ユ 暗灰褐色粘島 酸化鉄 ・火山灰を含む.(糊 乍ニヒ)

21離 絶粘土,火 山灰 ・炭化物・焼上粒を含む。

3暗 褐色粘島 多量の暗黄褐色粘:と粒 ・難脅色粘士粒を含む。

4暗 褐色粘島 少量の火山灰 ・炭化物 ・焼ニヒ粒を含む。

5暗 褐色粘二島 少量の火山灰 ・暗黄褐色粘土粒を含む。

6暗 黄働色粘土,

SK5

4

第2号 土坑

土層説明(A-A')

1暗 褐色粘上 焼士粒を含「臨

2暗 褐色粘土,暗 黄褐色粘:ヒ粒を含む、

3暗 擢r色シル ト.

A

4
〆

A

・

調 査 区 域 外

SK6

A

・
ー

-

織
第3号 土坑

土層説明(A-A'、B-B')

1暗 褐色粘土,暗 黄褐色粘士粒 ・黒褐色粘土粒・

炭化物 ・焼土粒を含む。
2暗 褐色粘土。多量の黒陥 占上粒及び暗黄褐色

粘上粒 ・晒灰褐色粘±粒 ・焼土粒を含む。

3暗 褐猷 占」島 多量の黒褐色粘上粒及び焼土粒を

含む。

刃

ノ
ー

ノ

4

A
パ

・

励
第4号 土坑

土層説明(A-A')

↓ 暗褐色粘上、黒褐鰹占土粒 ・焼土粒を含む。

2暗 褐色粘土。多量の黒褐色粘土粒 ・ブロック
・焼土粒を含む。

A

SK8

べ

4

調 査 区 域 外

SK7

A

11

笏 笏

L
易

第5号 土坑

土層説明(A～A')

⊥ 暗褐色粘島 暗黄褐色粘土粒 ・炭イヒ物 ・焼土粒

を含む。

2暗 褐色粘血 暗黄褐色粘土粒 ・ブロック・黒褐

色粘土粒 ・プロソク・焼土粒・炭化物を含む。

4
査 区 域 外

第6号 土坑

土層説明(A-A')

1暗 掲色粘土。焼土粒・炭化物・土器片・

黒褐色粘ニヒ粒を含む,

A

SKIO

A

4

第7号 土坑

土層説明(A-A')

⊥ 暗褐色粘上、暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒
・焼土粒 ・炭化物・上器片を含む。

2暗 偶色粘土,黒褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物
・土器片 を含む

。

A

SK11

禦

4

阜 阜

第8号 土坑

土層説明(A～A'、B-B7)

1暗 褐色粘土。焼土粒 ・炭化物 ・暗黄階 色粘土粒

・黒褐・色粘土粒 ・±器片を含む。

A
,

SK12

4盛

バ

A

SK9

4

1

B

。
酵

第9号 土坑

土層説明(A-A')

1暗 褐色粘島 暗黄働色粘土粒 ・黒褐色

粘土粒を含む。

2暗 褐色粘土。酸化鉄を含む。

3暗 褐色粘土,多 量の暗黄褐色粘土粒・

黒褐色粘土粒を含む。

R
聯・

寧'

砺
第1G号土坑
土層説明(A-A'、B-B')

1暗 褐色枯士。多量の焼土粒・炭化物を含む,

2暗 褐色粘血 暗黄褐色粘土粒を含む。一部に

は暗茶褐色粘土粒 ・焼土粒・炭化物を含む。

3暗 褐色粘島 土器片を含む。

蕪
第11号 土坑

土層説明(A-A'、B-B')

1暗 褐色粘±ゐ 少量の焼土粒 を含む。

第12号 土坑

土層説明(A-A')

ユ 暗褐色シルト。少量の炭化物を含む。

2暗 褐色粘島 炭化物を含む。

3暗 青灰掲色シル ト,炭化物を含む。

4暗 嵜灰褐色粘土、焼士粒 ・炭化物を含む。

5暗 青灰褐色粘島 多量の炭化物を含む。

6暗 褐色粘土,焼 土粒 ・炭化物を含む。

OL=39 .500m2m
-=ヨ ⊥,6D

第24図 土 坑(1)第1号 ～12号 土 坑
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マ

SK14

L=39.600m

4

今4'

無
A

4

A

第14号 土坑

土層説明(舟A')
/暗 褐色粘土、多量の焼土粒 ・炭化物及び

暗黄褐色粘ニヒ粒を含む。 B

°

B

。

第15号土坑
土層説明(A-A'、B-B')

L暗 褐色粘土お 淡黄褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物・骨片を含む、

2暗 褐色粘土,第 ⊥層と同様であるが、特に炭化物の含有が多い。

3淡 褐色粘土。暗褐色砦占土粒 ・淡黄褐色枯上粒・焼土粒 ・炭化物を含む.

4淡 褐色粘土。多量の淡黄褐色粘土粒を含む。

5淡 褐色粘土。多量の1暗褐色粘土粒を含む,,

6淡 褐色粘土。暗褐色粘士粒を含む。

7曙 褐色粘土。淡黄喝勉粘土粒・焼±粒を含甑

8暗 褐色粘ニヒ,焼土粒 ・炭化物を含む,、

9

10暗 褐色シル ト。
暗褐色粘上 少量の階黄禍蝕粘±二粒 ・黒褐猷占ま瀧 ・焼ニヒ粒 ・炭化物を含む,,

第13号土坑

土層説明(A-A'、B-B「>

1暗 褐色粘土。礫 ・焼上粒 ・炭化物 ・骨片を含む、 亭

2噛 艶 粘島 暗黄褐餅占土粒 ・黒褐継 占土粒 焼 廿立・炭化物を含b.

3暗 褐餅 揺 艦 の麟 絶 賦 率立熈 矯鱈 占・じ鰍 磯 土粒 ・炭化物・・ヒ器片を飴 ・

4暗 褐色粘土、少量の暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘ま幾 ・焼ニヒ粒・炭化物を含島

5暗 宇暑色ノ乍占ニヒ、.

6褐 色粘上.

、、

SK18

ご
調 査 区 域 外

A

・

第 絡号土坑

土層説明(A-A'、B-B')

1暗 褐色粘九 火山灰 ・礫を含む。

2暗 褐色粘七 少量の暗黄褐色粘ニヒ粒 ・黒褐餅占二b粒を含む。
3暗 働鰍 占:し多鐙の黒褐色粘土粒及び暗黄褐色粘二b泣を含む

。

・ヤ

A

・

諺

奪

笏 第i8暑 土坑

土層言党明(A-A')

1麟 暑轡 占島 多量の暗黄褐色権ヒ粒及び

黒褐色粘土粒 ・焼士粒・炭化物を含む。

2淡 褐色粘土,炭 化物を含む。

第17号 止坑

土層言党明(A-A')

1暗 褐色粘上、暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 ・焼土粒を含島 調 査 区 域 外

2淡 附 占ニヒ、黒褐色津占:ヒ粒そセ含rむ。

3淡 灰褐色シル ト。

R
7

B

C

・
C

第19号 ・20号・21号・22号土坑 ・42P

土層説明(A-A'、B-B'、G-C"、[トD')

1暗 褐色粘上、黒褐色粘±粒 ・暗黄褐色率占土粒 ・臨鮒 占ニヒ粒 ・焼土粒 ・炭化物を倉む。(19号土坑覆:ヒ)

2暗 褐色粘上。少量の黒陽色粘土粒及び暗黄褐色粘ニヒ粒 ・暗茶矯色枯士粒 ・焼土粒 ・炭化物を含む。(20号ニヒ坑覆土)

3暗 褐色粘二iお黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘土粒を含む,(3～6層 、21号土坑覆:ヒ)

D

・

D

・

4暗 褐色粘:し 暗黄褐色粘ニヒ粒 ・ブロック・黒辛轡 占ニヒ粒を含む。

5暗 褐色粘島 黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘上粒を含む、

6暗 褐色粘土為多量の暗黄褐色*占1士粒及び耕暑色粘±粒を含む。(7～15層 、22号土坑覆土>

7暗 褐轡占鵡 暗黄褐餅辻 粒 ・ブロック ・黒褐齪占上粒 ・暗茶褐色粘土粒 焼 土粒 ・炭化物を含む。

8暗 褐色粘二巳 暗灰褐色粘ニヒ粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・暗茶裾絶粘土粒 ・ブロック・焼土粒 ・炭化物 ・酸化鉄を含む。

9暗 褐色粘上、暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘ニヒ粒 ・焼±二粒 ・炭化物を含む。

10暗 灰辛贈 占上,酸 化鉄・暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘:[粒・ブロック ・黒褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物を含む。

U暗 灰褐魚粘土。多量の酸化鉄 ・暗黄褐臨粘土粒 ・ブロック ・暗辮易色枯士粒 ・焼土粒 ・炭化物 ・上器片を含む。

止2暗褐色枯:し 暗黄褐色粘ニヒ粒 ・暗茶褐色粘土粒 ・黒酬1占 ニヒ粒 ・焼土粒 ・炭化物を含む。

圭3焙褐色粘島 暗茶褐色粘土粒を含む。

14暗 褐色枯鳥 暗灰喝色鮎±粒 ・酸化鉄 ・暗茶褐色枯土粒を愈む.

15黒 褐色粘士。

16暗 褐色粘土,黒 褐色粘:ヒ粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・暗茶辛轡 占卦立・灰白色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物を含む。

L=:39,400n∩
-L6・

2rn

第25図 土 坑(2)第13号 ～22号 土 坑
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土錘(2)の 他 、骨片及び スラッグ ・鉄片 が検出 されてい る。

第14号 土坑(第25図 ・第12表)

平 面長 円形 、断面 は中央 がやや盛 り上 が り、両脇 に大小 の円 を配 した形状 を呈 す る。0.78×0.41×

0.08mの 規 模 を有す る、中型で あるものの浅い土坑 で ある。覆土 は、多量 の焼 土粒 ・炭化物及び 、暗黄

褐色粘土粒 を含む暗褐色粘土 層(第1層)が 堆積 してい る。

遺物(第40図 ・第13表)は 、中央 か ら北側 に集 中す る上面の礫(扁 平 な ものが主)の 問に、中央 に穿

孔 した土師質の器台(1)の 他 、骨片 ・板碑(土 坑 中央 部に位置 、平坦面がみ られ るが、文字等無)が

検 出 されてい る。

第15号 土坑(第25図 ・第12表)

平面長 円形 、断 面 は中央 がやや盛 り上 が り、両脇 にそれ ぞれ大 円 を配 した形状 を呈 す る。2.12×

0.92×0.24mの 規模 を有す る、大型で ある もの の浅 い土坑 であ る。覆土 は、全体 に焼土粒 ・炭 化物 が含

まれ るが、南西半部 に堆積 す る第2層 に特 に炭 化物 が多 く、北東半部 に堆積す る第1層 に特 に骨片 ・歯

が集 中 して検 出 されてい る。

遺物(第40図 ・第44図 ・第13表)は 、第3層 中か ら鞭轄土師器圷(1)、 土師器甕(2)、 第1層 中の

骨片 ・歯(列 を成 し、土坑北端部 に位置)の 周 囲か ら、2枚 ずつ付着 した状況 の古銭3ブ ロ ック(3～

5・ 計6枚)が 検 出 されている。

第2土 坑群 内土坑(第26図 ・第25図 ・第27図 ・第12表)

1区 北西端 にやや密に集 中す る第16号 ～第26号 土坑 の11基 か ら、H区 東 端の第27号 ～第31号 土坑の5

基 がやや疎 らとな りなが らも集 中をみせ る区域 までを、一連の第2土 坑群 として扱 う。

第16号 土坑(第25図 ・第12表)

平面 隅 円長方 形 、断面 は南 が やや深 い もの の、全体 で はやや丸 味 を帯 び た矩形 を呈す るとい える。

1.12×0.63×0.48mの 規 模 を有 す る、 中型 で ある もののや や深い土坑 で あ る。覆土 は、暗黄褐 色粘土

粒 ・黒褐色粘 土粒 を含 む暗褐色粘土層(第2・ 第3層)が 堆積 してい るが、上面 には火山灰 ・礫 を含 む

暗褐色粘土層(第1層)が み られ る。

遺物(第40図 ・第13表)は 、南端中央 の第1層 中か ら五輪塔(1・ 空、風輪一石作 り)が 検出 されてい

る。

第22号 土坑(第25図 ・第12表)

平面方 円形 、断 面は袋状 を呈す る。1.26×1.14×1.28mの 規模 を有す る、やや大型で あ り深 い土坑 で

ある。覆土 は、多種類の粘土粒 ・ブロ ック ・焼土粒 ・炭化物 を含む暗褐色粘土層(第7～ 第9・ 第12層)

もしくは、暗灰褐色粘土層(第10・ 第11層)が 堆積 してい る。いずれ も、人為 的な投入土の様相 を呈 し

てい る。

遺物(第40図 ・第44図 ・第13表)は 、第11層 中か ら焙烙(1・ 内耳、2>、 古銭(3)が 検 出 されて

い る。

第25号 土坑(第27図 ・第12表)

平面方円形 、断面 は袋状 を呈 す る。1.00×0.88×0.88mの 規 模 を有す る、やや大型 で あ り深 い土坑 で

ある。覆土 は、底面 に炭化物 ・土器片 ・暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 ・焼土粒 を含

む暗褐色 粘土層(第3層)、 その上面 に暗茶褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・炭化物 ・礫

一48一



第26図 第2土 坑群

を含 む暗褐色粘土層(第2層)が 堆積 している。 さらにその上面 には、人為的 な投入土の様相 を呈 して

い る暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘 ニヒ粒 ・ブロ ック ・黒褐 色粘 土粒 ・焼土粒 を含む暗褐色粘土層(第1層)

がみ られ る。

遺物(第40図 ・第13表)は 、礫 の広 が る第2層 中か ら、土師器圷(1)、 焙烙(2・3)、 砥石(4)

等 、1以 外煤の付着 した状況で検 出 されている。

第27号 土坑(第27図 ・第12表)

平面長 円形 、断面 は矩形 を呈す る。2.20×1.76×0.72mの 規模 を有 す る、大型で あ り深 い土坑 であ る。

覆土 は、底 面 に炭 化物 ・土器片 ・暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色 粘土粒 を含む暗褐色粘土層(第5層)、 その

上面 に暗黄褐色粘土 ブ ロック層(第4層)、 礫 ・焼土粒 ・炭 化物 ・土器片 ・暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘

土粒 を含む暗褐色粘土層(第3層)、 礫 ・焼土粒 ・炭 化物 ・土器片 ・暗黄褐色粘土粒 ・ブ ロック ・黒褐

色 粘土粒 を含 む暗褐色粘土層(第2層)、 最 上層 には火山灰 ・炭化物 ・土器片 を含 む暗褐色粘 土層(第

1層)の 堆 積 を基本に している。土層 は、人為 的な投入 土の様相 を呈 してい る。

遺物(第40図 ・第44図 ・第13表)は 、最下層の第5層 中か ら、焙烙(3)、 古銭 は、2枚 ずつ付着 し
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†

A A

・

A

・

A

・

A

・

A

・

B

・

∬ 畳3,

H

第24丹土坑

土轡説明(A-A'、8-B')

1暗 褐色粘:し 黒褐鱗占±粒 ・暗黄褐色粘二1二

糠 ・暗茶褐色粘土粒 ・土器片・礫を含む。

2暗 褐色粘上 焼士粒 ・炭化物を含む。

3暗 褐癬 占土 暗黄褐魯 占:ヒ粒 ・焼土粒 ・炭

化物を含む。

第23号土坑
土層説明(A-AへB-8')

1暗 褐色粘土、少量の暗茶褐色粘.と瓶 ・暗黄褐窪L粘:蹴及び焼土泣 ・炭化物 ・土器片を含む.

2暗 褐色粘上,暗 茶褐色楯一ヒ粒・rll繊褐色粘1:粒焼 土粒 ・炭化物を含む,

3暗 褐色粘上.多 量の暗黄躍馴 チ法挫粒及び炭化物を含む,

4暗 黄褐色粘一ヒブロック。

5黒 褐色枯十ブロック。焼土泣・炭化物を含む。

6暗 編色粘上 黒喝色粘土:1立・ブロック・焼土粒 ・炭化物を含む,

7焙 褐色粘玄 多量の暗黄陽餅 占上泣を含葛「

8瞳 灰賜色粘二し 多量の酸化鉄を含出

襲
第25号 土坑

土層説明(A-A')

ユ 暗褐色粘二L暗 黄褐色半rLi一ヒ粒 ・暗茶褐色粘二}:粒・

ブriツ ク ・黒賜鱗;ヒ土粒 ・焼士粒を含む。

2略 褐色粘一ヒ,陪 茶褐解 占ま粒 ・黒争嬉色粘一卜粒 ・焙

黄褐猷 胡 二粒 ・炭化物を含芒三・、

3暗 褐色粘鵡 暗黄褐色騨!七粒 ・階茶褐 色粘一ヒ粒 ・

黒褐色粘上粒 ・焼土粒を含 軌

B B

・

A
,

A C

勧.

qo・

C

・

第26号 土坑

土層説明(A-A'、B-B')

1暗 複色粘士。礫 ・火山灰を含む。C闘乍ヒ)

2暗 褐餅 占上 少景の礫及び焼 ヒ粒 ・炭化物 ・火山灰を含む。粥詐土)

3暗 隔麟 占:ヒ。少量の礫を含む。

4暗 喝色粘鵡 多量の礫及び焼ニヒ粒 ・炭化物を含む。

5暗 褐色粘土,少 墨の礫 ・暗黄褐色粘上牲吸び焼よ二粒 ・炭化物を含む。

6暗 褐顔古土。多貴の暗茶褐色粘・i粒及び黒働色粘廿立・暗黄褐色粘土粒 ・炭化物を含む。

7暗 齪 粥島 暗茶働緋占上粒 ・!暗黄褐的枯1粒 ・ブロック・黒褐色粘ニヒ粒 焼 土粒 ・炭化

物を含む。

8暗 紺 強島 少貴の暗茶贈 盤 二1沌・暗黄掲色粘二雛i・黒掲麟 姓 粒を含む。

9暗 褐色粘鶴 多量の談黄褐色粘土粒汲び暗茶陶色1占土粒 ・黒褐色枯7と粒 ・焼上粒 ・炭化物

を含む、
10暗 掲色粘一し 暗茶鴎色*占:ヒ粒 ・ブロック・暗黄褐鎧占二じ拉 ・黒褐色権 ヒ粒 ・ブロックを含

む。

11暗 甜 帖.島 暗黄褐腓ll十:粒(酸化鉄)・踏茶掲麟差i二bl立・黒褐麟 占土粒 ・淡黄褐斡闇 二

粒 ・焼士粒 ・炭化物を含む。

12暗 褐色粘 し 少量の淡黄褐色粘土粒及び黒褐色粘ニヒ粒 ・焼ニヒ粒 ・炭化物を含1臨

止3暗 褐誹 占乱 淡黄褐齢 甘士粒及び黒掲色粘土紋 ・焼土粒 ・炭化物を含む。

14暗 喝色粘九 少量の暗黄褐色粘一L粒及び焼」二粒を含む。

15曙 掲鐸 占島 少量の淡黄褐齢占上粒 ・暗茶勘色米占土粒 ・黒陽色粘士粒及び焼二b泣を含臨

上6暗 褐餅 占土、黒褐酬1占・動粒を含む。

⊥ア 暗褐色粘島 暗黄褐色粁iニヒ粒及び焼土窺を含む。

18暗 茶階色粘土ブロック。

A A

筑28号 土坑

土層説明(A-A'、B-B')

土 暗褐色粘土。焼圭粒 ・炭イヒ物 ・火山灰及

び少量の礫を含む。

2暗 褐轡占土。礫及び少量の暗黄褐色粘ニヒ

粒 ・黒褐色粘土粒を含む。

3暗 褐色枯土。黒働色枯ニヒ粒 ・暗黄褐色粘

ニヒ粒 ・焼上粒 ・土器片を含む。

4暗 褐色粘島(第3層 とほぼ瞬1…である

がやや瑛渡が高い)

5暗 褐色枯土,(第3・4層 とほぼ問…であ

るが明度が低い)

6暗 褐色粘蕊 焼士粒 ・炭化物を含む。

7暗 褐帥 辻,多 量の淡黄褐鯵舷 粒及び

礫 ・焼土粒 ・炭化物を含む、

第27号 土坑

土層説明(A-A'、B-B')

1暗 褐色齢土,火 山灰 ・炭化物 ・二L器片を含む。

2暗 褐色枯:ヒ,礫焼 士粒 ・炭化物・ニヒ器片蝿チ黄褐鰍占:ヒ粒 ・ブロック・黒褐色粘ニヒ粒を含む。

3暗 褐色粘二し 礫 ・焼土粒 ・炭化物・土器片・暗欝勧色粘土粒・黒褐色粘ニヒ粒を含む。

4暗 黄褐色粘土ブロック。

5暗 褐色粘土,炭 化物・土器片 ・暗黄褐色粘ニヒ粒 ・黒褐色粧撚蜷 含む。

6暗 茶褐色粘島

7暗 挙聡 占土。土器片・炭化物 ・焼:ヒ粒 ・黒褐色糠 粒 ・1暗黄褐色粘土粒 ・火山灰を含む。

8暗1鍵 り粘土。黒褐猷 占土粒 ・}1音黄褐色ド占土粒.ヒ器片及び少量の焼土粒を含む。

0 L=39,300m

ヒこ======土_ヨ1、60

2m

第27図 土 坑(3)第23号 ～28号 土 坑

一 一50一



第28図 第3土 坑群

た状況 の古銭2ブ ロ ック(5・8・ 計4枚)単 独の もの4枚(4・6・7・9)の 他 、礫 ・焼 土塊 ・炭

化物 が拡散 状況 で検 出 されて い る。また、須恵器高台椀(1)、 土師器圷(2)の 他、板石等 が、最上

層 ・第1層 中か ら出土 してい る。

第28号 土坑(第27図 ・第12表)

平 面円形、断面 は矩形 を呈 す る。1.28×1.26×0.62mの 規模 を有す る、やや大 型で あ り深 い土坑 であ

る。覆土 は、礫 及び 、少量 の暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 を含 む暗褐色粘 土層(第2層)を 中心 に、

その下面 に黒褐 色粘土粒 ・暗黄褐色粘 土粒 ・焼土粒 ・炭化物 ・土器片 を含 む暗褐色粘土層(第3～5層)、
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A

・

4

A

・

第30号 土坑

土層號明(B-B'>

1暗 褐色粘ニヒ,火山灰 ・礫 ・炭化物 ・土

器片を含む.

2暗 褐色粘島 暗黄楊色粘土粒 ・焼土粒
・炭化物を含む。

3暗 褐色半占血E卜音黄褐猷占ニヒ粒 ・矧ε」二粒
・炭化物・礫を含む,

41噺 雛 粘む 暗黄褐色粘二屡立・黒褐色

粘土粒 ・焼土粒を含む。

5暗 褐色粘土。暗灰褐色粘土粒(酸 化鉄)
・ブロック・礫を含む。

6暗 灰褐色粘土.酸化鉄を含む。

調

査

区

域

外

4

簗29暑 土坑

畿層説明(A-A')

1暗 褐色粘土,暗 黄褐色粘±粒 ・焼土粒
・炭化物を含む。

2暗 褐色粘土。暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐

色粘土粒 ・黒褐色枯土粒 ・焼土粒 ・炭

化物を含む。

3暗 髄 粘土。暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐

色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物及び少量の

黒褐色枯:ヒ粒を含む。

第32号 土坑

土層説明(A-A')

1暗 灰褐色粘島 多量の火山灰を含む,(籾 乍土>

2暗 褐麟 占土⊃多量の火由灰を含む。(耕作±)

3暗 褐色粘±あ焼土粒を含む。

纏 暗黄賜色粘士ら暗褐色粘土粒 ・ブロック及び焼土粒 ・炭イヒ物を含む。

5暗 褐色粘±み暗黄褐色粘上粒 ・焼ま粒 ・炭化物を含む。

6暗 黄褐色粘土。暗褐色粘土粒 ・焼士粒 ・炭化物 ・黒褐色粘土ブロックを含む,

7暗 褐色粘土。多貴の焼土粒 ・炭化物及ーひ咽'片・小礫・暗黄褐色粘土粒を含む。

8暗 褐色粘土。暗黄褐色粘±二粒 ・焼土粒 ・炭化物 ・ノ1礫を含む。

9黒 陽色粘ニヒ。多量の焼土粒 ・炭化物及び暗黄褐鰍占七泣・1軒茶褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 ・土器片 ・小礫を含む。

10黒 融 占蕊II音辮壁 ♪枯ニヒ粒 ・焼土粒 ・炭イヒ`吻を倉Fな。

11暗 茶褐餅占土b

12勲 暑色袖土。暗茶褐色粘二餅立・焼二b位を含む。

13黒 褐色粘土、多量の焼上粒 ・炭化物を含む。

A

・
A

B

-
B
`

o L=39.500m2rr】

一 一一 　 一 　 　… 一一　 1:〔lo

第35号 土坑
土閣説明(A-A'、B-B')

ユ 暗褐色粘土。暗黄褐色粘二階立・黒褐鮮占ニヒ粒 ・炭化物を含;左,。

2暗 褐色粘:ヒ,黒褐醗占土半立・暗黄働色粘:ヒ粒 ・曙灰褐・鼠粘土粒(酸 化鉄)・焼土粒 ・炭化物 ・土器片を含む.

3暗 褐色粘±ち多量の焼土粒・炭化物壷含む。

4階 褐色粘二し 多量の炭化物を含む.

5暗 辛贈 占島 暗黄褐色粘±粒 ・暗灰褐轡占一ヒ粒を含む。

6暗 褐色粘±:。黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・焼上粒を含む,.

7階 褐色粘ニヒ。黒褐色粘土堵立・暗茶褐色粘土粒 ・暗灰辛易色粘土粒を含む。

第29図 土 坑(4)第29号 ～30号 ・32号 ～35号 土 坑
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最上層 には焼土粒 ・炭化物 ・火山灰及び、少量 の礫 を含 む暗褐色粘土層(第1層)も しくは、多量 の淡

黄褐 色粘土粒及 び、礫 ・焼土粒 ・炭化物 を含 む暗褐色 粘土層(第7層)が 堆積 してい る。 この第7層 の

下位 に、土坑 の東壁 に沿 うよ うに礫 が配 されてい る。

遺物(第40図 ・第13表)は 、第7層 中中央寄 りか ら、圷形のかわ らけ(1)が 出土 している。

第32号 土坑(第29図 ・第12表)

全土坑の北西 端 に、単独 で所在 してい る。南西 部が調査 区域外 に位置す るため、全体の規模形状 は不

明で あるが、軸長3.06m、 深 さ60c狙を測 る部分 もあ り、大型 で深 い土坑で あるといえる。第3号 住 居跡

に一部 を切断 されてい る。壁 は崩落 した部分が多 く曲線斜面で ある。底面 は、凹凸がみ られ るが、やや

固 く、安定 してい る。覆土 は、大半 が多量の焼土粒 ・炭化物及び 、暗黄褐色 粘土粒 ・暗茶褐色粘土粒 ・

黒褐色粘土粒 ・土器片 ・小礫 を含 む黒褐色粘土層(第9層)で ある。

遺物(第40図 ・第13表)は 、全 て第7層 中か らで あり、須恵器圷(1・2)、 須恵器甕(3)、 須恵器

甑(4)、 鞭輔土師器皿(5)、 輪韓土師器高台椀(6)、 土師器甕(7)、 土師器台付甕(8)が 検出 さ

れて いる。

第3土 坑群内土坑(第28図 ・第29図 ・第30図 ・第32図 ・第12表)

皿区南東端 にやや密 に集 中す る第33号 ～第50号 土坑の18基 が集 中 している。

第35号 土坑(第29図 ・第12表)

北西部 を第1号 溝跡 に切 断 されてい る。平面長方形、断面 は凹凸の激 しい円弧 を描 く。長編 は現況で

1.86×1.08×0.16mの 規 模 を有す る、やや大型 で あり浅 い土坑で ある。南東半部 の底面 に焼土面 をもつ。

覆土 は、黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘 土粒 ・暗灰褐色粘土粒(酸 化鉄)・ 焼土粒 ・炭化物 ・土器片 を含む

暗褐色粘土層(第2層)が 堆積 してい る。

遺物(第41図 ・第13表)は 、焼土 面の上位 に集 中 し、土師器高台椀(1)、 焙烙(2)、 石 臼(3・ 上

臼)の 他 、鉄片 が出土 してい る。

第4土 坑群 内土坑(第31図 ・第32図 ・第33図 ・第35図 ・第12表)

皿区第3土 坑群 に西接 して第51号 ～第73号 土坑の23基 が集 中 してい る。

第52号 土坑(第32図 ・第12表)

平面方 円形 、断面 は矩形 を呈す る。1.53×1.52×0.50塒 の規模 を有 す る、大型で あ り深い土坑 である。

底面 中央付近 に、深 さ30cm前 後の2ピ ッ トをもつ 。覆土 は、底面 に少量の暗黄褐色粘土粒 を含む暗褐色

粘土層(第5層)、 その上面 に黒褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘土粒(第2層)、 黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘土

粒 ・暗茶褐色粘 土粒(第3層)、 黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘土粒及 び、少量 の暗灰褐

色粘土粒 ・焼 土粒 を含む暗褐色粘土層(第4層)が 並立 して堆積 してい る。いずれ も、人為的 な投入土

の様 相 を呈 してい る。

遺物(第41図 ・第13表)は 、輻輔土師器杯(1・2・3)、 焙烙(4・ 煤が付着)が 出土 している。

第63号 土坑(第33図 ・第12表)

平面長 円形 、断面 はやや丸味 をもった矩形 を呈す る。1.70×1.15×0.42mの 規模 を有 す る、大型で あ

りやや深い土坑 である。覆土 は、黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘 土粒 ・暗茶褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物 を

含 む暗褐色粘土層(第3層)が 堆積 している。

遺物(第41図 ・第13表)は 、須恵器蓋(1)、 土師器圷(2・3)、 圷形の かわ らけ(4)等 が、礫 と
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第36号 ・37号・41号土坑

土層説明(A-A'、 昏B'〉

玉 暗褐色粘±ゐ暗黄褐色粘ニヒ粒畷景褐色粘土粒 ・炭化物及び少量の1暗茶褐色粘土粒を含む。

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

暗褐色粘島 多量の黒褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘±粒及び暗灰褐色粘土粒(酸 化鉄)・焼土粒を含む。

暗茶褐色粘上,黒 褐色粘士粒・暗褐色粘土粒を含む。

暗黄褐色粘上,暗 褐色粘:麟立・黒褐色粘土粒を含む。

暗褐色粘士6黒 褐色粘ニヒ粒 ・暗茶褐色粘土粒を含む。

暗黄褐色粘ニヒ。暗褐色粘土粒,黒 褐色粘」ヒ粒 ・炭化物を含む。

黒褐色粘士。暗褐色粘土粒 ・焼土粒を含む。

暗融 占土。暗黄褐色粘土粒・黒褐色半占士粒を含む。

暗茶褐色粘土。黒褐色粘土粒 ・暗褐色粘ニヒ粒を含む。

暗褐色粘±ら暗黄褐色鮎土粒 ・炭化物を含む。

暗黄褐色粘土。暗掲色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 ・炭化物を含む。

暗褐色粘土,暗 黄褐色粘土粒 ・焼土粒・炭化物を含む。

暗褐色粘土,黒 褐色粘土粒 ・炭化物を含む。

暗褐色粘五 黒褐色粘土粒 ・暗黄辛易色粘土粒 ・淡黄褐色粘ニヒ粒を含む。

第39号 ・40号・42号・43号・44号・45号土坑

土層説明(〔〉-G'」ンD'、E-E'、F-F')

1暗 褐色粘土。黒褐色粘土粒・暗茶褐色粘土粒を含む.

2暗 褐色粘土,多 量の暗灰褐色粘上粒(酸 化鉄)及 び黒褐色粘土粒・暗黄褐色粘土粒 ・【晋卿動色粘±

粒を含む。

3暗 褐色粘土、暗黄褐色粘土粒を含む・。

4暗 褐色粘島 暗黄褐色粘ニヒ粒 ・黒褐色粘士粒を含む。

5暗 褐色粘土、暗黄褐色粘二儲立・黒褐色粘土粒を含む,

6暗 褐色粘土、黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘上粒 ・焼土粒を含む。

7暗 褐色粘島 多量の暗灰褐色茅占土粒(酸 化鉄)及 び黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘土

粒 ・焼土粒 ・炭化物を含む。

8暗 褐色粘土,暗 黄褐色粘土粒及び少量の黒褐色粘±粒を含む。

9暗 褐色粘島 多量の暗灰争絶 枯ニヒ粒(酸 化鉄〉及び黒褐色*占土粒 ・暗黄褐色粘ニヒ粒 ・暗茶 ノ・粘土

粒を含む。

⊥0暗 褐鯉占土。暗黄褐色粘七位・焼ヒ粒 ・炭化物を含む。

11暗 褐色粘上 多量の暗撮絶 枯土粒 ・ブロック及び黒褐色粘土粒 ・暗灰褐色粘土粒(峻 化鉄)を 含

む,

12暗 褐色粘ニヒ。黒褐色粘土*立・暗黄褐色粘ニヒ粒 ・暗茶褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物を含む。

上3暗 褐色粘二b黒褐色粘土粒・1暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物 ・土器片を含む。

第4フ号土坑

土層説明(A-A')

1暗 褐色粘土6黒 褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐誹 占土粒 ・焼上粒 ・炭化物 ・ニヒ器片を含む,

2暗 褐色粘土、暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 ・暗灰褐色粘土粒 〔酸化鉄)を 含む。

3暗 褐色粘土,多 量の暗灰褐色粘ニヒ宝立(酸化鉄〉及び黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘士粒を含む。

4暗 褐色粘島 黒褐色*占土粒 ・酸化鉄を含む。

5暗 褐色粘土。黒褐色粘ニヒ粒 ・ブロック・暗黄褐色枯土粒 ・炭化物を含む。

6暗 褐色粘土,暗 灰褐色粘土粒を含む。

7暗 黄褐色粘土。黒褐色粘ニヒ粒を含む。

8暗 褐色粘上 黒褐轡 占土粒 ・暗黄褐色粘ニヒ粒 ・暗灰褐色粘土粒(酬 ヒ鉄)・炭化物を含む。

9暗 褐色粘±≧多量の黒褐色粘土粒及び暗黄褐色粘二蹴 を「含む.

10黒 褐色粘:ヒ。暗黄褐色粘:ヒ:泣を含む。

oL=:39,700m2m

ヒ===一 レ6。

第30図 土坑(5)第36号 ～47号 土坑
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第31図 第4土 坑群

共 に検 出 されて いる。

第72号 土坑(第35図 ・第12表)

平 面 は不整 で はあ るが長 円形 、断面 は凹凸 が激 しい が、直立 す る壁 を もつ部分 もみ られ る。0.90×

O.60×0.15mの 規模 を有 す る、中型 であ り浅 い土坑 で ある。覆土 は、黒褐色粘 土粒 ・暗黄褐色粘土粒 を

含 む暗褐色粘土層(第3層)が 堆積 している。 中央部やや南に歯列 が検 出 されてい る。

第5土 坑群内土坑(第34図 ・第35図 ・第36図 ・第37図 ・第38図 ・第12表)

皿区第4土 坑群 に西接 して第74号 ～第113号 土坑の40基 が集 中 してい る。ここか ら西 に所在 す る第114

号 ～第118号 土坑 は単独 である。

第79号 土坑(第35図 ・第12表)
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A
4

髪 秘

第49号 ・5G弩土坑

土塵1説明(A-A'、3一日'〉

と 陪褐色絶 し 黒褐色粘一ヒ粒 ・1麿黄褐色枯土粒 ・暗描雛 難 土粒 ・焼土粒を含む。

2黒 褐猷占島

3暗 褐色ド占島 黒褐緋 占ニヒ粒 ・暗茶褐色粘上粒を含む。

4暗 勧色粘土,暗 黄褐色粘上粒 ・黒褐色粘土粒 ・暗灰褐色粘±粒(酸 化蜘 を齪,,

5暗 褐色粘島 多量の暗灰褐色粘ニヒ粒(酸 化鉄)を 含む。

6暗 褐色粘上 シル ト質.暗 黄褐色粘土粒を含む。

B

・

B

・

慧
第51号 土坑ダ' 」
二層諺棚(A一κ 、B-B')

⊥ 暗褐色粘鵡 火由灰を含む。(耕作土)

2暗 褐色粘上,少 鼠の階黄褐色粘土粒及び火庄灰を含む。

3暗 黄褐色粘土。多量の暗褐色肇占土粒,ブ ロック及び黒褐色粘土粒 焼 土粒 ・炭化物を愈む。

4暗 黄褐色粘血 暗褐色粘土粒 ・ブロック・黒褐色枯土粒 ・ブロックを會観

、 調 査 区 域 外

"黛

SK53
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第52号 土坑

止層説明 くA-A')

1暗 離 シノレトゆ

2暗 褐色粘土,黒 階色粘土粒 ・ブロック・暗茶褐鯉占土粒を含む。

3暗 褐色粘土。黒褐色粘土粒 ・暗黄宇轡 占±粒 ・麟 絶 粘士粒を含む,

4暗 褐色粘土。黒櫻 酷土粒 ・暗黄褐色粘:ヒ粒 ・暗茶艶 粘土粒及び少黛の暗灰褐的粘上粒 ・焼土粒を含む。

5暗 褐色粘島 少墨の暗黄褐色粘士粒を含む。

窪 第53号 土坑

土層説明(をA'>

1暗 褐色1占上》多量の黒褐色粘ニヒ粒 ・暗黄喝色

粘土粒 弔繍 轡 占土粒を含む。
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・
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第54号 土坑

土層説明(A-Aノ 、B-B'>

1暗 褐餅占土,多 量の黒働色粘ニヒ粒 ・暗黄褐

色粘土粒 ・暗茶褐色粘土粒及び暗灰階色矛占

土粒(酸 化鉄)・小礫を含む。

第55号 ・56号・57号・58号土坑 ・P46
土層言莞明(A-A'、B-B'㌧G-C'、D-D')

1暗 褐色粘二島 黒褐色粘土粒を含む。

21轡 馳 粘鵡 多量の暗黄褐色粘土粒 ・暗茶極絶粘七位・黒褐色粘上粒及び焼土粒・炭化物を含む。

3暗 褐色粘土。多量の黒褐色粘土粒 ・暗茶褐色櫓±粒及び暗黄褐色粘土粒を含む。

4暗 褐色粘土。多量の黒褐色粘土粒 ・ブロック及び暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘土粒を含む。

5暗 褐色粘二し 多量の黒褐色粘士粒 ・ヅロック及(賠 茶褐色粘土ブロック・粒 ・暗黄褐色粘土粒を含む。

6暗 褐色粘島 黒褐色粘土粒 ・焼土粒を含む。

7暗 褐色粘島 暗茶褐色粘土1位・黒褐色粘士粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・暗灰褐色粘土粒(酸 化鉄〉・炭イビ吻を含む。

8暗 褐色粘土≧黒褐色ド占上粒 ・暗灰褐色粘士粒(酸 化鉄)を 含む。

9暗 褐色粘土。少量の暗茶褐色粘ニヒ粒 ・焼士粒 ・炭化物を含む。

10暗 齪畔占土,多 量の暗辮 裂r色粘:ヒ粒及び黒褐色粘士粒を含む。

ユ1暗 褐色粘土。暗茶褐色粘士粒・黒褐色鮎土粒 ・暗黄褐轡 占二と粒を含む。

12暗 褐色粘±≧

第32図 土 坑(6)第48号 ～58号 土 坑 、P44～46
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第59号 土坑

土層説明(A-A'、B-B')

1暗 褐色枯島 多量の黒褐色粘ニヒ粒 ・1管黄褐色粘士粒を含む。

A

第60号土坑

土層説明(A-A'、 囲 へC-C')

1暗 褐色粘圭。少量の黒褐蟹 占土粒 ・暗黄褐色粘士粒及び炭化物 ・土器片を含む。

2暗 褐色粘土,黙 易色粘士粒 ・ブロック・暗黄褐色粘ニヒ粒・ブロックを含む。

3暗 褐色粘払 黒褐色粘こh粒・1暗茶褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘土米立を含む。

4暗 褐色粘土,少 塁の藍贈噺色粘土粒 ・1㈱ 尉色粘土粒を含む。

4

4

第61号 土坑

土層説明(A-A')

1暗 褐色砧鵡 多攣の黒働色湘土粒 ・暗黄褐斡1占士粒 ・

暗茶褐色粘土粒及び焼上粒 ・炭化物を含む。

4

8

・

B
.

霧

第62号 ・63暑・餌号 ・65号土坑

土層説明(A-A'、 凹')

1暗 褐色粘土。暗卿 絶 枯土粒(酸 化鉄)・繋暑色粘±粒 ・曙黄褐色粘士粒 ・炭化物を含む,

2暗 褐色粘島 黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘一ヒ粒 ・焼土粒 ・炭化物及び少量の暗灰褐色粘ニヒ粒 〔酸イヒ鉄)を 含む.

3噛 局色粘土b黒 褐色粘士粒 ・}}寳黄褐色粘ニヒ粒 ・暗茶褐色米占土粒 ・焼ニヒ粒 ・炭化物を含む.

411音 贈 占±二)黒闘 占ニヒ*立・1暗茶浄雛 ド占土半立・暗齪r臨 枯±乗立を含む。

5暗 褐色粘土。黒褐色粘土粒 ・ブロック・暗茶褐色粘上粒 ・暗黄褐色粘二と粒を含む。

6暗 働色粘土。多量の黒働色粘:ヒ粒 ・ブロック及び離 轡 占土粒を含む,

7暗 褐色粘土.黒 褐色粘土粒 。暇茶褐免粘ニヒ粒 ・暗黄褐色粘土粒を含む。

8暗 茶褐色粘土。黒褐色粘士粒を含む。

9灰 白色粘ニヒ。

SK66

4

OL.瓢39 ,400rn

第69号 ・70号土坑

土層説明(A-A'、B-B'、C-C')

1暗 褐色粘土,多 量の黒働色粘土粒 ・ブロック及帆暗黄褐色粘土 ・焼上粒 ・炭化物を含む。

2階 褐色粘島 少量の暗黄褐臨枯ニヒ粒を含む。

3暗 褐色粘土,少 量の黒褐色粘ニヒ粒及び土器片を含む。

4暗 褐色粘島 多量の黒褐色粘土粒 ・ブロック及び暗茶働飢粘土粒を含む。

5暗 褐色粘土,少 量の暗黄褐色辛占ニヒ粒を含む。

6暗 褐色粘上。黒褐鰍占±二粒 ・プロツク・暗黄褐色糠 ヒ粒を含む。

7暗 褐色粘丸 多量の黒褐臨粘上粒・ブロック及び暗黄褐色粘土粒を含む。

2m

A
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第66号 ・6フ号 ・68号土坑

土層説明(A-A'、B-B'、C-C')

主 暗茶褐色粘±。焼土物を含む。

2暗 灰褐色粘±。少量の黒褐色湘土粒を含む.

3暗 褐色粘土。黒褐色粘土粒 ・曄f黄褐色粘土粒 ・焼土粒を含む。

4暗 褐色粘五 黒褐色粘土粒 一 ブロックを含む。

第33図 土坑(7)第59号 ～70号 土坑
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第34図 第5土 坑群

平面 方円形 、断面 はやや丸味 をもった矩形 を呈す る。2.20×2.00×0.48mの 規模 を有 す る。大型で あ

りやや深 目の土坑で ある。覆土 は、暗黄褐色粘土粒 を含 む暗褐色粘土層(第3層)、 暗黄褐 色粘土粒 ・

ブ ロ ック ・黒褐色 粘土粒 ・暗灰褐色粘 土粒 ・焼 土粒 ・炭 化物 ・土 器片 を含 む暗褐色 粘土層(第4層)、

黒褐色粘土粒 ・暗褐色粘土粒 を含 む暗茶褐色粘土層(第5層)を 中心 に して、含有物 がわず かに異 なる

暗褐色粘土層(第6～11層)が 堆積 してい る。特に第4・11層 は、人為的 な投入土 の様相 を呈 している。

遺物(第41図 ・第44図 ・第13表)は 、第4層 中か ら焙烙(1・2)、 古銭(3・2枚 が付着 した状況)

が検 出 されて いる。

第94号 土坑(第36図 ・第12表)

平面 は不整で はあるが長方形 、断面 は凹凸が あるもの 、直立す る壁 をもつ部分 あるいは、袋状 を呈す

る部分 もみ られ る。3.03×1.30×0.80mの 規 模 を有す る。 また北西 部は幅90cm、 長 さ80cmの 規模 で張 り

出 し、全体でL字 形 を呈 す ることとなる。張 り出 しの底面 は、北西 に向 けて、段 を成 して浅 くな る。大
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第72号 ・73号土坑

寧'止 層説明(献 、B-Bつ

1暗 褐色粘七 黒得色粘土粒 ・暗黄褐色灘土 ・焼士粒を含む。

2暗 褐色粘島 少量の黒褐色粘二と粒 ・暗黄褐色粘七紘を含む・.

3階 褐症搾占」モ 黒褐色粘ニヒ粒 彗暗黄褐色粘ニヒ粒を含む。

第71号止坑

土層説明(A-Aへ[}-B'〉

圭 賠褐魚シル ト。少量の鼎鰍 占土粒 ・暗黄褐色粘土粒を含む。

2暗 褐畠粘土。多量の黒編色粘土粒 ・暗黄揚色粘士粒'暗 茶褐色粘ま粒を含む,

3噺 雛 粘ニヒ。黒褐色粘士粒 ・ブロック・1辮 葛色粘士粒 ・ブロック・暗黄褐色粘土粒を含む。

4暗 褐色粘こヒ。少量の黒褐色粘七粒 ・暗茶褐色粘上粒 ・ll音黄褐色粘土粒を含む。

5暗 褐色粘士ゐ少量の黒褐色*占土粒 ・暗黄陽色粘上粒 ・暗茶褐齪 占ニヒ粒を含む。

6暗 褐色粘島 少量の黒褐色粘ニヒ粒及び暗黄褐色粘」邸立・暗撫雛 粘士粒を含む・,

A 4'寧 B,

第74号 土坑'P5【
土層説明(A-A'、B-B')

1暗 褐色粘ニヒ。黒褐色粘土粒・暗茶褐的枯土粒 ・暗灰楊色粘ニヒ粒(酸 化鉄)
・軽石粒 暗餅馳 粘」二粒・/縢 焼 ・1二粒 ・炭イ吻 を含む

。
2黒 掲色粘二し 軽石粒 ・1甑掲色粘土粒(酬 ヒ鉄)を 含鵡

3暗 褐色粘島 黒褐色粘土粒 ・暗黄褐轡垂比粒・焼ニヒ粒を含む。

諺
第75葉}願76栗}胴77号土坑

土層説明(A-A'、B-B')
1暗 褐色粘島 黒褐色粘士粒 ・暗黄褐色粘土粒を含む,
21轡 贈 占島 黒褐色粘土粒 ・ブロック・暗黄褐色粘ニヒ粒 ・暗灰褐色粘土粒・焼土粒・炭化物を含む

。
3暗 褐色粘土も黒褐的砧士粒 ・暗黄褐色粘士粒を含軌

4暗 褐色粘島 黒褐色粘、上粒 ・暗餅贈 占土粒 ・暗灰褐色粘士粒(酸 化鉄)・焼ニヒ粒 ・炭化物を含む。

4 8,

第78号 ・79号土坑

ニヒ∫襲1説明(A-A'、B-B')

1暗 褐色粘土、暗黄褐癬占上粒 蝋聯絶 粘土粒 ・暗灰褐色枯ニヒ粒(酸 化鉄)・焼ニヒ粒を含む。

2階 褐色粘七 暗茶禍色粘ニヒ粒を含む。

3謄 矯色粘上、暗黄褐色粘±粒を含む。

4暗 褐色粘土。暗黄褐色粘土粒 ・ブコック・黒褐艶粘ニヒ粒 ・暗灰褐色粘二緋立・焼七泣 ・炭化物
・土器片を含む。

5暗 茶褐色粘土。黒褐色粘上粒 ・1暗褐色粘土粒を含む。

6暗 褐色粘土。暗灰褐色滋ニヒ粒 ・黒褐色粘土粒 ・焼七粒を含む。

7暗 褐色粘土。黒褐色粘土粒 ・暗茶褐色*占土粒 ・焼土粒を含む。

8暗 褐色粘士。暗黄褐色粘ニヒ粒 ・黒褐色粘ニヒ粒 ・炭化物を含む,

9暗 褐色粘血 多量の暗黄褐色粘土粒及び黒褐色粘ニヒ粒を含む。

主0暗 編・色枯上、階黄褐色粘土粒を含む。

主王 暗褐色粘±。多量の黒褐轡 占ニヒ粒 ・ブロック ・暗茶馳 粘ニヒ粒を含む。

B

・

A
,

今

諺

第80号 出坑

土層説明(A-A')

i暗 褐色粘士。暗黄褐色粘土おなを含む。

2暗 褐色粘上 多量の暗茶褐色粘土粒 ・プロソク・黒働色粘土粒 ・ブロック及び暗灰褐色粘土粒(駿 化鉄)を 奮ll孔

3暗 褐色粘延 少量の騰灘 占土粒 ・購茶働色粘土粒を含む,
4暗 褐色枯士。多量の黒褐色粘±粒 ・陪茶働色粘士粒を含む。
5暗 褐色粘瓦 黒褐轡 占土粒 ・暗茶褐色粘土粒 ・ブロックを含む。

n
ロ
・

第81号 幽82菟}ニヒ坑

コヒ層説明(A-A'、B-B')

1暗 働色粘こし 黒擢色粘:ヒ粒 ・暗茶褐轡 占土粒を含む。
2暗 褐色粘混 黒附 占土粒 ・暗茶褐色粘土粒 ・暗黄得色粘土粒 ・

暗灰褐色粘土粒 ・焼土粒を含む。

oL薦39.400m2穏
一1,βo

第35図 土 坑(8)第71号 ～82号 土 坑
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第83号 ・84号・91号。94号・95号土坑

土層説明(A-A')

ユ 暗褐色粘二し 暗黄揚色粘:ヒ粒 ・暗灰掲色粘土粒(酸1ヒ鉄)を 含島

2暗 褐色粘血 黒褐色粘土粒・暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘士粒 ・暗灰褐色粘土粒(酸 化鉄)・灰白色粒
・焼土粒 ・炭化物を含む,

3暗 褐色粘土。黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘:ヒ粒 ・暗茶褐色粘土粒 ・1暗灰褐色粘士粒(酸 化鉄)・焼土粒 ・

炭化物を含む。

4培 髄 粘上 黒褐色粘土粒 轄 黄掲色筆赴 粒 輝辮 馳 粘土粒 暗灰褐餅占錐 恢 絶 粒 搬 粒
・炭化物を含む。

5暗 褐色粘土,焼 土粒・炭化物 ・晦茶衛色粘土粒 ・を含む。
6暗 褐色粘±。黒褐色粘土粒 暗 辮 身色粘土粒 燐 丘粒 ・炭化物を含む。

第89号 ・90号土坑

土層説明(Eモ'、F-F"、 〔トG')

1暗 褐色粘±。黒褐魯 占土粒 ・暗茶褐色粘ニヒ粒 ・炭化物を含む.

2暗 褐色粘:し 暗茶褐色枯ニヒ粒 ・黒辛易色粘土粒 ・火山灰 ・焼ニヒ粒 ・炭化物・/1礫を含む。

3暗 褐色粘±お黙暑色枯土粒 ・暗黄褐色粘:h粒 ・暗茶褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物 ・土器片を含む。

0 L=39,500rn
Lニ ー1,β 。

2m

第巳5号・86号・92号・93号土坑

土層説明(B-B'、 〔トC')

1暗 喝色粘ニヒ。黒鰍 占土粒 ・暗茶褐轡 占土粒・暗黄褐色粘±粒・暗灰褐色粘ニヒ粒(酸 化鉄)・焼

土粒 ・炭化物を含む,

2黒 褐色粘島 暗黄褐色粘土粒を含む、

3「 暗黄褐色半占ニヒQ

4黒 褐色粘島 暗褐色粘:1二粒 ・ブコック・暗黄喝館占上泣唯密茶褐色粘土粒 ・暗灰褐蟄占土粒(酸

化鉄)を 含む。

5黒 褐色粘:し

6黒 褐色淋土。暗灰褐色粘土粒(酸1ヒ欽))・灰白色粒・プロソクを含む,

7暗 褐色粘当 黒褐色粘±粒 ・暗茶褐轡占士粒 ・暗灰褐色粘土粒(酸 化鉄)恢 白色粒(酸1ヒ鉄)・

炭化物を含む。

8暗 褐色粘二し 黒褐色粘土粒 ・暗茶褐的貼土粒 ・暗黄褐色粘七位・1暗灰褐色粘上粒を含む。

91啓 褐色粘二し 黒褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘:ヒ粒 ・暗灰褐色粘コヒ位(酸 化鉄)・暗黄褐麟占上粒 礫

を含む。

⊥O暗 褐麟 占ニヒ。暗茶褐色粘士粒 ・炭化物を含む。

11黒 褐色粘土粒 ・多量の灰白色粒(酸 化鉄)を 含む。

12暗 褐色粘土,黒褐色粘ニヒ粒 ・暗茶褐色粘土粒 ・暗灰褐色結土粒(酸 化鉄)・焼土粒 ・炭化物を含

む。

13暗 辛慰 占二し 暗灰褐色粘土粒(酸 化鉄)を 含む。

14暗 褐色粘二と。暗茶褐色畔占ニヒ粒 ・ブロック・黒褐色粘土粒 ・ブロック ・暗黄褐色粘土粒 ・暗灰褐色

粘士粒'焼 土粒・炭化物を含む。
15暗 陽色粘±。多量の暗茶褐色辛占士粒及び暗灰褐色粘土粒(酸 化鉄)・黒褐色半`1±粒 ・暗黄褐色粘士

粒 ・焼土粒 ・炭化物を含む.

16i臨 茶褐色シルト。

第36図 土 坑(9>第83号 ～86号 ・89号 ～95号 土 坑
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・
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第98号 ・99号土坑

土層説明(A-A'、B-B')

1瞬 馳 靴し 暗茶褐色粘ニヒ粒 ・1暗灰褐色粘士粒 ・灰自色粒を含む。

2暗 辛轡 占土、黒褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘土粒 ・焼士粒を含む,

3噺 轡 占七,暗茶褐色粘土粒を奮む。

第IGO号 ・101号 ・rO2号 土坑

ゴニ層説明(A-A'、B-B')

1

2

3

4

B

・

B

・

≡撃
暗褐色粘ニヒ,黒褐色粘ニヒ粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・暗撫屠色粘土粒 ・暗灰褐@ド占±雅 を含む。

暗褐色粘±ら多量の黒褐色粘上粒 ・暗茶褐色粘ニヒ粒を含む。

暗褐色粘土。黒褐色粘土粒 ・ll痔茶褐色粘土粒を含む。

暗褐色淋上 黒褐色粘土粒 ・ll痔茶褐色粘ニヒ粒を含む。

第103号 土坑
土層説明(A一κ 、8君>

1暗 褐色粘土。火匡灰を含む。

2暗 褐餅 占島 黒働断杜 粒 暗 茶褐轡 占土粒
・暗黄褐色罪占土粒・礫 ・焼士粒を含むb

4

B

・

B

・

窪

第104号 ・105号土坑

土層説明(A-A')

1暗 褐色粘土。黒褐色粘土粒・暗茶褐色粘土粒 ・暗灰檀r色粘七位(酸 化鉄)を 含む。

2暗 茶隅色粘島 黒褐色枯土粒を含む。

3暗 褐色粘上。暗黄褐色粘:と粒 ・黒褐麟 占士粒 ・火山灰を含む,

4暗 掲色撚島 暗黄褐餅占土粒 ・ブロック・黒褐轡辻 粒 ・暗灰褐餅占土粒を含む。

5暗 賜色粘土。黒褐色粘上粒・麟 蹴 ニヒ粒 ・瞭灰喝鱗 辻 粒 恢 罎懲 立・暗黄裾轡 占土粒 ・樹醤を含む,

β

第107号 土坑

土層説明(A-A!、B-B')

1暗 褐色粘:L暗 黄褐色粘ニヒ:位・黒褐色粘'ヒ粒 ・暗灰1易斡陪

土粒 ・焼土粒 ・炭化物 ・火山灰 ・礫 ・ニヒ器片を含む。

2暗 褐色ド占二b黒 褐色粘ニヒ粒 日i翫黄褐色粘上随を含む。

3暗 褐色粘上 黒褐齪占士粒及び冬や 多量の暗黄褐轡占±粒

を含む。

4暗 褐色粘圭。暗黄擬 號:ヒ}賊・暗茶働色粘土粒 ・黒鱗色粘

土粒を含む。

5暗 褐色粘ニヒ。黒褐色粘ニヒ粒・ブロック・暗茶褐窪伴占:ヒ粒 ・

士器片を含む。

6暗 褐猷 占士。黒褐麟占ニヒ粒・暗卿勘色粘土粒を含観

oL=:39,400m2rn

一 工,GO

第37図 土 坑(10)第87号 ・88号 ・96号 ～107号 土 坑
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β 阜

第108号 ・109号土坑

土層説明(A-A'〉

⊥ 暗褐色粘土。暗黄褐色粘土粒 ・黒褐餅 占士粒 ・火LL灰を

含む。

2暗 褐臨粘土,暗 黄褐色粘土粒 ・ブロック ・黒働色粘士粒
・火鼠灰を含む。

3暗 褐色粘九 黒褐色祐±粒 ・暗黄婦色粘土粒 ・塒茶褐色

粘土粒 ・焼士粒 ・炭亀物 ワ{礫を含む。

4黒 褐色粘±二。暗黄褐色粘士粒 ・焼土粒を含む。

5暗 褐色粘上 暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒を含む。

6黒 褐色粘島 暗黄褐色粘土粒を含む。

7暗 褐色粘土,暗 茶褐色粘土粒を奮む。

8暗 褐色湘島 暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘ニヒ粒 ・黒褐色

粘土粒 吠 山灰 列礫 を含む。
9暗 褐色粘±ゐ暗黄褐色粘土粒・暗辮雛 粘土粒 ・黒褐色

粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物を含む,

10暗 褐色粘鵡 暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐色粘土粒及び少鑑

の黒褐色粘土粒を含む。

第110号 土坑

土層説明(A-A'、B-B')

1暗 褐色ド占ニヒ,黒褐色粘土粒 ・ブロック・暗茶褐臨粘土粒 ・ブ

ロック(火山灰)りi礫 を含む。

2暗 茶褐色粘土。黒働色粘土粒 ・ブロック・暗茶褐色鮎土ブロ

ック・暗黄褐色粘土粒 ・ブロック・暗褐色粕士粒 ・ブロック

を含む。

3暗 褐色粘五 黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘上粒 ・暗辮暑鯉占土

粒・暗灰褐色粘±粒を含む。

4暗 褐色粘土。暗灰褐色粘土粒(酸 化鉄)を 含む。

5暗 褐色粘土。暗黄褐色粘土粒を含む。

6暗 褐色粘土、火山灰を含む。

7暗 褐色粘土,黙 轡 占土粒 ・暗黄褐色来占土粒を含む,

8暗 褐色粘二し 暗茶褐色粘土粒 ・暗黄働邑粘土粒を含む。

9暗 褐色粘土。多量の黒褐色粘土粒 ・ブロック ・暗黄褐色枯ニヒ

粒及び少量の暗茶褐色粘上粒を含む。

lOl囎 告上 呉興甜 占ゴニ粒を奮 むo

第111月「・口2号6113号 ニヒ坑

土層説明(A-AへB-B')

L暗 褐色粘島 黒褐色粘上粒 弓暗黄褐色粘土粒 ・火江灰 ・焼上粒 ・炭化物を含む。

2暗 褐色粘土,黒 褐色粘上粒 ・i麿茶褐色粘土粒を含む。

3曝 齪皇粘土。懸黄褐色粘士粒 ・黒働色粘土粒 ・焼±粒 ・炭化物を含む。

4暗 轡色粘土。火山灰 ・黒働色粘ニヒ粒を含む。

5暗 褐色粘:ヒ,暗黄褐色粘±粒を含む。

6暗 褐色粘島 階黄褐懲占土粒 ・火臣灰 ワ}礫 ・土器片を含む。

7暗 褐色精土。黒衛色粘土粒 ・ブロック ・暗黄褐色粘土粒を含む。

8暗 褐色粘土。黒褐色粘上粒 ・暗黄褐色粘ニヒ粒を含む。

9暗 褐色粘島 暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物を含む。

10暗 茶喝色粘土。暗黄褐色粘ニヒ粒 ・焼土粒を含む。

11暗 褐色粘島 暗黄辛轡 占ニヒ粒 ・焼ニヒ粒を含む。

12黒 褐色柴占、[渇

B暗 褐色粘土。暗黄陽色茅占土粒 ・暗茶褐色粘ニヒ粒 ・炭化物を含む。

M暗 褐色粘土(シ ルト質)。暗黄褐色粘ニヒ粒 ・暗灰褐色粘ニヒ粒・炭化物を含む。

15暗 褐鱈 占混 黒褐轡占ニヒ粒・ブロック・暗黄褐猷占土粒 ・焼ニヒ粒 ・炭化物を含む。

SK114
冷A'

塗

窪

SK115

4

SK116

AA

霧笏 編

4

SK117

4

第114号 土坑

土層説明(A-A'、B-B')

1暗 褐色粘土。黒陽色粘土粒 ・暗灰褐色粘:継立(酸 化鉄)

・焼土粒 ・灰白色粒 ・を含む。

oL=39.300m2m
-==ヨ1,6。

R
7

撃

曝
第115号 土坑

ニヒ層説明(A-A'、B-B')

工 暗褐色枯土。黒褐甑粘土粒 ・暗茶陽色粘ニヒ粒 ・焼土粒 ・

炭化物を含む.

阜
辱 寧

伽磁
第1【6号土坑

土層貌明(A-A')

ユ 「齢 占土。暗灰褐色湘iニヒ粒(酸 化鉄)・焼土粒

を含む。

2黒 陽色粘二し 暗黄褐色粘土粒 ・暗灰褐色粘ニヒ粒

(酸化鉄)・焼上粒 ・炭化物を含む。

寧

霧徽 彪

第 目フ号土坑

土層説明(A-A')

L暗 褐色粘ニヒ。暗黄褐色粘ま二粒 ・焼:ヒ粒 ・礫を

含む.
2「 暗褐轡占±渇黒褐色半占卦 立・i暗黄手雛*占土寧立

を含む。

3暗 褐臨枯上。黒褐色粘士粒 ・暗黄褐色粘二髄
・焼土粒を含む。

第38図 土 坑(11)第108号 ～117号 土 坑
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型で あ り深い土坑で ある。覆土 は、大半 が黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐色 粘土粒 ・暗灰褐色

粘土粒 ・灰白色 粒 ・焼 土粒 ・炭化物 を含 む暗褐色粘土層(第4層)が 堆積 して いる。第4層 中上位の北

東端 中央央部 には、径50cmの 円形範 囲に焼土面 が検出 されてい る。

遺物(第42図 ・第44図 ・第13表)は 、 この焼土面 を中心 に、わずかな礫 と共 に検出 されてい る。焼土

面 の 中に古銭(7)、 焼土面 を囲 む ように青磁 高台椀(2)、 かわ らけ(4)、 焙 烙(5)、 板 碑(8)、

石臼(9・ 下臼)の 他、古銭(6)は 張 り出 し部北西端近 くか ら、白磁椀(1)、 かわ らけ(3>、 は土

坑南部 か ら出土 している。

第100号 土坑(第37図 ・第12表)

平面不整 な方 円形 、断面 は東 か ら南側 が低 く、北 か ら西に向けてやや湾曲 しながら浅 くなる。1.05×

(0.85)×0.43mの 規模 を有す る。中型 であ りやや深 目の土坑で あ る。覆土 は、黒褐色 粘土粒 ・暗黄褐色

粘土 粒 ・暗茶褐 色粘土粒 ・暗灰褐 色粘土粒 を含 む暗褐色粘 土層(第1層)が 堆 積 して い る。調査 時 は、

第2層 との変 換 が縦の分離 であった こと、底面 の角度変換 点 とが一致 した ことか ら、第101号 土坑 と別

土坑 としたが、底面の傾斜 が統 一 した ものであるため、同一土坑で ある可能性 も高 い。 もしそ うである

な らば、1.85×1.05×0.43mの 規模 を有す ることとなり、大型 であ りやや深 目の土坑 であ るといえる。

遺物(第42図 ・第13表)は 、最深 部か ら石 臼(1・2・ 共 に下臼)が 検 出 されて いる。

第105号 土坑(第37図 ・第12表)

平 面やや不整 な円形 、断面 は略矩形 を呈す る。0.93×0.85×0.48mの 規模 を有す る。 中型で あ りやや

深 目の土坑 であ る。覆土 は、黒褐色 粘土粒 ・暗茶褐色粘土粒 ・暗灰褐色粘土粒 ・灰 白色粒 ・暗黄褐色粘

土粒 ・骨片 を含 む暗褐色粘土層(第1層)が 堆積 している。土坑 中央 ・上位 には15×25c継 範囲 に骨片 の

集 中がみ られ る。

第107号 土坑(第37図 ・第12表)

平面長円形、 断面 は凹凸があ るもの、壁 が湾 曲す る部分 もみ られ るが、矩形 を呈す る。2.05×1.56×

1.18mの 規模 を有 す る。大型 であ り深 い土坑 である。覆土 は、下位 に黒褐色粘 上粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・

暗茶褐色粘土粒 を含 む暗褐色粘 土層(第2～6層)、 中位か ら上位 には、暗黄褐色粘土粒 ・黒褐色粘土

粒 ・暗灰褐色粘 土粒 ・焼 土粒 ・炭化物 ・火山灰 ・礫 ・土器片 を含む暗褐色 粘土層(第1層)が 堆積 して

い る。

遺物(第42図 ・第43図 ・第13表)は 、土坑 中央第1層 中位 に組 まれた礫 中、あ るいは周囲 か ら検出 さ

れてい る。器種 として、圷形 かわ らけ(1・2)、 焙烙(3～7)の 他、土錘(8)、 砥石(9・10)等

がみ られ る。

第110号 土坑(第38図 ・第12表)

平面隅 円長方 形、断面 は、壁 がやや傾斜 す る部分 もみ られ るが、矩形 を呈 す る。2.96×1.70×0.65m

の規 模 を有す る。大型 であ り深 い土坑で ある。覆土 は、下位 に黒褐色粘土粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・暗茶褐

色粘土粒 ・暗灰 褐色粘 土粒 を含む暗褐色粘土層(第3層)、 中位 か ら上位 には、黒褐 色粘土 粒 ・ブロ ッ

ク ・暗茶褐色 粘土 ブロック ・暗黄褐色粘土粒 ・ブロック ・暗褐色粘土粒 ・ブロ ックを含 む暗茶褐色粘土

層(第2層)を 中心に して、含有物 を違 えた暗褐色粘土層(第1層 、第4～10層)が 堆積 してい る。

遺物(第43図 ・第44図 ・第13表)は 、土坑南東隅の第3層 中か ら土師器圷(1・2)が 、土坑北西部

の第2層 上位 か ら古銭(3・6枚 が付着 した状況)の 他 、骨片 が検 出 されて いる。
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第116号 土坑(第38図 ・第12表)

平面 隅 円長 方 形 、断面 は、対 面 が南 か ら北へ 直線 的 にた ちあが るが、略 逆台形 を呈 す る。1.31×

1.05×0.14mの 規模 を有 す る。やや大型で あ り浅い土坑で ある。底 面の 中央 か ら北寄 りには、暗黄褐色

粘土粒 ・暗灰褐色 粘土粒(酸 化鉄)・ 焼土粒 ・炭化物 を含む黒褐色粘土層(第2層)が 円形 に広 が り、

上位 には暗灰褐色粘土粒(酸 化鉄)・ 焼土粒物 を含 む暗褐色粘土層(第1層)が 堆積 してい る。

遺物(第43図 ・第13表)は 、土坑 中央 か ら北寄 りの第2層 中の堆積 す る位置 を中心 に、第1層 上に群

材 す る小礫 の あい だか ら、いず れ も煤 の付着 した焙烙(1)、 石臼(2・ 上臼)の 他、骨片 が検 出 され

ている。

第118号 土坑(第39図 ・第12表)

全土坑 の西端 に、単独 で所在 してい る。北東 部の 一部 が調査 区域外 に位置 す るが、底面 の上場か ら、

2.90×2.43×0.57mの 規 模 を有 し、形状 は長 円形 を呈す ると思 われ る。大型 でやや深い土坑 で ある とい

える。第3号 住居跡 に一部 を切 断 されている。壁 はほぼ直立す る部分 が多い。底面 は、西か ら南 にかけ

て深 く、東か ら北 に向 けて直線 の斜面 を成 して立 ち上が る。底面 中央 やや北西寄 りに、30×23×18cm規

模の ピ ッ トが穿 たれてい る、覆土 は、多量 の焼土粒及び 、炭化物 ・土器片 を含 む黒褐色粘土層(第6層)

である。

遺物(第43図 ・第13表)は 、大量の土器 が焼 土粒及び炭化物 と混在 して、検 出 されて い る。器種 は、

須恵器杯(1・ 周辺部ヘ ラ削 り調整)、 競輔土師器杯(2・ 焼 きが さほど甘 くない)、 土師器 杯(3～20)、

土師器甕(21～23)等 がみ られる。

第118号 土坑

土層説明(A-A')

ユ 表島 耕作±ら

2聯 易色粘土。火山灰 ・焼 ヒ粒を含む。

3暗 褐色粘土.少 量の火山灰を含む。

4黒 皐馳 枯b礫 ・焼土粒を含む。

5黒 褐色粘±あ

6黒 褐色粘一L多 量の焼土粒及び炭化物 ・土器片を禽む。

B
-

B

%

C

・
C,

oL=・39800m2rr1
ヒ=-16。

第39図 土 坑(12)第118号 土 坑
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第12表 土坑一覧表(第25図 ～第39図)
1区 隊司 位 置1平 面形1長 軸(

m>1短 軸(m月 深さ(m月 特殊遺物1備 考

1

区

1 AP-59 隅円長方 1.061一 0.88

　 …

2 AQ-59 円 0.801一 0.44 砥石 ・炭化物付着礫

3 AQ-58 隅円長方 1.2410.52 0.18

4 AP-57 隅円長方 1,030.60 0.40

… 　

5 AQ-58 隅円長方
1

1.40一 0.76

6 AR-58 方円 0.76一
ミ

0.33

7 AR-58 隅円長方 1.071一 0.28

⊥
9

AR-58
一

方円 1,000.78 0.28

AR-58 隅円長方 1.45-1 0.60

10 AR-58 不整 1.141α76 031

11 AR-57 円 0.8110.66 0.12

12 AS-57 不整 1.2010.80 0.23 骨 ・鉄 片 SK-13と 接

13 AS-57 長方 1.8011.66 0.61 骨 ・ス ラ ッグ ・土 錘 ・鉄 片 SK-12と 接 、14よ り新

14 AS-57 長円 0.7810.41 0.08 骨板碑礫 SK-13よ り古

15 AS-57 長円
　

2,120.92 0.24 骨 ・歯 ・古 銭 ・鉄 片

16 AN-53 隅円長方 1,120.63 0.48 五輪塔
7σ

00可⊥-

AN-53
…

隅円長方 1認;一 0.29

AN-53 隅円長方 一lo .58 038
I

1
11

19 AM-53 隅円長方 1.1210.78 0.50

　 剛m-

2号 集 石 ・SK-20よ り古 、21よ り新 、22と 接

201 AM-53 方円 1,301.06 0.66 2号 集 石 よ り古 、SK-19・21よ り新

、2ヱ AM-53・ 円
」ヱ

,181.14 0.30 SK-19・20よ り 古 、22と 接

22AM-53方 円 1.2611.14 1.28 古銭 袋 状 土 坑 。SK-19・21と 接

123AM-53隅 円長 方 1,420.88 0.86 袋 状 土坑 。2号 集石 よ り古 、SK-24と 接

1

二

2生LAM-521隅 円長方 ユ.2310.98 0.30 SK-23と 接
二

25AM-52方 円II 1.0010.88 0.88 不明石製品砥 石礫 袋状土坑

1!26AM-52「 隅 円長 方 1.96 一 1.44

II27旨AK-50 1長 円 2.20 1.76 0.72 古銭礫
・且 ・2AK-49・ 円

E
1.28 1.26 0.62

112AK-49{長 円
門ヨ ー

1.06
　

O.80 α53 SK-30よ り古

13AK-49 長方 2.05 1.06 1.01 SK-29よ り新

区31AJ-49 不整 1.34 0.75 0.60 SJ-1よ り新
;二
、32二A}{-44 不整 3.05 一 0.60 SJ-3・SD-8よ り古
一
33AW-52 不整 1.94 一 0.90 SK-34よ り新

田

区

34 AW-52 不整 2.30 一 0.20 SK-33よ り古

35 AW-52 長方 一 LO8 0.16 上臼 ・鉄製品 SD-1よ り古

36 AX-52 方円 1.67 一 0.80 袋 状 土 坑 。SK-37・40・41よ り新

37 AX-52 不整 1.80 一 0.24 SK-36・41よ り 古

38 AX-52 長円 0.70 一:0
.28 SK-40よ り新

39 AX-52 長円 1.00 一 〇
.60 SK-40よ り新

40 AX-52 不整 　 一 〇.42 SK-36・38・39・44よ り古 、41よ り新

41 AX-52 不整 1.30 一 旨0 .23 SK-36・37・40よ り古

42 AX-52 長円 2.20 0.9310.62 SK-43・45よ り 古

43 AX-52 方円 0.64 一 〇
.421 SK-42・44・45よ り新

44 AX-52 不整 1.63 L13:0.63 SK-40よ り新 、43よ り古

45 AX-51 方 1.56 一10
.80に SK-42よ り新 、43よ り古

46 AX-51 隅円長方 1.07 0,781 SK-47よ り新

47 AX-51 不整 1.72 一10
.64 SD-5・SK-46よ り古

48 AW-51 円 1.00 一 〇
.50 SD-1・2よ り 古

49 AX-51 円 1.00 一 〇
.58 SD-5よ り古

50 AX-51 長方 (0.95) (0.60)10.15 SD-5よ り古 、1よ り新

51 AV-51 隅円長方 1.14
10

,850.15

52 AW-50 方円 1.53 1.52 0.50

53 AT-51 方円 1.03 一 0.455ス ラ ッ グ

54 AU-51 隅円長方 1.50 1.02
10

.45

55 AU-51 不整 (0,74) (0.30) 0.04 SK-56よ り古 「

56 AU-51 方11.40 1.30 O,36、 SK-55・57・58よ り 新

57 AU-51
1隅円長 が

1ユ2 一 0.24[ SK-56よ り古

58 AU-51 隅 円長 方0.90 0.72 0.10 「SK-56よ り古

59 AU-51 長方 「L20 0.80 O.32!1
1

一65一



区N。1位 置1平 面形1長 軸(m月 短軸(m)1深 さ(m)「 特殊遺物 備 考
剛

60 AU-50 不整 2.42 1.20 0.36 本来2土 坑か

61 AT-51 長円 一 1.00 0.25

62 AT-51 不整 1.20 (1.00) 0.20 本来2土 坑か。SK-63よ り古[

63 AT-50 長円 1.70 1.15 0.42 礫 SK-62・]R47・48よ り新 、SK-64よ り 古

164 AT-50 長円 0.85 (0.80) 0.33 SK-63・65よ り新

協5 AT-50 円 1.55 一 0.28 SK-64よ り古1
166

AU-50 P] 0.65 一 0.10
lSK-67より新

67 AU-50 方円 0.78 一 0.12 SK-66よ り古 、68よ り新 「

68 AU-50 長円 0.82 0.44 0.15 SK-67よ り古1

69 AU-50 長円 4.25 0.75 0.20

… …

SK-70よ り古

70 AU-50 長円 1.70 1.15 0.26 SK-69よ り新

ーー 71 AT-50 隅円長方 1.85 1.30 0.37

思

72 AT-49 長円 0.90 0.60 0.15 歯 SK-73よ り新

73 AT-49長 円 1.88 1.14 0.80 SK-72よ り古

74
I

AT-491隅 円 長方1 1.36 1.12 0.46

75 AT-491不 整 三.48 一 α181 SK-76よ り古

76
1AT-49長 円
1

1.64 1.25 o.34[ SK-75・77よ り 新
二

二

二
二

ニ

ー

1

1

1

1

1

1

1

…

二

二
二

;

77 AT-491不 整 1ユ7 1.15 0,25旨 SK-76よ り古

78 AT-491隅 円長 方1 一 1.00 0.28 SK-79よ り古

79 AT-49i方 2.20 2.00 0.42 古銭 SK-78よ り新

80
IAU-49 円 1.30 1.18 0.78

81 AS--49 不整 0.86 一 0.08 SK-82よ り古

82 AS-49 不整 1.13 1.01 0.30 SK-81よ り新

83 AS-49 不整 1.30 一 0.20 SK-84よ り古

84 AS-49 隅円長方 一 1.18 0.45 SK-83よ り新 、91よ り古

85 AT-49 隅円長方 2.00i1.48
1

0.95 袋 状 土 坑 。SK-92よ り新

86 AT-48 長方 一11
.22 0.67

耐

SK-93よ り古

87 AT-481不 整 1・5211・04 0.25 SK-88よ り古

88
二

AU-48i不 整 1.0010.81 α66礫 袋 状 土 坑 。SK-87よ り新

89 AS-49方 円 0.98一 α20「 SK-90よ り古

90 AS-49 矩 一 1.28 0.54 鉄製晶 SK-89よ り新 、94よ り古

91 AS-48 隅円長方 1.70 0.96 0.64 SK-84よ り新 、94よ り古

92 AS-48 不整 一 一 0.52 SK-84・85・91・94よ り古 、93よ り新

93 AT-48 不整 一 1.70 0.98 SK-86よ り新 、92よ り古

94
5

AS-48 長方 3.03 1.30 0.80 古銭 板碑・下臼 ・鉄片 SK-90・91よ り新 、95よ り古

噸

…

AS-48 隅円長方 1.40 0.96 0.33 SK-94よ り新

96 AS-48 不整 2.20 1.50 0.17 SK-97よ り古

97 AS-48 隅円長方 1.50 1.16 α68 SK-96よ り新

98 AS-48 円 0.901一 ミ 0.27 SK-99よ り古
E99

AS-48 隅円長方 1.7011.02 0.50 SK-98よ り新

区

100 AS-47 不整 1.05(0.85) 0.43 下臼 ×2 SK-101よ り古 、 あ るい は同 一 土坑 か

101 AS-47 不整 1.05 (0.95) 0.31 SK-100よ り新 、 あ るい は同 一 土坑 か

102 AT-47 長円 1.12 0.42 0.32

103 AT-47 隅円長方 1.70 E1.41 0.75 礫

104 AS-48 長円 1,510.93 0.69

r欄7

SK-105よ り古

105 AS-48 円 0,930.85 0.48 SK-104よ り新

廉
i

AS-47 長円 0.9510.71 0.32

AS-47 長 円 ・ 2.0511.56 1.18

… 置 一一 …

砥石 土 錘 鉄片 ・礫

AS-47 不整1(1.48) 1、 認 0.92 SK-109よ り新i

1109AS-47 長 円11.40冑 (0.82) 0.88 S]K-108よ り古1

1110AS-47 隅 円 長方 ・2.96 1.70 0.65 骨 古銭
1

111 AR-47 不整lL62 1ユ2 0.75 SK-113よ り新

112 AR-47
1不 整1

.161 (0.60) 0.26 SK-113よ り古

113 AR-47 長 円(2.38) 1.54 0.56 SK-111よ り古 、112よ り新

114 AR-46 円0.96 一 0.06 礫

I

I

I

I
E

115 AR-45 長円 蔦95 0.75 0.26

116 AS-43 隅 円 長方11.311.05 0.14 上臼礫

117 AR-43
一

隅 円 長方;1.571.15 0.22 礫

阻8 AL～37
π不 整
1-2.43 0.57 焼土
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第13表 土坑出土遺物観察表(第40～44図)

NQ器 種 口 径 器 高1底 径1胎 土1焼 成1色 調 残存率 旨 備 考
や7曽 呵 ウ Ψ

組鰻難 か わ らけ ・型 ・2・2 2.9 7.4 B・A・J・E・K・Nつ B 榿 ほぼ完形 、

1集2 鞭轄土 師器 杯1一 一 5.8 B・A・1・E B 禮1底 部3/4「

1集3 焙 烙1(30.0) 一 一 M・A・B・E・1く ・O B 黒褐1上 位1/41内 外面 煤 付 着 。1

1集4 焙 烙1-1一 (24.2) A・B・M・G・1・KE・N C 黒褐;底 部1/10内 外面煤付着。 }
1集 毛1焙 烙 一1一 (33.0) E・M・B・A C 灰白 底部1/301ト

1舞集嬬 堪 石 臼{径33 .0、周 辺 部 高 さ11.21/6i上 臼 。1

縷騰穰 石皿 そ蚤40.41/8

馨騰磯 不明石製品 径16.7、 周 辺 高 さ8.3、 中 心 高 さ5.4

1
ほぼ完形

2集1焙 烙 (32.5)1(6.5) (31.6) B・1・M B 鈍い黄褐 体 部1/12外 面吸 炭 。

2集 一2天 目茶碗

…

(11.6)15.4 (6.4) A A 灰白1/51外 面上位 内面全面鉄粕。

211砥 石 最 大 幅(3.0)、 最 小 幅(2.8)1一

12-1輻 輔土師器 腐 台椀 _二:.

(11.8)12.8

1一 (10.6) M・N・A・G・J・1 C 黄灰1底 部1/4全 面吸炭。

134土 師 質 ・杯 5.O B・E・1 A
}鈍

い黄概1/4、 全面吸炭。内面煤付着。外面磨滅。
寵 軍 蹴 甥

土錘
一 一1一

長 さ3.1、 径1.1、 孔 径2.5、 重 さ23g完 形1

懸'頻 ス ラ ッ グ 重さ16.69:1

器台 11.5612.95113。25 B・A・1 B 榿 ほぼ完形1

15-1 韓輔土師器 杯 一 一(8
。2) B・M・A B 榿 下位1/61

115-2 土師器 甕 一 一1(5
.5) B・M・D・J・K B 鈍い黄榿 底部1/8 L内 面 吸炭 。

鐵 麟茎 古銭 径2.5、 最大 厚0,12、 重 量2.3g、 「開元 通 寳 」、 真書 、背 上 月 、

1:藤藤 古銭 径2.45、 最大 厚O.12、 重 量2.Og、 「開元 通 寳 」、真 書 、

1麟 縫 古銭 径2.4、 最大 厚0.1、 重 量1.7g、 「○徳 元 費 」、私 鋳 銭 か?、 文字 磨 耗 、
塘,℃

欝 魏 豊 古銭 径(2.3)、 最 大厚0.1、 重 量1.7g、 「元 ○ 通○ 」、 文字 磨 耗 、

古銭 径2.35、 最大 厚0.15、 重 量2.1g、 「大 中通 實 」、真 書 、
構 轡 ・ ・ 甲 岬

織 屡緯 古銭 径 一、 最大 厚0.15、 重 量0.4g、 「○○ ○ ○ 」、 一部 の み 、

灘鑛 歯
…1

l

l

縫 謙:嚢 五輪塔 空 輪 長 軸14.6、 短 軸11.6、 高 さ(10.7)、 風 輪 長 軸 ⊥142下11.7、 短 軸 上11.3下9。5、 高 さ7.5、 金 体 高 さ(199)1

22-1 焙烙 一 一 一
A・B・M・1・K B 鈍い黄鐙 、体部一部 、外面煤付着。

22-2 焙烙 一 一1(23
.0) M・A・1・N B 灰褐1底 部一部1外 面煤付着。

古銭 径(2.4)、 最 大厚0.15、 重 量1.4g、 「政 ○通 賀 」、 蒙書 、文 字磨 耗 、

23-1 輪轄土師器 ・杯 一1-aOE・1・A・B・MBI淡 禮 底部3/4 内面吸炭。
写 唱 写 冗

潔鍛1 打製石斧 最 大 長12.2、 最 大 幅7.9、 最 大厚2.4、 重 さ250g 完形

25-1 土師器 杯 一 一 (6.5) M・A・B・1・N B 榿 1/4 表面磨滅。1
25-2 焙烙 一 一 一

1・A・E・M・N・G B 鈍い褐 体部一部 外面煤付着。 」

25-3 焙烙 (30.2) 一 一
LA・B・M・N・G B 褐 口縁部1/16 外面煤付着。1

25-4 砥石 最 大 長13.65、 最 大 幅3.0、 最 大厚3.5、 重 さ210g 煤付着。E
27-1 須恵器 ・高台椀 一 一

(7.4)lB・A・N・IlC 鈍い黄 底部1/2

27-2 土 師 器 ・杯 一 一
⑯8)lE・1・M・A・N・HIB 明赤褐 底部1/4 表面磨滅。1

27-3 焙 烙(33.6) 5.7 (28,3)lM・B・J・KA・OIB nLr__
鈍い褐 1/3 二次加熱。煤付着 。1

識灘婁 .隆 ⑳5)、古 銭 最 大 厚0.1、 重量1.7g、 「嘉 祐通 寳 」、 筆 書 、 _1
1蚤灘 毒: 古銭 径2.5、 最 大厚0.13、 重 量3,3g、 「皇 宋通 蜜 」、真書 、
馨脚 粥 纏

1婁鷺騰 古銭 径2.45、 最 大厚0.1、 重 量2.4g、 「○ 宋通 費 」、 真書 、文 字磨 耗 、

!!罐醜 古銭 径(2.45)、 最 大厚0.09、 重量1.4g、 「元 豊通 實 」、 行書 、

1撚 韓 古銭 径2。5、 最 大厚 α09、 重 量1.5g、 「鮮 符元 賀 」、 真書 、 三
'亨 華 藩 。 甥

1婁膿 難 古銭 径2.5、 最 大厚0.13、 重量3.Og、 「景 徳元 寳 」、 真書 、

!鯵 纏 古銭 径2.25、 最 大厚0.09、 重 量1.8g、 「淳 熈元 寳 」、真 書 、背 十 二 、

灘灘 馨 古銭 径2.45、 最大 厚0。12、 重 量2.6g、 「元豊 通 寳 」、築 書 、

28-1 1か わ らけ廓 (11.8)12.8 5.6 M・B・MIBI榿 1/3 表面磨滅 。

32-11須 恵 器 杯 _1_
(6。0) M・A①NB4黄 灰 底部2/5

32-2須 恵 器 杯 一 一 (8.0) A・B・M・ 王B 鈍い黄褐 底部1/6

32-3須 恵 器 ・甕 一 一 一

…………r

A・B・E・D・NB 灰 体部一部 外面 に自然紬。

32-41須 恵 器 甑1

一 一 一
A・B・M・H B 褐灰 底部一部

32-5韓 輔土師器 皿 一 一 (7.0) N・B・D・1 B 榿 下位1/4

1灘露{霧1輔輔土師器・高台椀蹴 (15.2) 6.4 7.8 M・N・A・1・E・G 3
B

榿 1/2
132

-7土 師 器 ・甕 　 　 4.0

…

B・A・1・O 明赤褐 下位1/4

…

328唾 師器 ・台付甕 … 一
(9。4) M・B・A・1 B 明赤褐 台部1/3

354陸 師器 ・高台椀 一 一 (5,6) B・1・E・K B 榿 下位1
3団1焙 烙 (26.0) 一_

O・1・A・B B 灰 口縁部1/241外 面炭化物付着。1

1灘鎌 砧 径(22.0)、 周 辺 部 厚8.7 1/8}上 臼 。{

1ll麟 拳 鉄製晶 重 さ9ユ9

　

一

一68一
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lNα1器 種1口 径1器 高1底 径1胎 土 海 成1色 調1残 存率1備 考

4&1雁 輔土師器 杯
E -(0 .8) 4.6}B・A・E・1・J・N・K B 榿 底部のみ

46-2 競櫨土師器 杯 一1一 6.6 M・B・D・1・L・N C 明黄褐
一

底部
46-3 韓輔土師器 ・杯 一1一 7.2 1・A・B・M B 榿 底部3/4

46-4 かわ らけ 一 「 一 4.0 B・A・1・D B 榿 底部3/4

46-5・ 須 恵 器 甕1(22,8)
1

_ 一
B・A・ 王・N B 灰黄 口縁部1/6{

46-6焙 烙1(32.9) 一 一
A・N・1 B 灰黄 上位一部

46-7 焙烙
1(37

.6) 　 一1
M・A・1・NB・K B 黄灰 口縁 部1/12 外面炭化物付着。

4〔シ8 焙烙 (26.4) 一

1一 匡A・1・E
B 灰 上位…部

46-9 焙烙 一 一
・(2生8)lI'A'E'N ;B: 鈍い榿 底部一部

46-10 焙烙 一 一1一
A・B・1・N「Bl鈍 い 榿 底部一部 内外面煤付着。

14a11 焙烙 (32.4) 一1一
B・0・A・N B 赤禮 口縁部1/6 二次加熱。

46-12 焙烙 (28.2) … 一
M・B・A・1 B 黄灰 1/12

46-13 須恵質 ・甕 一 「-
1 (12.0) N・A・B・LI C 灰黄 下位1/8

毒諭1 土師器 杯 (17.8)3.0 (8.5) E・B・1 A 榿 1/3 口縁 内面の一部 タール付着。内面剥離多。

51-2 韓轄土師器 杯 …
1

_ (6.0) B・1・D・G・A・M B 鈍い黄榿 底部1/3 ;

5L31土 師 器 甕1(13.6) 一 一
A・B・D・K1 B 明赤褐 底 部欠1属

524輔 輔 土 師器 ・杯1一 一
16

.2、A・B・D・1・M・K B1 榿 底部のみ
}

52-2 親轄土 師器・杯
1(11.3) 2.5 (6.2)i

ε
E・A・B・1・H・G・M, Bl檀「 2/5

52-3 輔輔土師器 杯 一 一34
.9 B・1・D・E・A・K・MB 浅黄榿 底部3/4

52-4 焙烙 (39.0) (6.0)一 B・1・D・K・M・NB 鈍い黄褐 口縁 部一部 外面煤付着。

麟 轡纂 ス ラ ツグ 重 さ16,4g

60-1一 輪輔土師器 杯 トー 一 5.4 B・M・K・E・N・0 B 浅黄燈 底部のみ

63-1 須恵質 ・蓋 一1一 一
B・A・1・J・M・N B 灰黄 1つまみ部分

時y噸 蟄 凱

1鯵 嚢 垂 土師器 ・杯 11.5 3.6 5.1 B・K・1・G・A・D B 鈍 い榿{4/5「

1瞬 舞 土師器 ・杯 (11.O) 4.0 5.2 M・B・K・E B 灰 白1/41

63-4 か わ らけ ・杯 (11.0) (3.2) (5.6) B・GI B 浅劃登 上伽/如
79-1 焙烙 (25.2) 一 :-lA・BモL・Bl灰 黄 口縁部一部

79-2 焙烙 一 一1(2a4)lM・N・0・G
IB燈 底部1/10

潜糠 古銭 径(2.5)、 最 大 厚0、09、 重 量2.1g、 「元 祐 通寳 」、行 書 、

1灘嚇1 古銭 径(2.55)、 最 大厚0.13、 重量2.Og、 「宣 徳 通賀 」、真 書 、
鍵

1織購 かわ らけ (93)!2・ (5。7) M・B・D・1・H・K B 浅黄榿 1/4 底部 中央穿孔。

84-1 かわ らけ 一1一 4.0 B・A・D・1 B 浅黄榿 底部一部欠
1842 焙烙

」

(31.4)16.8 (28.2) B・A・1・D・E・M B 鈍い黄榿 1/12 内外面煤付着。吸炭。
葬鞍 瞭 孝轍 〉("

購鱒 須恵器 ・杯 (11.5)「3.5 6.0 B・A C 灰黄褐 1/2

92-1 輕輪 土師器 ・杯 一
1

_ (6.6) M・B・A・C・J B 明赤褐 底部3/8 内外面煤付着。

93-1 焙烙 (32.0) 14.4 (22.0) A・B・1-E・M・N B 灰褐 、/姐 内外面殿 化物膳 二次藤 一
94-1 白磁椀 一 … 一 一 A 灰白 一 部

94-2青 磁 ・高 台 椀 ・ 一 一1(5
.2)1一 A オ リーブ灰 1/8

1

「{

943iか わ らけ 一 (19)1(4.5)B・K・D・E・G・M B 浅黄榿 底部1/4

94-4 かわ らけ 一 一4
.0 B・A・D・1・M B 榿 底部のみ

94-5 焙烙 (30.0)
「

一 一 B・D・A・1・M B 禮 口縁部一部

1纏雑 古銭 径(2.5)、 最大 厚0.13、 重 量1.Og「 永 楽通 實 」、 真 書 、

臨麟::鷺 古銭 最 大厚0.11、 重 量0.4g「 治 ○ ○ ○」、築 書 、 一部 のみ 、

灘灘 板碑 厚 さ(25.0)
ニ

ー 部

藷鱗 賛 石臼 上径29.55、 下径27.3、 高さ9.8、 中央部高 さ(11,5)、孔 下径5,3、 最小径1,55 完形1下 臼。1
石臼 上径2&3、 下径25.6、高 さ10,0、中央部高 さ12,5、孔 上径3,8、下径4.4、最小径1.8 完形 旨 臼。

鵠懸 石臼 上径(42.0)、下径(39.2)、高さ89、中央部高さ10.8、孔 上径3,8、下径5.8、最小径2,2 1/4下 臼 。

灘 鱗, かわ らけ (6.6)
㎜…

2恩 μ8M・B・A・K・EBI榿 1/3

釜欝 歎 か わ らけ{(7.o) 2.Ol(3∠D{B・D・A・1・KlB鈍 い 黄 燈 1/6 内外 面 煤 ・タール 付 着 。1

107-3 焙烙 (30.6) 1生91(12.6)lN・B・A・rB}灰 自 1/4

107-4 焙烙 胴 内部 最 大 径(15.0) 1・A・N・D・H・K・M B 灰 一 部
l
l107-5
二

焙烙 35.4 　 ㎝
M・0・A・KN・E B 鈍い黄褐 口縁部1/10 外面炭化物付着 。二次加熱 。

107-6 焙烙 (32.6) 　 一
M・A・D・1・N B 褐灰 口縁 部1/12 内外面煤付着。

107-7 焙烙 (28.2) 一 一
N・1・B・C・A B 榿 口縁部1/5

灘 醸:1 土錘 長 さ(3.1)、 最 大 幅1ユ 、 重 さ3.4g;ほ ぼ完 形

107-9 砥石 最 大長(3.7)、 最大 幅(3.5)、 最 大厚(0.7)、 重 さ102g 一 三面使用。

107-10 砥石 最 大 長(3.7)、 最 大 幅(2,0)、 最 大 厚(1.3)、 重 さ14.1g
_1

纐騰 士師器 杯 12.8 2.95 9.OA・B・GD・N・IB{燈 ほぼ完形1
110-2 土師器 杯 (13.0) 3.71 一;B・1・JlB旨 榿

L
2/3「

購雛
i

古 銭 経2.5、 最 大厚0.13、 重 量3.4g「 永 楽 ○實 」、真 書 、文 字 磨 耗 、

騨轍1 古 銭1径2.45、 最大 厚0.1、 重 量2.Og「 至 道 元費 」、 草 書 、

一70一
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lNG「 器 種 「口 径i器 高1底 径 」 胎 土 焼 成⊥色 調1残 存率 「 備 考

藤難1 古銭 径2.5、 最 大厚0.1、 重 量2.9g、 「聖 宋 元 寳 」、築 書 、

1鍛鐵 古銭 径2.45、 最 大厚0.1、 重量2.6g「 か ん平 元費 」、真 書 、

1騰趨釜 古銭 径2.45、 最 大厚0.1、 重 量2.7g「 紹 聖 元 實 」、行 書 、

講麟 麟1古 銭 、径2.4、 最 大厚0。08、 重量1.9g、 「皇 宋 通 賓」、築 書 、

1搬 麹 古銭} 径 、最 大厚0.11、 重量0.6g、 「政 和 ○ 寳」、蒙 書 、 縁無 し、文 字磨 耗 、

111-1「 焙 烙 (28.0) 一 一N・B・1・A
I B 灰オリーブ 上位 一 部

111-2 焙烙 45.4 _1-A・B・1・J◆N B 灰黄褐 口縁部1/24

114-1 須恵器 ・杯 一 一
、(9.0)lB・A・1 B 願 隊 部一部1

111{}1
1 焙烙 (38.0) 一 旨 一lB・1・A B 鈍い黄燈

……

体部1/6外 面煤付着 。

口1a2 石臼 下 径(7.5)、 高 さ(28.0)、 1/5 外面炭化物付着。

117-1 土師器 杯 (12.8)一
一 M・B・G・N・1… 「百コ 明赤 褐 口縁部1/4 内外面吸炭 。

11&1 須恵器 杯
E

… 一 7.0 A・B・1・L B 灰黄 底部のみ

118-2 競輔土師器 ・杯 (14.2)一
一

M・D・B・A B 榿 口縁部1/4

嚢愈織1 土師器 ・杯 12.5 3.3 8.7 MB・J・K B 禮 3/4

繋鱗1 土師器 杯 13.0 2.8 10.2 1・B B 鈍い榿 3/5

ll爆縫 、 土師器 ・杯 (12.6) 3.0 (10.4) M・B・K・J・1つ B 榿 1/2

118-6 土師器 杯 (12.4) 一 (10.0) B・1・KH・A・N B 鈍い榿 2/5

118-71土 師 器 杯1(14.2) 一(1α6)1B・1・D・H・A・K B 明赤褐 1/5

・1賊 土師器 杯1(・ 鋤 一 一B・A・K・J・0・N B 榿 口縁部1/4 内外面煤付着。

11&釧 土師器 杯 1(140) 一1(12
.6)1・B・KA・M B 榿 口縁部1/引}

11&101土 師 器 ・杯 (12.3) 一 一
M・E・A・1 B 榿 1/61

118-11 1土 師器 杯
(13.9) 一 一

A・D・1・J・N B 榿 1/10
1

口1&12 土師器 ・杯
一 (12.0)　 剛

　 (10.4) A・D・0・J・EIC
l

鈍い機 体部1/8 内外面吸炭。
[118 -13 土師器 杯 (11。8) (2.5) (8.5) M・A・E・B・ 」 ・N・0

}B 燈 1/8

118-14 土師器 杯 (12,8) 3.3 (10.8) B・A・M・1・J・K・E B 榿 口縁部1/4

灘繊 土師器 ・杯 12.4 33 一
G・1・J・N・A・B B 榿 2/3

118-16 土師器 杯 (12.4)1一 (9.2) M・A B 榿 1/8

118-17 土師器 杯1
L

(11.2)(2.45) (9.0) A・B・D・1・J・N B 榿1口 縁部1/3

118-18 土師器 杯14,3 一 　
A・B・C①J・N・K B 燈 口縁部1/4

118-19・ 土 師器 杯(12.1) 一1
α0.4)1t B・AJ B

:

燈 口縁部1/4

11&20:土 師器 杯(1凋 一
,一!M・A・D・1 B 榿 1/8

講鱗 毒 土師器 甕 20.2 一[-
1 A・B・M・1・K・N B 明赤褐 口縁部4/5 内外面一部吸炭 。1

11&22 土師器 甕 (21,2) 一 一
A・B・1・J・D・N B 榿 口縁部1/8 [

118-23 土師器 甕 (23.1) 一 一
A・B・1・J・D・N B 明赤褐 口縁 部1/6i 1

5ピ ッ ト

ピッ トは、1区42基 、H区1基 、 盤区23基 、計66基 が確認 されてい る(第45図 ・第46図 ・第14表)。

しか し、住 居跡 、土坑 、溝跡 など、各遺構 の覆土 中に平面 プランは確 認で きなかった もの の、 ピ ッ ト

状 の掘 り込 みが断面 でみ られ る箇所 もあり、その実数 は確認で きた数 を上回 ることは確実で ある。

ピッ トの所在 は、各調査区で特徴的であ る。1区 で は、確認 された42基 の内、41基 が15基 の土坑 と集

中 して所在 し、第1土 坑 ・ピッ ト群 を形成 してい る(第23図)。 うちP21～P38で は、あ る程度 まとま

りをみせ るものの、他 ピッ トとの直接 的な関連性 は確認 されず、列 を成 す ものではな く、全 て単独で あ

ると判断 された。

しか しなが らP9で は、平面プ ランで単独 ピッ トと判断 された ものの、断面 の観察 によって2基 が重

なっていたこ とが判明 したもので ある。旧 ピッ トの覆土 は、暗黄褐色粘土粒 ・土器片 を含む暗褐色粘土

層(第2層)、 新 ピッ トの覆土 は、暗黄褐色粘土粒 を含 む暗褐色 粘土層(第1層)で あ り、第2層 か ら

須恵器椀(1)、 第1層 か ら圷形 かわ らけ(2)が それぞれ出土 してい る(第45図 ・第15表)。

H区 、皿区 では、 部 近在 す るもの もあるが、所在 自体単独が多い。

P9以 外小片 が多 く、実測 可能 な遺物 は、検出 されてい ない。
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ム母 ・

A

・

A

怠.

A

・

A

・

q
A

・
A

適.

A

・
阜'

灘

,⑦

纏
竺
髪
A

・

メ⑧

徽 %
〕笏

4

P1ニヒ1轡言党明(A-A')

/賠 掲色粘±。暗灰褐色粘

土粒 ・酸化鉄 ・暗黄褐色

粘士粒 ・焼土粒を含む。

P2ニヒ層説明 くA-Aノ)

1暗 褐色粘士。暗黄褐色粘

土粒を含む。

P3土 層説明(A一 パ)

1暗 褐色粘±6

2暗 褐色粘土。酸化鉄を含

む。

3目 音艶 粘土。黒孕易色辛占:ヒ

粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・焼

土粒 ・炭化物を含む。

P4ニヒ履尋説 明(A-A')

1

2

暗褐色粘土。焼±粒 ・炭

化物を含む。

暗褐蝕粘土(第1層 より

褐色味が強い)。

P6ニヒ溺誰明 くA-A')

ユ 暗褐欝 占土.黒 働色粘土

粒 ・焼士粒 ・炭化物を含

む。

◎ 、 @神 ◎ 愈 載 ◎
A

・
痔

碧髪
A

・

パ

・
A測

霊 〕笏
A
,

A

・

膨 灘
P7土 層説明(A一 パ)

1

2

暗褐色粘島 暗黄褐色粘

土粒 ・炭化物を含む。

暗褐色粘ニヒ。黒褐色粘土

粒 ・暗黄褐色粘ニヒ粒 ・焼

土粒 ・炭化物を含む。

4(》

A
-

A

・

笏
P13土 層説明(A-A')

1暗 褐色 粘:ヒ、暗黄褐色

粘土粒 ・焼土粒 ・炭化物
・ニヒ器 片を含む。

P8土 層説明(A-A')

1暗 褐色粘±島 暗黄褐色粘

土粒 ・焼土粒 ・炭化物を

含む。
2暗 褐色粘土。焼ニヒ粒 ・炭

化物を含む。

載

L髪
PI4土 層説明(A-A')

1暗 褐色枯:ヒ。暗黄働色粘

ニヒ粒 ・暗灰褐蝕粘土粒 ・

酸化鉄・黒褐∈豊粘ニヒ粒 ・

焼土粒 ・炭化物 ・士器片

を含む。

2灰 白色粘:ヒブ泣ック。

P9土 層説明(A一 パ)

1

2

暗褐色粘土。暗黄褐色粘

土粒を含む。

暗褐色粘土。暗黄褐色粘

土粒 ・土器片を含む。

曾 々

Pl5

〕霧

PlO土 層説明(A-A')

1i暗 褐色辛占土ら1皆黄褐 色米占

士粒 ・酸化鉄 を含む。

繊

〕笏

P11土 層説明(A一 パ)

⊥

2

3

暗褐色粘島

暗褐色粘ニヒ。多量の炭化

物を含む。

暗褐色粘士。黒褐色粘:ヒ

粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・酸

化鉄 ・炭化物を含む。

◎
A

・

パ

・

撫
PIア土層説理珂(A-A')

⊥ 暗働 色粘島 暗黄渦 色

粘ニヒ粒 ・焼土粒 ・炭化物

を含む。

2[暗 二褐≦≡三♪ド占ニヒor暗黄褐色半占

土粒 ・黒働 色粘土粒を含

む。

Pl2土 層説明(A-A')

⊥

2

3

暗褐色粘±≧黒褐色粘ニヒ

*立彗暗黄褐色半占ニヒ}ド立・焼

土粒 ・炭化物を含む。

暗褐色粘土。黒褐色粘土

粒 ・炭化物を含む。

暗褐色粘島 多量の黒褐

色粘土粒及び土器片を含

む。

A

・

簸
パ

・

円6土 層説明(A-A')

⊥ 暗褐色粘土6少 星の焼土

粒 ・炭化物を含む,

魏
P18土 層説明(A-A')

1暗 褐色粘±島少量の炭化

物を含む。

◎ 勢
・SK11 心 寄卜 u ◎ 、.

砺
諺

A

参

Pτ9こと層説明 くA-A')

1暗 褐色粘島 黒褐色粘±

粒物を含む。

2暗 褐色枯土。多量の黒褐

色粘土粒を含む。

3暗 褐色粘土,黒 褐色粘土

粒 ・焼ニヒ粒 ・炭化物を含

む。

U髪
〕髪 〕笏

A

・ A

A A

・

P20こヒ羅1言莞明(A-A')

1暗 褐色粘濫 暗黄喝色粘

上粒を含む。

OL臨39.400m2m
-」B。 。

欝
P2iニヒ層説明(A-A')

圭 暗褐色粘土,炭 化物 ・暗

灰褐色粘土粒 ・酸化鉄を

含む。

2暗 褐色粘島 多量の暗灰

褐色粘土粒 ・酸化鉄及び

炭化物 ・暗黄褐色粘士粒

を含む.

3暗3褐 色*占島1暗 黄褐色*占

土粒を含む。

4暗 褐色粘:b炭 化物 ・暗

黄褐色粘士粒を含む。

P22土 層説明(A-A')

王 暗褐色粘土。暗黄褐色

粘土粒 ・暗灰褐魚粘土粒

酸化鉄 ・黒褐色粘土粒を

含む。

P23」 二雇}説渉量(A-Aノ)

1暗 褐色粘土≧ 炭化物 を含

む。

磁
P24土 層説明 くA-Aノ)

1暗 褐 色粘:ヒ,黒 褐 色粘:ヒ

粒 ・;暗灰褐 轡 占ま:粒・酸

化鉄 を含む。

第45図 ピ ッ ト(1)P1～P24・P9出 土 遺 物
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愈 ⑨ 蕊 △ 。◎㌦1◎ 尋
%笏 勿1研 霧 励

P25土 層説明(A一 パ)P26土 層説明(A-A')P27土 層説明(A-Aノ>P28土 層説 明(A-A')P29土 層説明(A-A')P30土 層説明(A-A')

ユ 暗褐色湘5土。黒褐 色*占土i暗 褐色*占土。炭イ圏勿 ・焼L暗 拳勧色粘鵡 暗黄率葛色*占 ⊥ 暗褐色*占ニヒ。暗黄褐 色粘i暗 褐色堵占ニヒ。炭化物を含

粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・炭2暗 褐 色粘上,土 粒 を含む、 土粒を含む。 む。

イヒ物を含 む,、3暗 辛督色粘島 黒褐色*占土2}暗 褐色程Lヒ。少量の藷辞易 酸〆ヒ鉄を含む。

轡 占:ヒ粒 ・礫 を含む。

愈4⑨4⑲ .@、 ◎ 神 勧

霧 笏 励 霧 笏 勿
P35土 層説明(A一 パ)P36土 層説明(A-A')

P3雪土層説明(A-A')P32土 魍説明(A-A'>P33土 層説明(A-AつP34土 騨説明(A一パ)1暗 褐色粘土。焼土粒 ・炭1暗 褐色粘土。炭化物を含
1噺 褐色粘鉱 暗黄褐色粘1暗 褐色*占ニヒ,暗黄褐色.粘1暗 褐色粘±急暗黄褐1竺粘L暗 褐色粘土。焼ニヒ粒 ・炭 化物 ・土器片を會む。 む.

ニヒ粒 ・焼ニヒ粒 ・炭化物を 士粒・辮易色粘土粒を含 ±粒 ・炭化物を含む。 化物を含む.

含む,む.2暗 褐色結島 炭化物を含

β ◎.◎.載 翁.、 壌

笏 嬬1磁 笏 魏゜ 勿
P3ア土層言蛇明(A-A'>P38土 厨説明(A-A')P39止 層説明(A-A')P40土 層言莞明(A-A')241」 二魍説匪}(A-A')

1暗 褐色粘±ち黒褐色∫粘」:1瞭 褐色粘島 暗黄褐色粘1暗 褐色業占土。 圭 暗褐色粘島1暗 褐色粘土。ξ魯褐色米占土

粒 ・暗黄褐色粘土粒 ・焼 土粒を含む。2黒 褐色粘土。暗黄褐色粘 粒 ・ll欝黄褐色粘土粒を含

嵐、SK6必'迄)絶 鰍 ゆ 培 ぜ ⑨ 呉4翻
P4『'∀P49P5。P52P53P54P55P56

笏%鐵 髪 髪 髪 鍼 斐

響'麟 黛 ㌣ ◎ 亀播 ・9

馨 畿 賜 磁 罷 続 笏 勤
OL=39 ,400m2m
ヒ=======土=======」B60

第46図 ピ ッ ト(2)P25～P41・P47～P50・P52～P66
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第14表 ピ ッ トー 覧 表(第45・46図)

1 区INo位 置1平 面形1長 軸(m)短 軸(m){深 さ(m) 区lNo位 置i平 面形1長 軸(m)「 短 軸(m)深 さ(m){

1[ AQ-59 長 円 住521α281 0.28
1

1 1

1

区

1

34 AS-57 長円 0.46 0.29 0.31
　I

I

2 AQ-59
1不整0

.341 0.24 0.30 35 AR-57 長円 0.32 0.28 0.17
一

3 AQ-58 1円 0.44 一 0.30 疇 AS-57 不整 0.22 0.17 0.04

4 AQ-58長 円 0.41 033 0.19 37 AS-57
1長円

0.34 0.23 0.13

5 AR-581 方 0.29 0.26 0.40 1 38 AS_571方 円 α50 0.35 0.23

6 AQ-58 円 0.38 一 0.251 391 AO-57 不整 0.50 0.37 旨0.22

7 AQ-58 方円 0.42 0.36 0,331「 40;AO-57 円 0.27 一lO
.21

1
8}AQ-58 円 0.28 1-[α311 41AO-57 円 0.41 一 〇.33

1

11

91AQ-58 方円 0,530.4910.33 ≡
421AM-53 不整 (0.24) (0.19)io.57

101AQ-58 矩形 0.37セ0.38 O.16 H区隔 43 AK-49 円 0.22 一 0.41

111 AQ-58 方 0.30 一 α301 1

皿

I

l

1区
二

1

44 AX-51 長円 0.31 0.20 O.22

12 AQ-57 長円 0.58 0.47 α281 45 AX-51 長円 0.57 0.40 0.50

13 AR-58 不整 0.42 031 α201 L4症

47

AU-51 方円 0.30 一 0.30

14 AR-58 矩形 O.36 0.33 0.33 AT-501不 整 (0.32) 0.30 0.30

15 AR-58 不整 0.21 0ユ6 0,22旨 48 AU-50長 円(0,21) (0ユ6) 0.13

16 [AR-58 円 0.21 一
、0.131 49 AU-50 不 整(0.25)1 0.23 0.08

171AR-581 円 0.63 !-1α221 50ヒAV-49 方円 0.47 0.41 0.47FP

二

二

二

ー

1

;18[AR-57
円{ 0.43ニ ー ・0.201

二
51[AT-49 長円 0.65 0.49 0.07

119 AR-57円0.471一 0.35 52号AU-48 長円 0360.22 0.32

20
lAR-57方 円[一 0.18 0.21 53 AS-48 円 0.30一 0.07

21 AS-58「 長 円
「0

.59 0.41 0.19 54 AS-48 円 0.231一 0.29

22 AS-58 長 円 0.35 0.25 0.19 55 AS-48 円 0.38 一 0.25

23 AS-58 不整 0.39 0.31 0.19 56 AT-48 長円 0.18 0.13 0.33

24 AR-57 不整 0.42 0.35 0.21 57 AT-48 不 整10.38 0.22 0.49

区I1

1

251AR-57 隅円長方 0.41 0.31 10.24 58 AS-46
h

長 円0.30 0.23 0.54
{

26AS-57 長円 α501α331α23 59 AS-46 不 整[0.37 0.20!0.46

27AR-57 長円 0,340,260.16
160AS -46 不整 0.50 0.3310.57

128
1AR -57 長 円1α351 0.24

1
0.20 611AS-44 不整 0.731q441

129
;

AR-57円0.40 一 0.22 62AR-43[ 不整
r

O,440.40 0.32

30 AR-571円1 io35 一 0.17 63 AR-43 不整 (0.46)10.39 0.17 1

31 AR-57 長円 0.32 0.24 0.21 64 AR-43長 円 0.45 0.38 0.32

32 AR-57 円 O.52 一 0.231 65
I

AR-431長 円 0.23 0.16 0.11

33 AS-57 長円 0.49 0,390.24 66 AQ-42円 0.47 一 0.43

第15表 ピッ ト跡出土遺物観察表(第45図)

NQ1器 種 口 径1器 高1底 径 胎 土 焼成 色 調i残 存率1備 考!

91須 恵器 椀 (玉4,2)

……5

5ユ (6.8) A・B・LI B 黄灰 1/4

92[か わ ら け (7.4) 2.0 4.8 ]M・B・E・C・1 B 浅黄榿 1/2 1

6遺 構外出土遺物
遺構外 か らは、1区 ・H区 ・皿区 とも、遺構の所在 しない空 白区域 か らも、遺物 が検 出 されて い る

(第47図 ・第48図 ・第16・表 ・第17表 ・第18表)。

1区 か ら検出 され た須恵器圷 ・土師器 圷(4～6)はAN・AO-39グ リッ ド、H区 か ら検 出 された須

恵器 ・灰粕(12～21)はAE-40・AF-41グ リッ ド、 皿区か ら検 出 された縄 文土器 はAR-47グ リッ ド、

打製石斧 はAN-39グ リッ ドとい うように、まとま りをみせ て検 出 され ている。

第16表1区 遺構外出土遺物観察表(第47図)

NQI器 種[口 径i器 高 底 径1胎 土 焼成1色 調i残 存率[備 考
　　 一 一 一 一一

打製石斧 最 大長11.0、 最 大 幅5.3、 最 大 厚1.9、 重 さ100g完 形

2 須恵器 高台椀 一 一
(6.7)lL・A・B・1 B 灰 底 部1/3 内面津付着 。

3 土師器 台付甕 一 一 (8.4) A・B・D・J・1匹N B 禮 底部1/4

4 土師器 杯 (11.0)1一 (7.6) B・A・C・1・J B 明赤褐 上位1/4 AN-55

建 悪
須恵器 杯

1
13.53.7 5.8 A・B・N・L・J B 灰 4/5 AO-55

,繋 土師器 杯 12.2[3,9
　

B・K・1・A・D・M Bl鈍 い褐 2/31AO-55
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第17表II区 遺構外出土遺物観察表(第48図)

正]器 種1口 径 器 高1底 径]胎 土1焼 成 色 調 残存率1備 考

土師器 杯
1

10.7 2.65 8.5B・A・N B 燈 完形
一 　 胴…

21須 恵器 鉢 (31.8) … 一IA・M・L・1・E B 灰 口縁 部1/4

3 焙烙 (15.4) 5.1 (12.2)A・B・1・J・G・N B 燈 1/10 全面吸炭。

ゑ
5

焙烙 羽釜1一
削　

　 　
A・B・1・J・K・L・DIB 褐灰 一

可

カ ク乱 。

焙烙 (31。1) 5.9(29.0) A・B・D・1・JB 灰黄褐 1/20

6 常滑甕 (38.6)
「

一 …
B・A・NB 灰赤 1-」縁 … 部

慰 砥石 最 大 長9.05、 最大 幅2.8、 最小 幅1.8、 重 さ105g ほぼ完形

8 須恵器 ・甕 (28,4)1一
一 A・B・L・1・E・FO C 灰自 口縁部1/6 AI-46

9 須恵 器 ・壷 …-1 (13.1) A・B・E・L C 鈍い黄 ド位1/2 AI-46

110 灰涌ll椀 (14.4)
1

_ 一 一 A 鈍い黄機 口縁 部1/12 内 外 ・全 面粘 。AG43

ユ1 1須 恵器 瓶 一 (7.6) (9.4) A・B・1・H・N C 鈍い黄燈 底部4/5 底 部 中央 穿孔 。AG-42
下

12須 恵 器皿 (16.0) (1.9) (7.4) L・A・D・1 B 黄灰 1/5 AF-41

13須 恵器 姐正 (13.2) 2.2 (7.4)L・A・D・G・1 B 鈍 い黄 1/5 AF-41

須恵器腐 台椀 14.7 5.7 7.2 L・A・B・1・JiB 黄灰 1/2 AF-41

15 須恵器 杯:(14.2) 2.5 (7.8) A・L・M・1・E B 黄灰 1/6AF-41

16 灰 粕 ・長 頸瓶(123) … 一 … B 浅黄 口縁部1/3 表 面 灰粕 。AF-41

17 灰平「レ長頸瓶 一 一 ミ …
M・B・E B 灰 臼 旨口縁部1/4 全 面 利1。AF41

18 土師器福 台甕 一 一 (9.6) A・B・D・1・J・K・N B 榿 高台部2/3 AF-41

19 須 恵 器 ・珊 …-1 7.4 A・B・D・L・1 B 褐灰 底 部のみ AE-40

20 須恵器 杯 (13.0)3.9 (5.4) B・A・L・J B 灰 1/5 AE-40

21 須恵質 ・椀 (140)4.5 (6.3) N・B・1・A C 明黄褐 1/4
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第18表III区 遺構外出土遺物観察表(第47図 〉

No「 器 種1口 径 「器 高 底 径1胎 土1焼 成 色 調 残存率 備 考

1鱗 縄文土器 深鉢 一 一 一
N・M・1・J・K B赤 褐 胴部…部

一一

縄 文 中期 ・加 曾 利E皿 期 。AR-47

舞 縄文上器 深鉢 一_1 ㎜
M・A・1 B 黒 胴部一部 縄文前期 黒 浜期。AR47

撰 縄文土器 ・深鉢 一 一 一
N・M・A・1・H B 明赤褐 胴部一部 縄 文中期 ・加曾利E皿 期。AR47

石斧 最 大 長10.4、 最 大 幅5.3、 最 大厚2.3、 重 さ140g ほぼ完 形 旨AN-39

購 石斧 巖 大 長11,2、 最 大 幅6.3、 最 大厚2.1、 重 さ170g ほぼ完形 AN-39

6 灰利1高 台椀 一 一 (6.8) B・M・A・E A 灰白 底部1/3 全 面灰 粕 。AV-50

7 須恵器 ・高台椀 一 一 7.2 A・B・LI B 灰 底部のみ
　

AU-48

旨8 土師器 ・杯 (11.8) … 一
A・B・1・J B

I
燈 口縁部1/6 AQ-43

9

羅
L師 器 ・甕 一1-・ 一

A・B・E・ 王・N B二 明赤 褐 胴 部1/41AW49

土師器 杯「 (11.6)138!一 E・M・B Bl燈 1/3「AR羽

V調 査 の まとめ

今 回報告 した調査区(B区)で 検出 され た遺構 は、住居跡8軒 、溝跡11条 、集石 土坑2基 、土坑118

基 、 ピッ1・66基で ある。 これ らの うち、帰属時期が判 明 した ものは、奈良時代 が住居跡1軒 、土坑4基 、

平安時代 が住居6軒 、溝跡4条 、土坑12基 、 中 ・近世 が溝跡7条 、集石土坑2基 、土坑17基 他 は時期不

明 といわ ざるを得 ない。 なお土坑 ・溝跡 については、遺物 の出土状況 か ら流入可能性 も高 く、実数 はこ

れ よ り少 な く、各数値 は最大値 である。

奈良時代 に属す る住 居跡1軒 、土坑4基 は、本 集落 の開始時期 を告 げるもので あるだけに、重要 な意

味合い をもと う。出土土器 の内、土師器圷は、口縁 が内湾す る もの はな くほぼ直立 し、体部 の下端の稜

が顕 著に なり、丸底 か ら平底化 したものが多 くな る。須恵器圷 は、糸切 りの ままの ものはな く、底部周

囲 をヘ ラ削 りによ り調整 を加 えて い る。土 師器甕の 口縁 は大 き く外反 し、 コの字状 の兆 し も窺 えない。

以上の点か ら、 これ ら遺物群 は、8世 紀 の半 ば以前の もの とみ られ るが、第117号 土坑 、第118号 土坑 が

先 行す る要素 が多 く、第8号 住居跡 、第85号 土坑 、第114号 土坑 が後続 して いる。 この うち帰属 時期 が

確 実で あるの は、第118号 土坑 と第8号 住 居跡 のみで あるが、両遺構の所在位置 が隣接 し、調査 区の西

端 であ ることは、A区 の東端検出の7号 土坑の存在 と考 え合 わせ、本集落 の開始場所 を示 唆 してい るも

の と思 われ る。 また、流入の可能性が高 い とはいえ、遺物の出土位置 も西 に偏 り、この ことを裏付 けて

いよ う。

その後 、8世 紀の後半か ら9世 紀 の間、本集落 は中断(A区 では9世 紀半 まで存 続)し てい る。

本集落 が再 開するの は、10世 紀 の前半 に至 ってか らで ある。本期 に属す る遺構 と して明確 なのは、第

1号 ・2号 ・3号 ・4号 ・6号 ・7号 の6軒 の住居跡 で ある。いずれ も体部の開 きの大 きな、酸化焔焼

成 による、韓轄土師器 とよばれ る一群の台付椀(杯)形 土器 が主体 を占めてい る。 この うち第1号 ・3

号 ・7号 の3軒 の住居跡 では、羽釜及 び灰粕土器 を伴 出 している。逆 に羽釜 を伴出 していない第2号 ・

4号 ・6号 の3軒 の住 居跡 では、灰粕 もしていない。 これ らのことを勘案す ると、本集落 では、羽釜 と

灰粕の出現時期 が一致す るか能性 が高 いとい える。

第2号 住居跡 に切断 された第7号 溝跡の ように、同期 に属す ると思われ る溝跡 が他(第2・3・4・

5号)に も存 在す るが、明確 ではない。

中 ・近世 に属す る土坑 には、墓坑で あった ものが多 く、礫 を主体 に、渡来銭 を供 える もの、石 臼 ・板

碑等 を同時埋 葬す るもの等数種 がみ られ、今後 の分類 が可能 になって くると予想 される。
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1
1ふ り が な 、 じ ゅ う ろ っ け ん う し ろい せ き ∬

1

書 名1拾 六問後遺跡1

副 書 名 平成18年度熊谷市埋蔵文化財調査報告書

巻 次 一

[
シ リー ズ 名 一

{シ リーズ番号 一

編 集 者 名1寺 社下 博

編 集 機 関1
[

埼玉県熊谷市教育委員会

所 在 地 〒360-8601熊 谷 市 宮 町24卜1TELO48-524-1111

1

発行年月日 西暦2007(平 成19)年3月30臼

1ふ りがな

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地1

コ ー ド 北 緯

}(° ノ")
1

東 緯

(°'")

調査期間
調査面積

(㎡)

調査原因

市町村 遺跡番号

じ励 ろっけんうしろいせき

拾六間後遺跡

l
lく まがや しにい駒 しんでん

熊 谷 市 新 堀 新 田
1あざどうにし ほか

字堂西306他

「

11202

　

059

36°1

9'

59"

}19'

145"
1

「
139°19891106

[
～i

19900331

区画整理

4,0001街 路築造1

工事

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特 記 事 項
「

1

集落跡

縄文時代 一 土器 ・石器
l

I

拾六間後遺跡

奈良時代
1

住居跡1軒;土 師器 ・須恵器

土坑4基1

平安時代 住居跡6軒

土坑12基

溝跡5条

灰粕 ・輔韓土師器 ・

土製品 ・鉄製品

鉄津 ・石製品

ー

1

二

二

二

ー

-

中 ・近 世

[

集石土坑2基 陶磁器 ・かわらけ

」

土坑

構 跡

17基i鉄 製品 ・銅製品

6条 古銭 ・石製品

時期不明 住居跡

土坑

1軒

85基一
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